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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『……その後、ジャン・アバディーンには、海ユ洋ニ連オ合ンの中央法廷で正式に有罪の判決が下された。その判決は海ユ洋ニ連オ合ン諸国でも、竜帝国シヤンバラでも、レガリオン帝国においてすら、当然のものとして受け止められた。かの者の名は数世代を経た今なお、おそるべき悪あく魔まの別称として人々に語り継がれている』


ガスパール・ブレロ『アバディーン戦せん役えき難なん民みん記き』序文より









　　　第一章　ジャンの選択







　　　　１




　銀色の粉雪が、竜の翼つばさに降りそそいでいる。

　──いや、降るなどという生やさしい形容では足りない。針のように細い氷の礫つぶてが、毛皮の防寒着からわずかに露ろ出しゆつした皮膚を突き刺してくる。明らかな害意を持つ敵と対たい峙じしている気分だった。

　防寒着をまとった長身の青年は、竜の背から眼下の海岸に目を凝こらす。切り立った崖と入り江が交こう錯さくする複雑な地形。上陸できそうな地点は友軍の砲兵陣地で守られているはずだが、雪に覆おおわれてはっきり見えない。北風の吹きすさぶ白い荒野があるばかりだった。

（厳冬マロースというんだったな）

　北方には冬が二つあるという。生ける者を春の訪れまで眠らせるただの冬と、眠る者たちをも凍いてつかせる厳冬マロースだ。

　彼を乗せた竜は北方の東セーロフ島の海岸を飛んでいた。竜りゆう鱗りんに覆おおわれた彼のパートナーは、厳冬マロースにも動じた様子もなく翼つばさを動かしている。超常の力──竜ル気ンを持つ、この世界で最強の生物。

　青年は専門の教育を受け、竜騎士ドラグーンとしてこの竜と契約を結んでいる。背後には同じような騎き士しと竜たちが三組従っていた。騎士たちは皆背が高く、浅黒い肌を持つ南方のカリクマ人だ。氷山に覆われた北極に近いこの島を訪れるのは、皆生まれて初めてだった。

（……遠くまで来たものだ）

　先頭を飛ぶ騎士は考える。カリクマ王国の騎士団に仕える彼らが、このセーロフ王国へ到着したのはつい昨日のことだ。この島国で行われている戦争に参加するためだった。

　八日前、強大な軍事力を誇るレガリオン帝国が、海ユ洋ニ連オ合ンに属するセーロフ王国へ突如侵攻を開始した。東西二つの島によって構成された領土の片側──西セーロフ島を瞬またたく間に制圧し、首都ルテニアをも占領してしまった。

　残る東セーロフ島を守っているセーロフ王国軍に、海ユ洋ニ連オ合ンの各国から続々と援軍が集結している。アバディーン戦せん役えき以来の世界大戦の様相を呈しつつあった。

　海ユ洋ニ連オ合ンとレガリオン帝国は長年にわたり対立してきた。最大の原因は竜族との関係にある。竜族の棲すむ東方の竜帝国シヤンバラと協調する海ユ洋ニ連オ合ンに対し、レガリオン帝国は竜族の排除を主張し続けている。

　三年前にもレガリオン軍は辺境のアバディーン王国を占領し、それを奪だつ還かんしようとする海ユ洋ニ連オ合ン軍と激しい戦いを繰くり広げている。戦争はレガリオン軍の勝利に終わり、海ユ洋ニ連オ合ン軍は多大な犠ぎ牲せいを出して撤てつ退たいした。

　突然、雷鳴のような砲ほう撃げき音おんが響ひびき、騎士は我に返った。

「……くそっ。始まったか！」

　彼は歯を食いしばり、背後の部下たちを振り返った。

「戦端が開かれた！　速度を上げるぞ！」

　あらん限りの大声で叫んだ。開いた唇から硬質な冷気が忍びこむ。

　ここから西の海岸でレガリオン軍の艦かん船せんが集結している。上陸作戦を決行するつもりなのだ。一時間前、沿岸の要塞でその報を聞いた彼らは、友軍を助けるべく戦場に向かっていた。

『砲撃の方角に向かって飛ぶ。つかまって』

　パートナーの騎竜の声が頭の中に響いた。真の姿に戻っている時の竜は、言葉を相手の頭に直接届けることができる。騎士が腰を落としたとたん、彼を乗せた竜が急加速した。

　騎士は専用の武具である砲剣を握りしめた。表情は変えなかったが、手袋の中で冷や汗をかいていた。

（……一体、どれほどの大軍だ？）

　彼が大規模な「戦争」に参加するのは初めてだった。海も裂けるような轟ごう音おんはいつまでも途切れない。ここからはまだ見えないが、よほどの大艦隊で臨のぞんでいるのだろう。海ユ洋ニ連オ合ン各国から集結している軍勢でしのぎきれるのか。

（レガリオン軍に勝つことではなく、生き延びることに力を注げ……）

　出陣する日、父の口にした忠告を思い出した。父はカリクマ騎き士し団だんの要職に就つき、人々の尊敬を集めていた練達の竜騎士ドラグーンだった。しかしアバディーン戦せん役えきに従軍し、わずかな味方とともに戻ってきた時は別人のように老けこんでいた。すべてを投げ出すように引退してからは、屋や敷しきの薄暗い一室で彫像のように座っているばかりだった。

（レガリオン軍には勝てん。一いつ矢し報むくいようと試みた者もほとんど死んでしまった……お前は死んではならん……わしにそう誓え……）

　戦意をくじくような物言いに啞あ然ぜんとしたものの、その時は老いた者のうわごとだと片付けることができた──しかし、セーロフ王国へ着いてから、父の弱々しい言葉は少しずつ重みを増しつつある。前の上陸作戦で負傷した竜騎士ドラグーンたちの補充として海沿いの要塞に入ったが、見張りの兵士以外に立って歩く者がほとんどいないほど疲ひ弊へいしきっていた。特に吹雪ふぶきの中を飛ばなければならない竜騎士ドラグーンたちの被害は甚じん大だいで、多くが戦せん闘とうよりも凍傷で戦線を離脱していた。要塞にいる誰の顔を見ても、この戦いに勝つという明確な意志が感じられなかった。

『十一時の方角を見て！』

　突然、パートナーの竜の声が響ひびいた。

　その方角に目を凝こらした騎士の全身がこわばった。銀雪でかすんだ沖合に、漆しつ黒こくの影かげがいくつも浮かんでいる。大型の艦かん船せんのようだが、問題はマストが見えないことだ。レガリオン製の高出力の蒸気機関を搭載している──レガリオン軍の戦艦に違いない。戦場はここから数粁キロは離れているはずなのに。

「別働隊か？」

　騎士はパートナーに問う。

『今、砲ほう撃げきしているのは別働隊で、あそこにいるのが本隊かもしれないわ』

「……ただの陽動ということか」

　砲撃が大きければ大きいほど、蒸気機関の駆動音は聞き取りにくくなる。現に海岸にある友軍の砲兵陣地にまったく動きはない。敵軍が上陸しようとしていることに気付いていないのだ。

『どうする？　味方を呼びに行く？　それとも……』

「それでは間に合わん！　どうするか決まっているだろう！」

　彼は背後の部下たちを振り返って叫んだ。自分たちだけで沖合にいるあの敵軍の上陸を阻止することは難むずかしい。しかし──。

「敵の旗艦を爆ばく撃げきする！　爆弾を準備しろ！」

　旗艦の動きを止められれば、彼らも作戦の続行を諦あきらめるかもしれない。それぞれの竜の背には、対戦艦用の投下爆弾が積まれている。

　ちらりと死の予感が頭をよぎった。敵軍も竜騎士ドラグーンの襲しゆう撃げきに備えている。艦隊の上空には竜に似た翼つばさを持つものたちが旋せん回かいしていた。レガリオン軍が誇る飛行兵器──機甲竜ヒユドラの部隊だ。自軍の艦かん隊たいを守っているのだろう。視認できるだけでも二十機を超えている。こちらの竜は四体だけだ。爆ばく撃げき以前に敵艦に近づけるかどうか。

　隊長の騎き士しは不安が洩もれ出すのを防ぐように、ぎりっと唇を嚙かんだ。ぐずぐずしている時間はない。彼は敵の艦隊の陣容を確認した。全部で軍艦は四隻せき。菱ひし形がたを描いて海岸へと進んでいる。

「一番後ろにいるでかいやつが旗艦だ！　爆撃後に白はく兵へい戦せんを挑む！」

　自分たちが持っている爆弾では、艦砲を破は壊かいすることはできても、沈没させることはできないだろう。後は爆撃にまぎれて甲かん板ぱんに降下し、艦内から破壊するしかない。もちろん、どの艦にも上陸部隊が乗っているはずだ。自分たちが生き残る確率は絶望的に低い。

「行くぞ！」

　彼は砲剣に信号弾をこめて空に向けて撃うった。赤い光が独特の音とともに空で爆はぜた。地上の味方に敵てき襲しゆうを知らしめるためのものだが、同時に沖合に滞空していた機甲竜ヒユドラの乗り手たちもこちらの存在に気付いた。金属の頭の向きを変えて、距離を縮めてくる。想像以上の反応の早さだった。

　カリクマの騎士たちが留とどまっている空域に銃声が轟とどろく。機甲竜ヒユドラの乗り手たちがこちらを狙撃してきている。固まっていては危険だ。彼は砲剣を持っていない左手を挙げて味方に合図する。

「全騎散開……」

　最後まで告げることはできなかった。突然、手のひらに灼しやく熱ねつの激痛が炸さく裂れつした。手袋の中身が生温かいものでどろりと濡ぬれる。中指の根本に空いた黒い穴から硝煙がくすぶっていた。敵兵に左手を撃ち抜かれたのだ。

「く……」

　固く結んだはずの唇から、ついうめき声が洩れた。

『どうしたの？』

　パートナーの動揺した声が少し遠くから聞こえた。頭を一つ振って正気を取り戻す。冷気に晒さらされた左手は瞬またたく間に熱を奪われ、氷のように冷たくなっていく。防寒着の合わせ目の間に傷ついた手を急いで差しこんだ。とにかく、指示を出さなければ。

「なんでもない。上昇し……」

　右肩に落ちた影かげに気付いたのはその時だった。いつの間にか金属の黒い竜が、彼らのすぐ脇に滞空していた。乗り手がこちらに向けた銃口がはっきり見えるほどの近距離。機甲竜ヒユドラの顎あごが大きく開き、内側で赤い炎の舌が瞬いている。強力な火炎放射は機甲竜ヒユドラの武器だ。反応する余裕すらなかった。

（焼かれる）

　突然、陽炎かげろうに揺れる黄色い沙漠が鮮あざやかに蘇よみがえった。生まれ育ったカリクマの大地。沙漠の中にある豊かなオアシスと、水辺にそびえ立つ石造りの邸宅。そして、玄関に居並んで空を見上げる家族たち。生き延びろと言った父もその中にいる。故郷を出る時に見た最後の光景だった。もうあの場所には帰れそうもない。

　視界いっぱいに広がった白い光が、末まつ期ごの幻視をもかき消した。確かに死んだと思った──が、いつまで経たっても意識を失うことはなかった。左手の激痛もそのままに、騎き士しも彼のパートナーも相変わらず北方の空に滞空していた。

　機甲竜ヒユドラの姿が消えている。煙を上げながらばらばらと落ちていく黒い破片が見えた。金属の翼つばさや首もその中にある。誰かが機甲竜ヒユドラを撃うち落とし、自分たちを助けてくれたらしい。

（地上からの対空砲か？　……いや、違う）

　海岸の砲兵陣地からは兵たちが飛び出してきているが、砲ほう撃げきの準備は済んでいない。

　そのうちの一人が空を指差していた。見ているのは自分たちではない。カリクマの騎士もはっと頭上に顔を向けた。

（……あれは）

　吹雪ふぶきの向こうに、一体の美しい金色の竜が浮かんでいた。金色の竜りゆう鱗りんは竜帝国シヤンバラの皇族の証あかしだ。戦場と化したこの北方の地にいる皇族は一人しか思い当たらない。

　第十二代竜帝アレクシスの第三皇女、ティアナレルド。年若い彼女は竜騎士ドラグーンの養よう成せい機関である騎士学院グランデコルに在ざい籍せきしており、生徒たちによる選抜隊の一員として、このセーロフ王国に来ていると聞いた。

　彼女の背には小柄なパートナーが乗っている。毛皮の帽子から赤い髪をなびかせた彼は、異様なほど口径の大きな砲剣を携たずさえていた。その顔には見覚えがある。少年の名は──。

　金色の輝きに魅入られたように、レガリオン軍の機甲竜ヒユドラたちが皇女たちに殺到した。統率の取れた動きで、上下左右から一気に包囲を狭めようとする。

　しかし、彼らには動じた様子がなかった。少年が水平に構えた砲剣から、巨大な白い光が噴ふん出しゆつする。射線上にいた一機の機甲竜ヒユドラが瞬しゆん時じに消失する。たった今カリクマの騎士たちを救った光と同じものだった。

　体が震えたのは、負傷のせいだけではない。少年が持っている竜鱗の武具「ペイルライダー」──この地上で最も威力があると言われる伝説の砲剣が、敵を倒す瞬間を目にしたのは初めてだったからだ。

　この砲剣の使い手であり、皇女ティアナレルドと契約を結んだ『神童』──滅ぼされたアバディーン王国の継承権を持つ王子ヴィクトル・アバディーン。彼の参戦は海ユ洋ニ連オ合ン中の噂うわさの的まとになっていた。

　砲撃の痕跡をなぞるように、金色の竜は恐るべき速度で機甲竜ヒユドラの包囲から抜け出した。逃げるのではなく、そのまま沖合の艦かん隊たいに向かって飛ぶ。すべての艦の対空砲が一いつ斉せいに天を向き、赤い火を噴ふいた。空を埋めつくすような砲弾の嵐が皇女たちを追い立てる。灰色の煙が霧きりのように空域に広がっていく。
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（……あれをかわすのか）

　金色の竜の速度はさらに上がっている。ようやく艦かん隊たいの上空に立ち戻った機甲竜ヒユドラ部隊にも、彼らを捕捉することができない。

　旗艦の上空に達した皇女は、縦に急反転して砲ほう撃げきを避よける。降下のルートに入ったところで、赤毛の少年の構える砲剣から稲妻を帯びた光球が発射された。巨大な船体がぶるっと生き物のように震え、船尾から黒煙を激しく噴ふき上げた。

　カリクマの騎き士しの背筋に戦慄が走った。

（軍艦相手に戦えるのか、あいつは）

　援えん護ごに向かおうと命令することも忘れていた。ようやく追いついた機甲竜ヒユドラたちが、皇女たちを取り囲んで捕捉しようとする。しかし、彼らは縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回りながら次々と艦隊に光球を降らせる。その大半は命中し、艦隊は今や大混乱に陥おちいっていた。

　その戦せん闘とうがどれだけ続いたのかは分からない。やがてレガリオン軍の戦艦は一いつ斉せいに回頭し、海岸から遠ざかり始めた。集中的に砲撃を受けた旗艦は沈没こそ免まぬがれていたが、艦砲の大半を破は壊かいされ、甲かん板ぱんにいくつも大穴を空けられていた。

　機甲竜ヒユドラの部隊も皇女たちを追うのをやめ、艦隊の守りに専念する。退却する敵軍の姿を、「ペイルライダー」を握りしめた少年は沖合に滞空したままで見送っている。

（たった一騎きで、撃げき退たいした）

　鬼神と言っていい戦いぶりだ──数ヶ月前、彼らはヴィクトル・アバディーンと対たい峙じしたことがある。もちろんこのような戦場でではない。ウルス公国で行われた空中競技・プラネッタの大会で騎士学院グランデコルのチームと試合をしたのだった。カリクマのチームは生徒たちのチームに敗北していた。

　アバディーンの王子はあの時よりも強くなっているように見える。今、カリクマの騎士が抱いている感情は、味方への敬意よりも、常識を超えた力に対する恐れに近かった。こんな相手を敵に回したくはない。

　疑問を覚えたのはその時だった。

（どうして、一騎しかいない？）

　アバディーンの王子と竜帝国シヤンバラの皇女は、騎士学院グランデコルの選抜隊でも中心的な存在のはずだ。単騎でこんなところに現れるのはおかしい。

（とにかく、礼を言わなければならんな）

　カリクマの騎士は背後の部下たちに目で合図をすると、パートナーを促うながして金色の竜に近づいていった。こちらの気配を感じ取っているはずだが、赤毛の少年はぼんやりと沖合を見つめたままだった。プラネッタの大会の時とは違って、どこか老成したような──疲れきった雰囲気を漂ただよわせている。

「助かった。礼を言う」

　訝いぶかりながらも、努つとめて明るく声をかけた。

「俺の顔を憶おぼえているか？　ウルス公国で催されたプラネッタの大会に……」

「……俺たちに近づかない方がいい」

　聞き取りにくい、くぐもった声で彼は言った。

「あんたたちも仲間だと思われる」

「えっ？」

　どういうことだ、と問おうとした時、鋭するどい銃声が轟とどろく。弾丸が顔をかすめたのか、赤い髪の先がぱっと散った。アバディーンの王子はまったく反応しなかった。

（まだ敵がいたのか）

　騎士は不自由な片手で砲剣を構えつつ振り返った。しかし、現れたのはレガリオン軍ではなかった。騎士学院グランデコルの生徒らしい若者を乗せた竜が三体、こちらへ向かってくる。先頭にいる大柄な騎士候補が砲剣を構えている。

（なぜ、味方に……？）

　威い嚇かく射撃のようだが、命中してもおかしくなかった。

「どういうつもりだ、お前たちは！」

　先頭の若者が叫ぶ。緑色の髪をなびかせたバルバートル人で、眉に傷が走っている。彼にも見覚えがあった。プラネッタの大会で対戦した、騎士学院グランデコルのチームの一員だ。

「なぜ隊列を離れた？　逃亡するつもりか？」

『逃亡ではありません……敵てき襲しゆうの信号弾が見えたので、救援に来ただけです』

　皇女の声が頭に響ひびいた。感情のこもっていない、平板な声だった。アバディーンの王子の方は振り向こうともしない。

「信号弾など他ほかの誰も見ていないぞ？　どうせ噓うそだろう！　お前たちは恥知らずの噓つきだからな！」

　カリクマの騎き士したちは思わず顔を見合わせた。このバルバートル人はどうしてこんな物言いをするのだろう。独自の判断で隊列を離れたことだけが問題ではなさそうだ。とにかく、ただ見ているわけにはいかなかった。

「信号弾を撃うったのは俺だ……俺たちはカリクマ騎士団の者だ。この海岸を通りすぎようとして、沖合にレガリオン軍の艦かん隊たいが現れたのが見えたんだ」

　バルバートル人は沖合にちらりと視線を走らせ、ふんと鼻を鳴らした。

「……敵などどこにもいないようだが」

「退却していった。彼らが撃げき退たいしてくれたんだ。『神童』の名に恥じない、見事な戦いぶりだった」

「『神童』？　馬鹿を言うな！　こいつは恥知らずのクズだ！」

　あからさまな罵ば倒とうに、カリクマ人の騎士は言葉を失った。アバディーンの王子は口をつぐんだままだ。亡国とはいえ王位を継ぐ者なら、受け流せない侮ぶ辱じよくのはずだが。無関心な態度に苛いら立だったのか、バルバートル人の表情が一いつ瞬しゆんさらに険しくなった。

「名誉のために帯剣を許してやったが、こんな真ま似ねをするようでは見過ごせないな。『ペイルライダー』をぼくに渡せ」

　ヴィクトル・アバディーンは無造作に自分の砲剣をバルバートル人に放った。バルバートル人の若者はそれを受け取ると、鎖くさりの付いた鉄の輪のようなものを投げ返した。

「それを身に付けろ。また逃げられてはかなわないからな……すぐ外れるように小細工したりするんじゃないぞ」

　赤毛の少年は鉄の輪を自分の首に嵌はめて、ぱちりと錠を下ろした。カリクマの騎士は目を瞠みはった。鉄の首輪は禁きん忌きを犯した竜騎士ドラグーンを護ご送そうする時にしか使われない。鎖に繫つながれた少年の姿はどう見ても囚人だ。

「ど、どういうことだ？　彼らは一体……」

「ぼくたちはこの連中を学院島に護送中だ。これから騎士学院グランデコルで協議が行われ、こいつらは裁さばきを受けることになっている」

「裁き？」

「こいつは『神童』ヴィクトル・アバディーンではない。ジャンとかいう、噓つきの偽にせ者ものだ……行くぞ」

　バルバートル人はぐっと鎖くさりを引いた。アバディーンの王子と皇女ティアナレルドを連れた生徒たちが、南の方角へ飛び去っていく。

　学院島は騎士学院グランデコルに統治された移動する浮島だ。自治権を許された独立国のようなもので、南方のウルス公国とも対等な軍事同盟を結んでいる。セーロフ人の難なん民みんに協力するために、つい最近東セーロフ島に接岸したという。

「なにかの間違いじゃないのか？」

　と、カリクマの騎き士しはつぶやいた。レガリオン軍の艦かん隊たいを撃げき退たいした彼が、ヴィクトル・アバディーンでないとは信じられない。

『昨日、要塞でその話を聞いたわ……なにかの冗談だと思っていたけれど』

　と、パートナーの竜が言った。

『彼がヴィクトル・アバディーンではなく、別人だと分かったって……皇女も身分詐さ称しように協力していたという話よ。これから二人とも厳きびしく詮議されるとか……」

　カリクマの騎士はなおも南の空を見つめていた。ヴィクトル・アバディーンと皇女ティアナレルドは、この数ヶ月でレガリオン軍相手にいくつも武功を立ててきた。ウルス公国と騎士学院グランデコルの同盟の締てい結けつにも貢献しているという。もし今の話が本当だとすれば、海ユ洋ニ連オ合ン──いや、竜帝国シヤンバラをも揺るがす問題だ。

（……悪い連中には見えなかったが）

　金色の竜は雪煙にまぎれて、もう視界の中にはいない。

　遠くの海岸でまだ砲撃が続いていた。
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　東セーロフ島の南端の都市ザトンには、セーロフ王国の臨りん時じ政府と海ユ洋ニ連オ合ン軍の司令部が置かれていた。避ひ難なん民みんの大半もここを目指していた。首都ルテニアに匹敵する人口の港町で、今は海ユ洋ニ連オ合ン各国の軍艦や輸送船で埋めつくされている。この戦争における、海ユ洋ニ連オ合ン陣営の本拠地だった。

　ここ数日、それまで存在しなかった奇妙な島がザトンの沖合に出現していた。高い塀に囲まれた人工の島──騎士学院グランデコルに統治された学院島だ。

　ティアナとジャンが島の上空に着いたのは、日が沈もうとする頃だった。騎士学院グランデコルの生徒たちによって、北西のカフカース要塞から護ご送そうされてきたのだった。

　雪はやんでいたが、建物の屋根は白く染まっていた。どの窓も固く閉ざされ、守しゆ衛えい以外に通りを歩く者はあまりいなかった。

『……雪だわ』

　つい気の緩ゆるんだティアナは、パートナーのジャンに話しかけた。雪景色の学院島を見るのは初めてだ。ジャンは沈ちん黙もくを守ったままだ。ここで育ったティアナと違い、島に戻ってきたところで安あん堵どなどしないのかもしれない。明後日あさつて、彼女たちの処分を決める協議が、学院長のガートルードのもとで行われることになっていた。

　ジャンの正体が露ろ見けんしたのは三日前──レガリオン軍に占領された西セーロフ島から、二十人の孤児たちを救出し、安全な地域にまで送り届けた直後だった。アバディーン王家の家庭教師をしていたガスパール・ブレロが、辺境から突然連れられてきたのだ。ブレロに正体を看破されたことで、ジャンとティアナは即座に拘束された。

　昔のジャンを知る人間の証言を、否定することは難むずかしかった。

（……ただの偶然ではないわ）

　このタイミングでジャンを知る者が現れたことに、作為を感じずにはいられない。伝え聞いたところでは、三年前の戦せん役えきをかろうじて生き延びたブレロは、属領となったアバディーン島の収容所に監禁されていたらしい。ほんの一ヶ月前、他ほかの囚人たちとともに脱走し、漁船を奪って海を渡ったとのことだった。

　あまりにもできすぎた話だ。誰かがわざと彼を脱走させたに違いない。裏で糸を引いている者には見当がつく。アバディーン王国の王位継承者でありながら、レガリオン帝国の皇女グロリア・レガリオンの側近──本物のヴィクトル・アバディーン。

　自分になりすました双子の弟にこれ以上邪じや魔まされることを防ぐために、しかるべき手を打ったと考えるのが自然だ。

「この島の眺めを目に焼きつけておけよ、偽にせ者もの！」

　先頭を飛ぶアダマス・バルバートルが振り返って叫んだ。騎士学院グランデコルの生徒会長であり、なにかとジャンと対立してきた騎き士し候補だ。ヴィクトルになりすましていることを、最初に見抜いたのも彼だった。

「もうじっくり見る機会はないかもしれないんだからな！」

　彼は勝ち誇ったように言った。しかし、ジャンはティアナの背に乗ったまま身じろぎ一つしない。言われたとおり大人しく学院島を見下ろしているようだった。ちっとアダマスは舌打ちをして、再び前を向いた。

　カフカース要塞で拘束されて以来、ジャンはほとんど無言を貫つらぬいている。身分の詐さ称しようについて尋ねられても、まったく抗弁しようとしなかった。彼がなにを考えているのか、ティアナにもはっきり分からない。ただ、彼の沈黙の原因には察しがついている。正体が露呈したためだけではない。

　要塞に帰り着く直前、ヴィクトル・アバディーンがジャンの前に現れて真相を語ったのだ。三年前のアバディーン戦役で、ヴィクトルがレガリオン軍を手引きしていたことを。自分こそアバディーン王国滅亡の黒幕であることを。

　ジャンは「殺された」兄の仇かたきを取るために竜騎士ドラグーンになろうとしていた。その兄自身が仇だったと知り、目的を失ってぬけがらのようになってしまった──。

　町の中心にある小高い丘には、騎士学院グランデコルの校舎がそびえ立っている。アダマスの背後に付いたティアナは、鎖くさりで繫つながれたジャンの首が絞まらないように慎重に着陸する。地面に積もった新雪が風圧で舞まい上がる。ジャンが降り立つのを待ってから、ティアナは人の姿に変化した。流れるような金髪と、はしばみ色の瞳ひとみを持つ少女の姿に。

　無数の視線に気付いて、彼女は周囲を見回した。校舎の窓という窓から、生徒たちが身を乗り出してジャンを見下ろしている。ひそひそとささやき合う者、笑みを浮かべている者、冷たい視線を投げてくる者。不正な手段で潜もぐりこんだ偽にせの「神童」に、好意を抱く者はいないようだった。

　突然、ジャンの脳天で大きな雪玉がはじけ、赤い髪が白く染まった。誰かが窓枠の雪を集めて投げつけてきたのだろう。三階の教室がどっと爆ばく笑しように沸いた。ティアナとジャンの所属する「黒組」ではない。普段から折り合いの悪い「白組」からだ。うつむいたまま立ちつくすジャンを庇かばうように立ち、ティアナは笑い声の出所をきっと睨にらみつける。

　気け圧おされたように笑い声がやんだ。

「顔ぐらい上げたらどうだ？　偽者」

　アダマスが薄笑いを浮かべながら鎖をぐいと引いた。ティアナはアダマスが意図的に校舎の前に着陸したことに気付いた。きっとジャンを晒さらし者ものにするためだ。

「護ご送そうの任務を早く終わらせたらどうですか、バルバートル卿きよう」

　こみ上げる怒りを抑えながら彼女は言った。

「予定の時間を過ぎているはずですが」

　カフカース要塞からここへ来るまでの間、アダマスはここぞとばかりにジャンをいたぶり続けていた。選抜隊の隊長職を解任された鬱うつ憤ぷんのせいかもしれない。

「あなた方が逃亡を図ったせいですよ、皇女殿下」

　アダマスは鎖の一端を握りしめ、他ほかの騎き士し候補たちを連れて歩き出した。首輪をしたままのジャンは、まるで牽ひかれていく家畜だった。その後ろを歩きながら、ティアナは唇を嚙かみしめた。

（……多分、もうすぐ彼と会うこともなくなる）

　協議の結果、二人の罪状が確定すれば、契約の解消を命じられる。それはもはや避さけようがない。耐えがたいほど胸が苦しかった──しかし、彼女には考えなければならないことがある。

（問題は、その後だわ）

　ティアナは竜帝国シヤンバラに送そう還かんされるだろう。海ユ洋ニ連オ合ンも竜族の皇女にそれ以上の処分を与えられない。後は竜帝アレクシスの判断に委ゆだねるはずだ。おそらく、ティアナは謹きん慎しんを命じられる程度で済む。

　しかし、ジャンにはより厳きびしい処罰が下されるだろう。ヴィクトルの名を騙かたるよう持ちかけたのはティアナだが、あくまで身分詐さ称しようの「主犯」はジャンであり、ティアナはその協力者と見なされている。海ユ洋ニ連オ合ン本部にある牢獄で、何年かは懲ちよう役えきを科せられるに違いない。

（……それだけは避さけなければ）

　彼女は自分に誓った。もともと、騎士学院グランデコルに彼を連れてきたのは、ティアナだった。彼への罰を少しでも軽くするのだ。せめて彼が無事住んでいた家へ帰れるように。

「おい！　こんなところでなにをしている！」

　校舎の角を曲がったところで、アダマスが突然声を荒げた。そこは校舎の裏側で、あまり人の通らない場所だ。アダマスやジャンの肩越しに覗のぞきこむと、長い砲剣のケースを肩にかけた黒髪の騎き士し候補が前からやって来るところだった。

「止まれ！　キッドマン！」

　アダマスの怒ど声せいに、彼は黒い目を瞠みはって立ち止まった。「青組」に所属するクリス・キッドマンだ。学生寮でジャンと同室の二年生で、彼の一番の親友と言っていい。ティアナたちと同様に騎士学院グランデコルの選抜隊に選ばれ、先日の孤児救出でも行動をともにしている。レガリオン帝国からの亡命者で、遠距離射しや撃げきを得意とする優秀な騎士候補だ。

　ティアナたちを護ご送そうしていたアダマスたちを除いて、選抜隊のメンバーは全員学院島に戻っている。避ひ難なん民みんを海外へ運ぶ学院島の護ご衛えいが、選抜隊の新たな任務だという。

「……ぼくはここを通りかかっただけだよ」

「噓うそをつくな。この偽にせ者ものに会いに来たんじゃないのか？　なにしろ、同じ部屋で暮らす『お仲間』同士だからな」

　アダマスの嘲あざけりに、クリスは眉をひそめた。アダマスはジャンだけではなく、クリスをも目の敵かたきにしてきた。どういうわけか、クリスがジャンと親しくすることに我慢ならないようだった。

「ぼくは一年生の射撃訓練を手伝うために、闘とう技ぎ場じようへ行くところだよ。先生方に確認してもらえば分かる」

　一いつ瞬しゆん、クリスは沈ちん黙もくを挟んだ。ジャンの方を見ようとしないことにティアナは驚おどろいた。あれほど親しかった彼ですら、「偽者」と距離を置こうとしているのだろうか。

「……誰かを待ち伏せる暇ひまなんてない。ぼくは忙しいんだ」

　素そっ気けなく言って道を空けた。アダマスは疑わしげにもう一ひと睨にらみしてから、再び鎖くさりを引いて歩き出した。ふと、ティアナはクリスが目め配くばせを送っていることに気付いた。伝えたいことがあるのかもしれない。

　ちょうど海から強い風が吹いてくる。ティアナは帽子を押さえるふりをして、逆にそれをクリスの足下へ転がした。クリスは無言で帽子を拾い上げ、軽く雪を払ってティアナに手渡す。二人の動きに注目する者はほとんどいなかった。アダマスのパートナーのソーニャだけが振り返ったが、ティアナはもう帽子をかぶり直していた。

　一行は無人の校舎裏を歩いていく。クリスが背後に遠ざかり、誰も自分に注目していないことを確かめてから、ティアナは拳こぶしを開いて握りしめた紙片をちらりと見下ろした。たった今、クリスが帽子と一緒に手渡した手紙だった。書かれているのはたった一行──。




「今晩、伺います」




　その意味は明らかだった。ティアナはジャンから引き離されて、子供の頃から住んでいた学院長の屋や敷しきで軟禁されることになっている。クリスはそこへ忍びこんでくるつもりらしい。もちろん、ジャンについて話すつもりだろう。無関心な態度を取ったのは、芝居だったということだ。

　ティアナは安あん堵どの息を洩もらした。少なくとも一人は味方がいるということだ。それから、表情を変えずに手紙をコートのポケットに仕し舞まいこんだ。
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　雪はやんだが、分厚い雲は晴れなかった。

　日が落ちると同時に、インクを流したような闇やみ夜よが学院島を覆おおった。家々の明かりはほとんど灯ともっていない。戦場に赴おもむくことが決まって、非ひ戦せん闘とう員いんである住民の大半をウルス公国の首都シシハネに下ろしてきたからだ。

　数日中にセーロフ王国からの避ひ難なん民みんを収容する予定だが、それまではこの廃はい墟きよのような状態が続くはずだった。

　人ひと気けの絶えた町をぐるりと取り囲む黒い外壁の上──島の正門のちょうど反対側のあたりに、二つの人影がうずくまっている。一人は騎き士し候補のクリス・キッドマン。その傍かたわらに気の強そうな吊つり目めの少女が鼻をすすっていた。クリスと契約を結んだ竜の少女、フリデリカだった。

「手紙の意味、ちゃんと伝わったかな」

　フリデリカは震える声で言った。海風の吹きつける外壁の上はとにかく寒い。夜が更けるに従って、気温は急速に下がってきている。

「ティアナ様なら大丈夫だよ。聡さとい方だもの」

　クリスは外壁から身を乗り出して、丘の中腹にある屋敷を凝ぎよう視ししている。学院長ガートルードの住む宿舎だ。そのどこかにティアナが幽閉されている。ガートルードはこのところ騎士学院グランデコルの校舎で過ごすことが多く、夜も屋敷に戻っていない。いるのはティアナと彼女を監視する衛えい兵へいだけのはずだが、どの窓にも明かりは見えなかった。

「……庭に見張りはいないみたいだね」

　と、クリス。フリデリカには建物の輪郭がかろうじて分かるだけだが、狙そ撃げき手しゆのクリスは庭まではっきり見分けられるらしい。

　フリデリカたちはティアナと会おうとしている。彼女とアバディーンを救う方法について話し合うためだ。もちろん、不正を犯した疑いの濃こい生徒と密会するのは重大な規約違反だった。

（……ただじゃ済まないな、もし見つかったら）

　フリデリカはひそかにため息を洩もらした。正直なところ、フリデリカはヴィクトル──いや、本当はジャンらしいが──にさほど好意を抱いていない。他ほかの生徒たちが入学するために厳きびしい試験をくぐり抜けたのに、他人になりすまして竜騎士ドラグーンになろうとしたことには純粋に腹が立つ。今日、アバディーンに雪玉をぶつけた「白組」の生徒たちの気持ちも分からないではない。

　しかし、アバディーンたちには借りがある。以前、クリスがレガリオン軍のスパイだと疑われた時、本物のスパイを捕まえて彼女を解放してくれた。二人の働きがなかったら、クリスは退学どころか投獄されていただろう。

　なによりもクリスがアバディーンたちを救おうと心に決めている。フリデリカとしてはパートナーに協力せざるを得なかった。

「恋する乙女おとめだもんね……」

　ぼそりとつぶやくと、クリスが怪け訝げんそうにフリデリカを見た。

「え？　なにか言った？」

　フリデリカ相手に声こわ音ねを使う必要がないので、クリスの声は普段より甲かん高だかい。まるで女の声だ──まあ、本当に女なのだが。

「ううん、別に」

　そう言って首を横に振る。

　クリス・キッドマンの本名はクリスティーン・キッドマン。彼女は性別を偽いつわって騎士学院グランデコルに入学し、本来は男性しか得られない竜騎士ドラグーンの称号を得ようとしている。レガリオン人の両親を帝国政府に処刑され、彼女は竜の力を借りて復ふく讐しゆうを遂とげようとしている。

　今にして思えば、アバディーンとクリスの境遇はとてもよく似ている。クリスが彼に惹ひかれたのも、自分と同じ匂いを感じ取ったせいかもしれない。身分詐さ称しようの疑いが濃くなっても、彼女のアバディーンへの思いはまったく揺らいでいなかった。

「それにしてもさあ……」

　と、フリデリカは言った。なにか喋しやべっていないと唇が凍りつきそうだった。

「アバディーンの奴やつ、馬鹿だよね」

　寒さのせいかつい口が悪くなった。クリスが不満そうに顔をしかめている。慌てて話を続けた。

「あー、その、なんていうかな。あいつ全然否定しなかったでしょ？　まあ、言い訳するのは無理だと思うけど、努力ぐらいしてもおかしくないじゃない？　……後から考えたらさ、カフカースの要塞に着く前から様子が変だったかもって……」

　正確にはアバディーンたちを追ってきた機甲竜ヒユドラ部隊と戦った直後からだ。部隊のリーダーだった仮面の男──グロリア・レガリオンの側近となにかあったのではないだろうか。

「クリスは変だって思わなかった？」

　フリデリカはパートナーの表情が硬いことに気付いた。アバディーンほどではなかったが、クリスの態度もなんだかおかしい。アバディーンとティアナが機甲竜ヒユドラ部隊と戦った時、クリスとフリデリカは彼らを援えん護ごしていた。目がいいクリスはひょっとするとなにかを見たのかもしれない。

　そういえば、同じく援護に回っていたラシード・カリクマーンとアネモネも、ここ数日やけに言葉少なだ。皆が隠しごとをしているようで、なんとなく気がかりだった。

「……二階の一番右の窓が開いた」

　突然、屋や敷しきを見つめていたクリスが言った。

「合図だ。行こう、フリデリカ」

　フリデリカは疑問を振り払うように立ち上がった──とにかく、この話は後回しだ。

　彼女は身の内に潜ひそむ力を解放する。外壁の上に朱色の鱗うろこを持つ竜が現れた。背にクリスが乗ったのを確認して、彼女はするりと風に乗った。町の上空を音もなく滑空し、ガートルードの屋敷に接近する。クリスの言葉どおり、右みぎ端はしの窓が大きく開かれていた。しかし、竜の姿では体が大きすぎて入れそうもない。

『飛びこむわよ、クリス』

　窓枠に激突する直前、フリデリカは再び人間に変化した。滑空の勢いのまま、クリスとともに部屋に飛びこんで着地する。安あん堵どの息をついたとたん、二人の背後でぱたりと窓が閉まった。

「キッドマン、フリデリカ」

　細いささやき声が聞こえる。膝をついたまま振り向くと、金髪を長く伸ばした少女が立っていた。かすかに二本の角が髪の間から見える。純白の寝ね間ま着きを着たティアナだった。

「……二人とも、よく来てくれました」

　フリデリカの背筋がぴんと伸びた。本能に染みついた皇族への畏い怖ふ──あるいは、自分より強い竜への恐怖かもしれない。平民のフリデリカよりもティアナの方がはるかに身体能力は高く、竜ル気ンの力も強い。

「い、いいえっ。申し訳ありません！　このような夜分に……」

　上ずった声で挨拶しようとすると、ティアナが二人の前にうずくまり、人差し指を唇の前に立てた。

「……屋敷の中を衛えい兵へいが巡回しています。できる限り静かに」

　フリデリカは両手で口を押さえてうなずいた。気分を落ち着かせようと部屋の中を見回す。そこは中央に天てん蓋がいつきのベッドが置かれた広い寝室だった。調度品はどれも重厚な作りで、美しい浮き彫りが施ほどこされている。きっと皇女の自室なのだろう。

　すぐ近くにあるチェストの上には、なぜかさまざまな種類の猫の置き物がびっしり並んでいた。ひょっとすると猫好きなのだろうか。

「……ティアナ様」

　話の口火を切ったのはクリスだった。

「昨日、サラ・アル＝ウルス公女殿下が、こっそり会いにいらっしゃいました」

　ティアナははしばみ色の目を見開いた。

「彼女もこの国に来ているのですか？」

「……ぼくたちも驚おどろきました。ウルス公国軍の後続部隊を率いる司令官という名目で、急きゆう遽きよ本国からいらしたようで……」

　彼女は宰さい相しようのグングニルとともに、昨日ザトンの街に到着した。ウルス大公ナジム・アル＝ウルスの一人娘──しかし、軍務にほとんど携たずさわってはいなかったはずだ。この国へ来たのは本人の強い希望だったらしい。

「アバディーンのことがあったから、ですか？」

「ええ、そうです。なにが起こったのか、自分の目で確かめたかったとおっしゃっていました」

　最初はアバディーンやティアナと会おうとしたものの、学院長のガートルードから丁重に断られ、仕方なく事情を知っていそうなクリスたちに接触してきたのだった。
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　サラは「ヴィクトル・アバディーン」と婚約を結んでいる。ずっと昔にアバディーン国王とウルス大公の間で決まったことだった。アバディーン王国が滅んだ今は無効になってもいい取り決めだったが、サラ自身はアバディーンに好意を持っている。南国生まれらしい開放的な性格で、積極的にアプローチしていた。

「サラは、驚おどろいたことでしょうね」

　と、ティアナ。しかし、クリスは戸惑ったように首を横に振った。

「それが……さほど驚いていらっしゃいませんでした」

「えっ？」

　ティアナはきょとんとしている。無理もない話だった。アバディーンが一言も弁解しなかったこと、ほぼ「有罪」が確定していることも伝えたのだが、彼女は終始動揺した様子もなくふんふん相づちを打っていた。そして、話を聞き終わってから──。

「なんとなく変だと思っていた、と笑っていらっしゃいました……自分はアバディーンと接した上で、その……好きになった……ので、正体が誰だろうと関係ない、と……」

　クリスの声に苦いものが混じる。アバディーンに好意を寄せる公女へのクリスの感情は複雑だ。この状況でも自分の意志を貫つらぬこうとする彼女に、不安を覚えないはずがない。

「そうですか……」

　ティアナはそう言って目を伏せた。

「……アバディーンに悪い感情を持っていないのは、こちらにとって心強いですね」

　フリデリカは首をかしげた。言葉とは裏腹に、皇女はどこか浮かない顔つきだ。まるで無理やり自分に言い聞かせているようだった。

「それで、サラ様からのご提案なのですが」

　クリスはその様子に気付いた様子もなく話を続ける。

「もし、アバディーンに懲ちよう役えきが決まった場合は、牢獄へ送られる前にウルス公国に逃亡させたい、とのことでした。そのための手助けをなさりたいそうです」

「な……」

　さすがのティアナも一いつ瞬しゆん言葉を失ったようだった。

「どういうことです？　ウルス大公家は罪人を匿かくまうつもりなのですか？」

　明らかな違法行為だ。海ユ洋ニ連オ合ンに加盟する国々には、他国の犯罪者の引き渡し義務が課せられている。公的機関である騎士学院グランデコルに処罰された人間を匿ったと知れたら、間違いなく外交問題に発展する。しかも、騎士学院グランデコルとウルス公国は軍事同盟まで結んでいる。下へ手たをすれば同盟関係をも揺るがしかねない。

「これはウルス大公家ではなく、あくまでサラ様のご意志です」

　と、クリスは言った。フリデリカはその話を聞いた時のことを思い出した。そんなことして大丈夫なんですか、と尋ねてもサラは動じなかった。大丈夫だよ、と自分の胸を叩たたいていた。

「ウルス公国の内陸部に人目につかない離宮があるので、そこなら決して見つかることはない、とのことです」

「サラが、そんなことを……」

　と、ティアナがつぶやく。はい、とクリスはうなずいた。

「ぜひティアナ様もアバディーンと一緒に来ていただきたい、というのがサラ様からのご提案です。ほとぼりの冷めるまで、二人ともウルス公国に滞在して……」

「それはできません」

　突然、皇女はきっぱり拒絶した。強い口調にフリデリカは呆あつ気けに取られる。

「彼だけではなくわたしまで逃亡すれば、竜帝はどんな手段を使ってもわたしたちを捜し出すはずです。サラはきわめて困こん難なんな立場に立たされるでしょう。彼女はもともとこの件になんの関係もないのですよ」

「……ぼくも危険だと申し上げたのですが」

　クリスは複雑な表情で言う。

「アバディーンだけではなく、ティアナ様も大切な友達だとおっしゃっていました。どちらか一人だけを助けるわけにはいかない、と」

　ティアナの白い頰が朱に染まる。サラとティアナは折り合いが悪く、会うたびに口論していた。そのティアナを「友達」だと言いきった──フリデリカたちにとっても意外だった。

「サラにも感謝しなければなりませんね……でも」

　長い沈ちん黙もくの後で、ティアナは決然と顔を上げた。

「やはりその申し出は受けられません。わたしがすべての罪をかぶれば済むことです。他ほかの誰かを巻き添えにはしません。ジャンのパートナーであるわたしが……必ず彼を守ります」

　フリデリカははっと息を吞のんだ。クリスもよく自分がアバディーンを守ると言っている。今のティアナの表情は、そういう時のクリスにそっくりだった。守るという言葉は、相手にとってかけがえのない者でありたいという願いの裏返しだ。

（……結局、好きっていうことかしら）

　本人は自覚していないのかもしれない。急に目の前にいるのが皇女ではなく、自分と同じ年頃の少女らしく見えてきた。

　竜族が人間を好きになることは禁じられている。しかし、今のフリデリカにはその規律が正しいのか判断がつかない。彼女はじっと考えこんでいるクリスを横目で窺うかがう。

　アバディーンが騎士学院グランデコルにやって来る前、この島でクリスの秘密を知っているのはフリデリカだけだった。自分だけが彼女を理解し、守ることができると思いこんでいた。うまく名付けられないあの気持ちが、恋愛感情ではなかったと言いきれない──今でも、アバディーンと親しくしているクリスを見ると、時々胸が苦しくなる。

「ティアナ様」

　突然、意を決したようにクリスが口を開いた。

「正直に申し上げます……ぼくは、お二人のどちらのお考えにも反対です」

「えっ……」

　ティアナだけではなく、フリデリカも目を丸くした。控えめな性格のクリスが、他人の意見にはっきり異を唱えることは滅多にない。

「サラ様もティアナ様も、ご自分が犠ぎ牲せいになることを考えておられます……それでは彼を助ける意味がありません」

「……他ほかに方法がありますか？」

「分かりません……でも、アバディーンもそんなことを望まないはずです」

　クリスの声に熱がこもる。彼女はティアナににじり寄った。

「さっき、ティアナ様は彼のことを『ジャン』と呼んでいらっしゃいました。彼は本当にヴィクトル・アバディーンではなく、ジャンという双子の弟なのですよね？」

　確かにティアナは「ヴィクトル」と呼ばなかった。しばらくためらってから、こくりと皇女はうなずいた。

「彼の元家庭教師が証言したとおりです……わたしはフリデク島に隠れ住んでいたジャン・アバディーンを、騎士学院グランデコルに連れてきました。身分詐さ称しようを思いついたのはわたしで、彼はただ誘いに乗っただけです……」

「でも、その誘いに乗ったのは理由があったからでしょう？　この半年近く、ぼくは彼と寝食をともにしてきました。彼のレガリオン帝国への怒りは本物です。ちょっとした戯たわむれで竜騎士ドラグーンになろうとしていたとは思えません……自分の名を捨て、身分を偽いつわるには決意が必要だったはずです」

　身分を偽っているのはクリスも同様だ。しかし、その言葉の深い意味に、ティアナが気付いた様子はなかった。

「逃亡や放免の道を探る前に、このまま彼が留とどまれる道を考えましょう。騎士学院グランデコルは戦時体制にあります。アバディーンの離脱は戦力的な損失を招くはずですし、きっと学院長たちを説得する道はあります」

　フリデリカはクリスの真意に触れた気がした。クリスは正論を語っているが、同時に彼女の希望をも口にしている──騎士学院グランデコルに留まったアバディーンのそばにいたいという強い気持ち。

「そう、ですね……」

　ティアナはふっと息をついた。

「でも、今さら……説得などできるでしょうか」

「まずはアバディーンの意志が問題です。今の態度では……」

　一いつ瞬しゆん、クリスは口をつぐんだ。

「ティアナ様、どうしても教えていただきたいことがあります……本物のヴィクトル・アバディーンはどうなったのですか？」

　いきなり変わった話題にフリデリカは戸惑った。どうなったもなにも、三年前のアバディーン戦せん役えきでレガリオン軍に殺されたのではなかったのか。しかし、その質問を耳にしたとたん、皇女の顔からさっと血の気が引いた。

「三日前、セーロフ王国の海峡の上空で、アバディーンとレガリオン軍の仮面の男が話しているのを、ぼくは離れた場所から見ていました……あのスパイは仮面を外しましたね。赤い髪に紫色の目……彼はアバディーンとうり二つでした」

「え……」

　驚おどろいたのはフリデリカ一人だった。仮面の男は「黒の鉄姫」グロリア・レガリオンの側近中の側近で、この学院島にも潜せん入にゆうしていたスパイだ。レガリオン軍内でも高い地位を与えられており、使節団の正使としてウルス公国を訪れたこともあった。あの男がジャン・アバディーンとうり二つということは──。

（……噓うそでしょ）

　それが本当だとすれば、海ユ洋ニ連オ合ンだけではなくこの世界全体を揺るがす重大な問題だ。アバディーン戦役の意味すら変わってしまう。クリスがフリデリカにも打ち明けなかった理由が分かった。軽々しく口に出せるようなことではない。

「あなたの考えているとおりです、キッドマン」

　と、ティアナはつぶやいた。

「ヴィクトル・アバディーンは生きています。三年前に『黒の鉄姫』と結んで祖国を滅ぼし、今は彼女の側近として、この戦争にも加わっているのです……」
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　ジャン・アバディーンは窓辺の椅子に座ったまま、外を眺め続けていた。鉄てつ格ごう子しのはまった窓から差しこむ朝日に、両目が押しつぶされそうだった。雪に覆おおわれた中庭の景色は単調で、時々衛えい兵へいが通りかかる以外に変化はない。彼らはジャンが鉄格子を破って逃げ出さないよう警戒している。もちろん、扉の外にも別の衛兵が控えている。

　彼が閉じこめられているのは、騎士学院グランデコルの図書館の一室だった。

　建物のどの窓も太い鉄格子で覆われている。この図書館には世界が今の姿になる前──五つの大陸のうち三つが海底に没した大破局エンドロールが発生する以前の、貴重な旧文明時代の書物が数多く収められている。世界で一冊しか現存していないものも含まれているという。いわば騎士学院グランデコルの宝ほう物もつ庫こだった。

　その自習室の一つが、問題のある生徒を謹きん慎しんさせるために使われている。部屋の隅すみには簡易寝台も置かれているが、結局ジャンはこの椅子に座ったまま夜を明かした。一度腰を下ろしてしまうと、立ち上がるのも面倒だったからだ。

　カフカース要塞で正体を暴あばかれてから、なにをする気力も起こらなかった。周囲から浴びせられる軽蔑のこもった視線も、口汚い罵ば倒とうも、凍った心の上を通りすぎていくだけだった。

（……兄さんとは、戦えない）

　心の中でそうつぶやく。この四日間、人知れず何度も繰くり返した言葉だった。

　彼が竜騎士ドラグーンになろうとしたのは、兄を始めとする殺されたアバディーン人たちの仇かたきを討つためだった。その決意が胸にあったからこそ、ティアナの誘いに乗って騎士学院グランデコルに潜もぐりこんだ。どんな危機をも乗り越えてこられた。

　兄自身がその仇だと分かった今、その決意はどこかに消えてしまった。

（もう、いいよな）

　自分は十分努力をした。偽にせ者ものなりに。諦あきらめてもいいタイミングだ。このままいけば、周囲が勝手にジャンの処分を決めてくれる。色々と寄り道をする羽目にはなるだろうが、命までは取られない。大人しく刑に服していれば、いずれはフリデク島に帰る日も来る──。

「ずいぶん早起きだな、アバディーン」

　よく響ひびく女の声に、ジャンは力なく振り返る。いつのまにか扉が開いており、そのそばに瑠る璃り色の髪を結ゆい上げた眼鏡めがねの女が立っていた。ジャンの所属していた「黒組」の実技教官マグノリアだ。ジャンの家庭教師をセーロフ王国まで連れてきて、ジャンの正体を暴ばく露ろした竜。

　彼女は部屋に入ってくると、ベッドに腰を下ろして長い足を組んだ。

「調子はどうだ？　どうした。ずいぶん顔色が悪いぞ」

　場違いに明るい声で話しかけてくる。バカにされている気分だった。なにしろジャンの正体を暴いたのはマグノリアなのだ。彼女を無視して窓の向こうの空を見上げる。

　小柄な青い竜が校舎の上を飛んでいくのが見えた。その背には褐色の肌を持つ長身の騎き士し候補がまたがっている。同じ「黒組」のラシード・カリクマーンとアネモネだ。きっと周辺空域の巡回に出ているのだろう。

「そんな顔をするな。別にバカにしているわけではないぞ」

　ジャンの心を読んだようにマグノリアは言った。思わず彼女の方を見ると、白い歯を見せてにこにこ笑っていた。相変わらずなにを考えているのかよく分からない。

「お前たちの処分を決める協議が、明日の正午から行われる。それを通達しに来た」

　笑顔のままでマグノリアは言う。来るべきものが来た。ジャンが騎士学院グランデコルの生徒でいられるのも、明日の正午までということだ。その後はただのジャン・アバディーンに戻る──。

「で、今度はどうやって切り抜けるつもりだ？　アバディーン」

（えっ？）

　切り抜ける？　この教官はなにを言っているんだ？

「お前がヴィクトル・アバディーンかどうかなど、わたしにはどうでもいいことだ」
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　マグノリアは背筋を伸ばしながら、さらりととんでもないことを言う。

「わたしはただの実技教官だからな。生徒たちを心身ともに鍛きたえ上げることができれば満足だ……まあ、ガートルード先生や他ほかの教官どもは違う考えのようだが」

　彼女はベッドから立ち上がると、悠然とジャンに近づいてくる。窓ガラスにばんと両手を突き、長身を折り曲げてジャンに顔を近づけた。息が頰にかかるほど近い距離だった。

「そんなわけで、今までお前には色々と課題を出してきた。生徒会長のバルバートルとの模も擬ぎ戦せん、ティアナ様との契約、プラネッタの大会への出場、今度の戦争では選抜隊の副隊長にも就任させた。今回の告発もそういうことだ……もっとも、出題者はわたしではないがな」

　ジャンは椅子の上で凍りついた。なにもかも指し導どうのつもりだったとは。しかも、この教官は彼がヴィクトル・アバディーンではないと感づいている。それでもジャンに「課題」を与えてきたのだ。

「実はな、お前の元家庭教師……ガスパール・ブレロと最初に会った時、彼はお前の正体について証言することを拒絶したのだ。わたしと話すうちに、騎士学院グランデコルにいるのがヴィクトルではないと気付いたのだろうな」

　ジャンは至近距離からマグノリアを見上げる。にもかかわらず、ガスパール・ブレロは正体を言い当てる証言をした。と、いうことは──。

「おっ、察しがついたようだな。そう、わたしが大丈夫だと請け合って証言させたのだ。むしろお前を指し導どうするために必要な措置だと言ってな。今は怒り狂っているぞ。あのムカつく副院長の弟だけあって、怒るとなかなか迫力があった」

　あっはっは、とマグノリアは豪快に笑った。ジャンの家庭教師だったガスパールの兄が、騎士学院グランデコルの副院長だ。彼はジャンを目の敵かたきにしていて、ことあるごとに退学処分を主張してきた。今頃、大喜びしていることだろう。

　ふと、マグノリアは表情を改めた。

「あの家庭教師はレガリオン帝国の監視下に置かれていた。本人も気付いていないようだが、脱出できたのは何者かが解放したからだ。わたしが見つけ出さなくても『ヴィクトル・アバディーン』の噂うわさを聞けば、あの男は騎士学院グランデコルへやって来たに違いない」

「……」

「そうなった場合、彼がこの島で最初に訪ねるのは、血けつ縁えんの副院長だろう。副院長は以前からお前を退学させたがっていた。いずれにせよお前の正体は暴あばかれたというわけだ……これを仕組んだ奴やつは、よほどお前を失脚させたいのだろうな」

　ジャンの脳裏をよぎったのは、レガリオン軍の軍服を着た、自分とうり二つの人間だった。いかにもヴィクトルがやりそうなことだ。

「ここまで周到な手を打つ奴だ。お前を極限まで追いつめるような、もっと強烈な一手を用意しているかもしれん……なかなか手て応ごたえのある、いい課題になりそうだな」

　マグノリアは上じよう機き嫌げんに目を細めて、ジャンの肩を叩たたく。ずしりと骨まで衝しよう撃げきが響ひびいた。

「お前はずいぶん成長した。竜ル気ンも使いこなせなかった頃とは見違えるようだよ……今度の課題を切り抜ければ、わたしの教えることはほとんどなにもなくなるだろうな」

　彼女はなにも分かっていないようだった。これは課題で済まされる代しろ物ものではない。「神童」ヴィクトル・アバディーンが、偽にせ者ものの弟を追いこもうと本気で仕掛けた罠わななのだ。切り抜ける方法などありはしない──。

「サラ・アル＝ウルス公女やクリス・キッドマンが、お前たちを救おうと陰で動いているようだぞ……まあ、せいぜい努力してみせろ、アバディーン」

　マグノリアはもう一度大きく背伸びをすると、くるりと踵きびすを返して歩き出した。遠ざかる後ろ姿を眺めるうちに、ふとジャンは気付いた。この教官は彼に向かって「クズ」と言わなくなった。いつのまに、そうなったのだろう。

「ああ、そうだ」

　扉の前で立ち止まり、振り返る。

「カリクマ騎き士し団だんからお前とティアナ様に正式な謝状が届いたぞ。なんでも、お前たちに危ないところを救われたとか」

　学院島へ連行される途中で助けた連中のことだと分かるまでに時間がかかった。言われてみれば、カリクマ人だったかもしれない。相手の顔も思い出せなかった。

「なぜ、わざわざそんなことをした？」

　大した意味などありはしない。敵てき襲しゆうの信号弾を目にして駆かけつけると、レガリオン軍の艦かん隊たいと機甲竜ヒユドラ部隊が攻こう撃げき態勢に入っていた。だから迎撃に参加した。それだけのことだ。

「……どうして、お前はずっと黙だまっているんだろうな」

　怒っているのではなく、いたわるような優しい口調だった。他ほかの者たちに責め立てられた後で、その質問はすんなりジャンの心の底まで響ひびいた。

　どうして、俺はずっと黙っているんだろう。こうして黙っていることに意味なんかあるのか？

「知っているか？　本当に諦あきらめた奴やつはな、沈ちん黙もくすら守れないものだぞ」

　どきりとジャンの胸が鳴る。

　その意味を尋ねようと、彼は顔を上げた。しかし、もうマグノリアの姿はどこにもなかった。彼女がいたことなど噓うそのように、扉は閉ざされた後だった。




　アダマス・バルバートルは、眉の上に走った古傷をがりがりと引っかいている。極度に苛いら立だった時のくせだった。

『あの、アダマス様、どうかなさいましたか……』

　パートナーのソーニャが首を後ろに向けて話しかけてくる。

「うるさい！　黙って飛んでいろ！」

　一喝が早朝の冷えきった大気に響く。彼らは騎士学院グランデコルのちょうど真上の空に滞空していた。これから二騎き一組で学院島の周辺空域を哨しよう戒かいしなければならない。しかし、もう一騎がまだ到着していなかった──いや、ようやく来た。

「遅いぞ！　カリクマーン！　アネモネ！」

　足下から小柄な青い竜がふわふわと上昇してくる。アダマスの声を聞いたはずだが、急ぐ様子はまったくない。背中に乗っている糸目の騎士候補も微動だにしなかった。ラシード・カリクマーンとアネモネ。「黒組」の一年生だ。

「なにをやっている？　哨戒の任務が重要なことぐらい、分かっているだろう！」

　ちょうどその時、騎士学院グランデコルの塔から鐘の音が響いた。一日の始まりを告げる鐘だった。

「……………時間どおり」

　塔の方を指差しながら、ぼそっとラシードはつぶやいた。並外れた寡か黙もくさで知られている騎士候補だ。

『時間どおりだから、遅刻はしていません。バルバートル先輩たちが早めにいらしたんです……ってラシードくんは言ってます』

　すかさずアネモネがラシードの言葉を補った。アダマスの頰がぴくりと震えた。発言の内容だけではなく、二人の話し方にも苛々させられる。小馬鹿にされている気分だ。

「集合時間より早く来るのが当たり前だろう！　少しは考えて行動しろ！」

「……………は」

　ラシードはかすかにうなずく。本当に分かっているのか。頭に血が上りかけたが、怒ど鳴なりつけても時間を無駄にするだけだと思い直した。

「次から気を付けろ……ぼくの後について飛べ。周囲への警戒を怠おこたるなよ」

　ソーニャを促うながして南の方角へ飛ぶ。学院島の外壁を通りすぎ、海の上へ出た。大きな波もなく、深い青が彼方かなたまで広がっている。いくらか雲は出ているものの、今朝はさわやかな晴天だった。しかし、アダマスの苛いら立だちは収まらなかった。

（アバディーンの奴やつ……）

　アダマスに煮え湯を飲ませてきた天敵が、失脚してからもう四日だ。明日の協議で身分詐さ称しようが確定すれば、即座にどこかへ移送されるだろう。二度と顔を見ずに済むはずなのだが。

（……なぜ、ぼくを無視する）

　カフカース要塞にいた時やここへ護ご送そうする時、さんざんアバディーンをいたぶってやった。しかし言い返すどころか表情すら変えず、魂が抜けたように黙だまりこくっている。アダマスには不満でならなかった。今まで自分が殺したいと思ってきたのは、あんな腑ふ抜ぬけではない。

　再び眉の古傷を爪でなぞる。遠い昔、ヴィクトル・アバディーンに辱はずかしめられ、刻まれた傷だった。それ以来、ずっとヴィクトルを憎み続けてきた。

「しょせん、偽にせ者ものか」

　思わずつぶやいてから、彼ははっとした──そうだ、ここにいるアバディーンは、自分に傷を付けたあの男とは別人だ。「神童」でもなんでもない、ただの凡人にすぎない。

　それなのに、どうしてこんなに腹が立つのだろう。今さらあの男のどこが不満なのか。

『……アダマス様、あの……』

　ソーニャが話しかけてくる。今のつぶやきを聞かれたのかもしれない。赤面しそうになった。

「なんでもない。いちいち反応するな」

『えっ……でも……この音は……』

「音？　一体なにを……」

　アダマスの全身が凍りついた。うなり声に似た甲かん高だかい音が聞こえる。機甲竜ヒユドラの推進機関の発する駆動音だった。

（敵てき襲しゆうか？）

　いや、大軍ではなさそうだ。せいぜい小隊。ただの偵察かもしれない。南西の方角に目を凝こらすと、雲を縫ぬうように一機の黒い機甲竜ヒユドラが近づいてくる。

　レガリオン軍の占領する西セーロフ島から出発し、こちらの防ぼう衛えい線せんを迂う回かいしながら接近してきたのだろう。アダマスたちの存在に気付いているはずだが、針路を変更する気配はなかった。行き先は学院島か──あるいはその先にあるザトンに違いない。すでに敵の乗り手が目視できる距離だ。

「ぼくとソーニャが迎え撃うつ！　カリクマーンたちは援えん護ご……」

　アダマスは目を疑った。機甲竜ヒユドラの背に乗った兵士は、仮面を着けている。知っている相手だった。

（……なにをしに来たんだ、あいつは）

　心臓の鼓動が速くなった。レガリオン軍の密偵にして「黒の鉄姫」の側近。また騎士学院グランデコルに潜せん入にゆうするために来たのだろうか？　ひょっとすると、アダマスに会いに来たのかもしれない。

（まずい、まずいぞ）

　あの男には弱みを握られている。以前、皇女ティアナを狙そ撃げきし、その罪をクリス・キッドマンになすりつけようとしたことを知られてしまったのだ。アダマスが殺したい相手の一人だった。

　反射的に砲剣を抜いて狙いを定める。ここにはラシードたちがいる。この連中に秘密を知られると厄介だ。遠くから射殺するのが一番面倒がない。なにしろ相手は単機だ。

『お、お待ち下さい、アダマス様。あの……』

「うるさい！　黙だまっていろ！」

　ソーニャを怒ど鳴なりつけ、右手から砲剣に氷の竜ル気ンを流しこむ。万が一急所を外しても、体のどこかに命中すれば血液が凍る。悲鳴を上げる間もなく殺すことができる。

（……死ね）

　まさに引き金を引こうとした瞬しゆん間かん、視界にラシードとアネモネの背中が現れた。射線上に割りこんできたのだ。アダマスはぎょっとして砲剣を下ろす。もう少しで撃ってしまうところだった。

「な、なにをやっているんだ！　邪じや魔まだ！」

「……………旗が」

　ラシードは機甲竜ヒユドラを指差す。よく見ると金属の頭にポールが立てられ、青い旗がなびいている。

『あれは軍使の掲げる旗だから、撃っちゃ駄目だって、ラシードくんは言ってます』

　例によってアネモネがうっとうしい解説を加えた。言われなくても見れば分かる。レガリオン軍から正式に遣つかわされた使者ということだ。戦時協定で軍使を傷つけることは禁じられている。

　ほんの数十米メートル手前で、機甲竜ヒユドラは前進をやめた。

「奇遇だな、アダマス・バルバートル卿きよう。こんなところで会うとは」

　仮面の男の呼びかけに、アダマスは冷や汗をかいた。他ほかの連中が見ている前で、気安く呼びかけるな馬鹿者。

「なにをしに来た？」

「ザトンにある海ユ洋ニ連オ合ン軍の総司令部へ向かう途中だ。よかったら先せん導どうを頼みたい……わたしはグロリア・レガリオン皇女殿下より全権を託たくされた軍使だ」

「総司令部だと？」

　基本的にレガリオン帝国は海ユ洋ニ連オ合ンの国々と交渉しない。あくまで海ユ洋ニ連オ合ンは「竜族によって支配された地域」であり、人間の「国」の集まりではないというのが、レガリオン帝国政府の公式な見解だからだ。今回のセーロフ王国侵攻にあたっても、宣戦布告すらしなかった。

「なんの用なのか言ってもらおう。万が一のことがあるからな」

　相手を刺激しないように慎重に言った。はいそうですかとこのまま総司令部へ連れて行くわけにもいかない。訊きくべきことは訊かなければ。

「そんなに警戒する必要はない」

　男は笑みを含んだ声で言った。

「わが軍は貴軍に和平を申し入れる。わたしはその交渉に来た」

　アダマスはぽかんと口を開けた。
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　海ユ洋ニ連オ合ン軍の総司令部は、ザトンの中心にそびえる古城に設置されている。石造りの謁えつ見けんの間には大きな円卓が運びこまれ、作戦について話し合うための会議室として使われていた。

　今、謁見の間には肌や髪の色が異なる様々な国の人々が集まっている。各国の軍を束たばねる司令官たちで、ほとんどが王族や竜騎士ドラグーンだ。レガリオン軍からの和平の提案を受けて、セーロフ国王が招集したのだった。

　円卓の目立つ位置に一人の老人が背筋を伸ばして座っている。戦場に似つかわしくない背広姿。ウルス公国の宰さい相しようを務める伝説の老竜、グングニルだった。彼はさりげなく人々の様子を観察している。セーロフ国王が指定した時刻にはまだ少し間があったが、すでに各国の代表はほとんど集まっている。

「和平交渉なんて、本気なのかなあ」

　隣となりに座っている少女が言う。濃こい色の肌に後ろで結んだ長い髪。南国らしい露ろ出しゆつの多い服の上に、分厚い毛皮のコートを羽は織おっている。ウルス公国の公女サラ・アル＝ウルスだ。この広間では彼女も異色の存在だった。

「噓うそっぽいよね。なんか企たくらんでるんじゃない？」

「……皆もそう思っておるでしょうが、関心を持たずにはいられますまい」

　グングニルは人々の話に耳を傾けていた──レガリオン軍からの和平など信用できるわけがない、撤てつ退たいしない限りずっと戦い続ける、といった勇ましい言葉が飛び交っている。

　しかし、生涯のほとんどを為い政せい者しやとして過ごしてきたグングニルは、人間や竜族の感情を読み取ることに長たけている。今、この場にいる者たちは、半分も本音を口にしていないはずだ。レガリオン軍の使者が現れたと聞いて、いそいそと集まってきたことがなによりの証拠だった。

　使者の出現とともに、レガリオン軍の攻こう撃げきはぴたりとやんだという知らせが入った。海ユ洋ニ連オ合ン軍の兵士たちは束つかの間まの休息を得ていることだろう。レガリオン軍の上陸を水みず際ぎわで阻止し続けて、彼らは疲ひ弊へいしきっている。領土の半分を死守していると言えば聞こえはいいが、もう半分を取り返すこともできず、海ユ洋ニ連オ合ンのほぼ全兵力がこの東セーロフ島に釘くぎ付づけにされている状態だった。

　万が一この島の外でレガリオン軍が別の部隊を動かしていても、それを察知することすらできない。命をかけて他国を守っている間に、自分たちの故郷が襲おそわれたら、という不安は誰の胸にもある。

　強大すぎるレガリオン軍と戦いたくはない。結果はどうあれ、この戦争にはできるだけ早く終わって欲しい──それが多くの者たちの偽いつわらざる本音だ。

「まあ、和平交渉を行うかどうかは、セーロフ国王の判断するところですからな。我々は海ユ洋ニ連オ合ン全体の協調を保つよう努つとめる以外にないでしょう」

　そう言ってグングニルは横目でじろりと公女を見た。

「な、なに？　グングニル」

「サラ様もいたずらを控えて下さいますよう……騎士学院グランデコルとの関係を悪化させる行為は、今のわが国の利益になりませんぞ」

　彼が言っているのはアバディーン王国の王子のことだった。彼と親しい騎き士し候補に、サラが接触したことはつかんでいる。なにをしようとしているのかだいたい見当がついていた。

「処罰された者を逃亡させたり、匿かくまったりすることは、是非ともおやめ下さい」

　小声で付け加えると、サラがぶすっと唇をとがらせた。

「そんな心配しなくても、さっきティアナたちに断られちゃったよ……ジャン？　ヴィクトル？　を逃がしたりする前に、別の方法を考えることにしたって」

「……ほう」

　グングニルは安あん堵どの声を洩もらした。その判断はまともだ──ただ、現状では有罪はまず免まぬがれない。まだ誰にも話していないが、グングニルはジャン・アバディーンとティアナの減刑をガートルードに申し入れるつもりだった。

　むろん二人に同情するほど、グングニルは感傷的ではない。「ペイルライダー」の使い手と「最速の雷竜」のコンビを失うのは、海ユ洋ニ連オ合ンにとって戦力の損失だと考えているだけだ。兄の仇かたきを取るために弟が仕方なく不正を犯した──頭の固いガートルードもその線なら情じよう状じよう酌しやく量りようを認める可能性がある。

　もちろん、それは彼らが身分詐さ称しよう以外に罪を犯していないことが前提だ。万が一、他ほかの罪も発覚すれば、グングニルにもどうしようもない。

　不意に謁えつ見けんの間が静まりかえった。セーロフ王国軍の軍装を身にまとった大柄な若者が、大股に円卓に近づいてくる。角張った大きな顔は無骨ではあるが、人目を惹ひく精せい悍かんさが備わっている。セーロフ国王イワン・アレクセーエヴィチ・セーロフ。即位してまだほんの数年だが、北方一の名君と謳うたわれていた。

「時間が惜しい。すぐに本題に入りたい」

　イワンは朗々と声を響ひびかせた。

「すでに諸君は聞き及びのことと思う。グロリア・レガリオンが和平の使者を遣つかわしてきた……今もレガリオン軍がわが領土の半分を占領し続けていることを思えば、意義のある申し出かどうか大いに疑問ではある……」

　そうだ、という声があちこちから上がった。しかし、黙だまってなりゆきを見守っている者はそれよりも多い。

「……しかし、戦争の終結を望むのはわたしも同じだ。ひとまず先方の提案を聞き、それが道理にかなうか否か、この場にいる皆で結論を出すべきであると考えるが、異論のある方はおられるか？」

　若いわりに上う手まい、とグングニルは感心した。レガリオン軍が撤てつ退たいしない限り、戦争を継続するのが本音なのだろうが、交渉の余地を完全に否定してはいない。強硬論に固執すればかえって反発を招きかねない状況だ。和平を検討する態度も見せつつ、後から正論でそれをつぶしていくつもりだろう。

　誰からも異論がないことを確認して、彼は入口の衛えい兵へいに合図をした。両開きの扉が開かれ、仮面をかぶった黒髪の男が現れる。円卓の手前で立ち止まった彼に、要人たちの視線が集まっている。間近でこの男を見るのは初めてだった。二ヶ月前、彼はウルス公国に使節として滞在していたが、グングニルと直接顔を合わせていない。

「セーロフ国王イワン・アレクセーエヴィチ・セーロフだ。ここに集まっているのは、海ユ洋ニ連オ合ン軍の司令官だ」

「わたしはグロリア・レガリオン皇女殿下より全権を委い托たくされた者です。お久しぶりでございます、皆様方」

　一同に軽い戸惑いが広がった。久しぶりとはどういう意味だろう。この男と面識がある者が誰かいるのだろうか？

「……グングニル、あの人と話したことある？」

　隣となりにいるサラが小声で尋ねてくる。

「ございませんな」

　と、グングニルは答えた。ウルス公国以外の海ユ洋ニ連オ合ン加盟国を、あの男が訪問したという話も聞いたことがない。

「うーん……でもさ、なんか知ってる人の気がしない？」

　グングニルは仮面の男を凝ぎよう視しする。確かにサラの言うとおり、背格好やしぐさが誰かに似ている気がする──はっきり誰と言えるわけではないが。

「殿下よりの親書はお読みいただけましたか？」

「むろんだ……和平案の内容は使者が口頭で伝えるとのことだったが」

　と、セーロフ国王が言った。

「ともかく、殿下の和平の意志は理解できた……ということは、現在貴軍が占領している西セーロフ島から、撤てつ退たいの意志があると受け止めてよろしいか？」

「むろんです。こちらの提案を聞き入れて下されば、すぐにでも撤退する予定です」

「……提案？」

「レガリオン帝国の国是は皆様もご存じでしょう。人類と竜族の支配地域の明確な区分です。国王陛下におかれましても是非ご賛同いただきたく……」

「具体的に話してもらいたい。提案の内容が理解しかねる」

　国王が鋭するどい声で話を遮さえぎった。広間に張りつめた空気が流れる。

「セーロフ騎き士し団だんの解散と、国内に在住する竜族の帰国です」

　平然と仮面の男が答える。

「な……」

　円卓の人々は色めき立った。竜の存在を完全に否定するということだ。ふざけるな、という声があちこちから上がった。国防を竜騎士ドラグーンたちに委ゆだねる海ユ洋ニ連オ合ン加盟国にとって、到底吞のめる条件ではない。

「つまりは国防を放棄し、レガリオンの属国となれ、ということか？」

　当事者のセーロフ国王は低く尋ねる。押し殺した感情を表すように、首筋が赤く染まっていた。

「そうではありません。レガリオン帝国と同じように、人間だけの国防軍を作ればよいのです。竜族への依存をやめ、人間のみの世界を実現する……それを確約して下されば、今後帝国が軍を動かすことはありません」

　彼は仮面の奥から円卓の要人たちに視線を向けた。

「グロリア・レガリオン皇女殿下は、他ほかの国の皆様にもまったく同じ提案をなさっています。人間同士で協力し合い、平和な世界を作っていきたい、とおっしゃっていました」

　セーロフ国王が椅子から立ち上がった。他国を蹂じゆう躙りんしておきながら、「協力」や「平和」を口にする「黒の鉄姫」に怒りをこらえきれなくなったのだろう。

「それは提案ではなく、脅迫と表現すべきではないかな、使者の若者よ」

　セーロフ国王が口を開く前に、グングニルは意図的に軽い口調で言った。和平の可能性をこちらから閉ざすのは得策ではない。もう少し相手の出方を探るべきだ。

「君の提案を吞めば、わしなどは真っ先に里帰りということになりそうだ。海ユ洋ニ連オ合ンの国々では、竜族たちが様々な役割を担になっておる。一方のみに都合のいい条件を提示するだけでは、交渉の意味がないのではないかな？」

　視界の端はしでセーロフ国王が着席するのが見えた。冷静さを取り戻してくれたようだ。

「こちらの提案が一方的か否かは、価値観によって変わるものです。グングニル宰さい相しよう閣下は、レガリオン帝国がどのような国是を持っているかご存じのはずでは？　つい最近まで帝国との交易を続けてこられたのですから」

　グングニルは苦笑した。海ユ洋ニ連オ合ンの他の国々と違って、アバディーン戦せん役えき後もウルス公国はレガリオン帝国との国交を閉ざさなかった。貿易によって得られる利益のためだが、そのことで他国から大いに非ひ難なんを浴びていた。

（こやつの目的はなんだ？）

　老竜は考えをめぐらせていた。「和平」の交渉とはとても思えない。かといって、脅迫のためにわざわざ来る必要はないはずだ。きっと裏になにかある──。

「皆様方には受け入れがたい話かと存じますが、これはレガリオン帝国による譲じよう歩ほです。アバディーン戦役においても、今回の戦争においても、帝国は通告すらまったく行っていません……ぼくはそれを内部から時間をかけて変えてきたのです。海ユ洋ニ連オ合ンの国々の苦痛が少しでも和やわらぐことを願って」

　突然、仮面の男の声や口調が少年のように若々しくなったことに誰もが気付いた。アクセントも海ユ洋ニ連オ合ン──それも辺境で使われるものに変わっている。

「グロリア殿下は明後日あさつての正午まで返事を待つとおっしゃっています。しかし、もしその期限を過ぎた場合……次に行われる上陸作戦で、このセーロフ王国は確実に滅ぶことになります。その前に皆さんのお考えが変わることを祈っています」

　奇妙な沈ちん黙もくが流れる。人々の関心は使者の不気味な予言だけではなく、彼自身の正体にも集まっていた。

「……君はレガリオン人ではないのか？」

　セーロフ国王が尋ねる。仮面の男は無言で自分の髪の毛を引っ張った。黒髪のかつらの下から、鮮やかな赤い髪が現れる。

（まさか……）

　さすがのグングニルも息を吞のんだ。使者は仮面の留め金を外し、床の上に放り投げる。見知った少年の顔がその下から現れる。濃こい紫色の瞳ひとみ。アバディーン王家に代々受け継がれた特徴だった。

「ぼくはヴィクトル・アバディーン……これがその証あかしです。グングニル宰相閣下はきっとご存じでしょう」

　彼は軍服の上衣に手を差しこむと、虹色に輝く竜りゆう鱗りんの短剣を取り出す。グングニルは目を凝こらした。確かに見覚えがある。最後の国王だったマキシム・アバディーンが即位した時、腰に携たずさえていたのをはっきり憶おぼえている。

「確かに本物のようだな……アバディーンの王位を継ぐ者以外、触れることすら許されぬ宝ほう物もつと聞いておる」

「噓うそ……」

　隣となりにいたサラがつぶやいた。ヴィクトル・アバディーンは彼女に微ほほ笑えみかける。

「久しぶりだね、サラ・アル＝ウルス。バルバートル王国での即位式で会ったのが最後かな。武ぶ闘とう大会でぼくが優勝した時、まっさきに祝福しに来てくれたのが君だった……今日の香水はジャスミンじゃないようだね」

　サラの顔が赤くなる。本物のヴィクトルだと認めたようなものだった。

「……で、でも、なんでレガリオン軍にいるの……？」

　それはこの場にいる全員の疑問だった。ヴィクトルは一同を見回しながら言った。

「あの戦争の折、レガリオンの皇帝はアバディーンの王族を皆殺しにせよと命じていました。グロリア殿下がぼくを救って下さいました。ぼくはあの方のお考えに賛同し、以来身分を隠して側近としてお仕えしてきました……殿下は海ユ洋ニ連オ合ンの完全な破は壊かいを望んでいません。こうして生き延びているぼくがなによりの証拠です」

　ようやくグングニルは理解した。この「事実」の公開こそ会談の目的だ。属領の民でもレガリオン帝国で高い地位を得られる、ということの証明。厳きびしい戦いに疲れた海ユ洋ニ連オ合ンの人々の心を揺さぶるつもりだ。

「……今の話は順序が逆であるかもしれんな、ヴィクトル・アバディーン」

　と、老竜は厳きびしい声で言った。この相手を図に乗らせるのは危険だ。長年の経験によって養やしなわれた勘がそう告げていた。

「お前が『黒の鉄姫』と裏で結び、アバディーン戦せん役えきを起こしたからこそ、側近という地位を得られたのではないのか？」

「そのようなことはありえません。根拠のない発言をなさらないよう願います、グングニル宰さい相しよう閣下」

「しかし……」

　なおも追及しようとしたが、ヴィクトルはそれを無視して話を続けた。

「ところで、騎士学院グランデコルで拘束されているジャン・アバディーンとティアナレルドはきちんと人道的な扱いを受けているでしょうか？　できれば、レガリオン軍に引き渡していただきたいのですが」

「……なんの話をしておる？」

　不ふ穏おんなものを感じつつ、グングニルは尋ねずにいられなかった。

「おや？　彼らはまだ自白していないのですか？」

　彼は不思議そうに首をかしげた。

「グロリア殿下に命を救われたのはぼくだけではありません。弟のジャンも同様でした……ぼくが騎士学院グランデコルに弟を送りこんだのです。彼はレガリオン軍に属するスパイです」

　波のようにざわめきが広がった。騎士学院グランデコルに拘束されたアバディーンの王子のことは誰もが知っている──まさか、あの少年がスパイとは。いや、それなら大胆な身分詐さ称しようも不思議ではない……。

「皇女ティアナもむろんこちらの協力者です。二人にレガリオン軍相手に手柄を立てさせる一方、ぼくは彼らから海ユ洋ニ連オ合ン側の情報を得ていました」

「そんなのあるわけないよ！　絶対違う！」

　サラは立ち上がって叫んだが、より大きくなった騒さわぎにかき消された。要人たちは口々にジャン・アバディーンとティアナにかけられた新たな疑惑について語り合っている。

　グングニルは自分の意見を口にしなかった。ヴィクトルの言葉を全面的に信用することはできない。しかし、あの少年がスパイである可能性も否定できない。

　ヴィクトルが弟を陥おとしいれようとしているのか、弟を救出しようとしているのか、どちらもありうる話だった。

　いずれにせよ、はっきりしていることが一つある。ジャン・アバディーンとティアナレルドを弁べん護ごすることは、これで誰にもできなくなった。彼らは身分詐称などよりもはるかに重大な嫌けん疑ぎをかけられ、裁さばかれることになるのだ。
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　レガリオン軍からの使者──ヴィクトル・アバディーンがレガリオン軍の占領地域へと帰っていった後、東セーロフ島には束つかの間まの平へい穏おんが訪れた。彼の言葉どおり、レガリオン軍は攻こう撃げきをやめたからだ。

　海ユ洋ニ連オ合ン軍はヴィクトルの提示した「和平」を拒絶することに決めていたが、停戦を有効に活用することにした。海岸に設置された砲台や要塞を修復し、防ぼう衛えい線せんの強化に努つとめたのだ。

　しかし、ザトンの人々の口に上る話題は停戦ではなく、ヴィクトル・アバディーンの生存と、彼の口にした「真実」についてだった。

　祖国を滅ぼした宿敵の側近に収まっているヴィクトル、その手先となって騎士学院グランデコルに不正入学したジャン。竜族の皇女でありながらそれに協力したティアナ。

　いずれも同情の余地はまったくない。誰もが口をきわめて三人を非ひ難なんし、売国の輩やからと罵ののしっていた。ヴィクトル・アバディーンの告白が真実かどうか、疑う者はほとんどいなかった。

　学院島で行われる「協議」で彼らにどのような厳げん罰ばつが下されるか──人々の関心はそこに集まっていた。「協議」は騎士学院グランデコルにおける裁判制度で、普段は限られた関係者のみで行われる。しかし、傍聴を希望する声があまりにも大きくなり、当日の朝になって騎士学院グランデコルの講堂に場所が移され、誰でも傍聴できることに決まった。

　日が高くなるにつれて、ザトンから要人たちが続々と学院島に押し寄せてきた。開廷時間の少し前には、丘の上の講堂は傍聴者でびっしり埋まっていた。

　ジャン・アバディーンは人ひと気けのない教室に佇たたずんでいた。「協議」が始まるまで、待機するよう言い渡されたのだ。三人の衛えい兵へいたちが廊下からジャンを監視している。

　そこは入学以来、講義を受けていた一年の「黒組」の教室だった。いつも座っていた窓まど際ぎわの席で、彼は頰ほお杖づえをついて外を眺めていた。

　ヴィクトルが正体を明かし、ジャンがスパイであると発言したことは、衛兵たちの会話で知っていた。しかし、ジャンはあまり心を動かされなかった。昨日からずっと考えていたのは別のことだった。

（どうして、お前は黙だまっているんだろうな）

　マグノリアが発した問いかけを思い浮かべる。ジャンはなんの弁解もしていなかった。今まで自分を支えていたものが消えたからだ、と自分では思っていた──ただ、我ながら分からないことが一つある。

（どうして、俺は名乗らないんだろう）

　ジャンは身分を偽いつわっていたことも自白していなかった。

　銀雪に覆おおわれた庭に、動くものがあった。体に黒のぶちが入った一匹の猫だった。昔、ジャンが飼っていた猫に似ている。アバディーン王国から逃げ出す時に抱えていた唯一のものだ。去年、病気で死んでしまった。

　雪をものともせずに歩いていく猫の後ろを、栗色の髪の少女がついてきていた。年齢はせいぜい十歳というところ。その横顔には見覚えがあった。ジャンたちがレガリオン軍の占領地域から救出した孤児たちの一人。確か名前はヘルダだ。剣の稽けい古この途中だったのか、手には木剣を握っている。

　セーロフ王国から脱出させるために、この学院島へ連れてこられたのだろう。彼女は早足で猫に追いつこうとする。馴なれていないらしく、猫は早足で距離を置いた。

　ふと、遠い記憶が蘇よみがえった。荒れ果てたアバディーン王国で、あんな風に猫を追う少女を見たことがある。帽子をかぶった金髪の少女。ジャンは見るに見かねて注意した──。

「……やっぱり、猫は追うと逃げるものですね」

　いつのまにか、ジャンから少し離れた窓のそばにティアナが立っていた。ジャンと同じく騎士学院グランデコルの制服を身に着けている。彼女もここで待機させられることになっているのだろう。

「昔、あなたがわたしに注意したとおりです」

「……そうだな」

　と、ジャンはつぶやいた。久しぶりに発した声は老人のようにかすれている。

　ティアナと出会ったアバディーン王国の港町から、ずいぶん遠くに来てしまった気がする。色々なことが変わってしまった──いや、すべてを失っていたあの時に、二人とも戻っただけか。

「あなたの兄が現れたことを、知っていますね」

　長い沈ちん黙もくの後で彼女は言う。これが二人きりで話す最後の機会になるかもしれなかった。

「このままではわたしたちはスパイとして投獄されるでしょう……それを避さけるためにどうすればいいのか、わたしはずっと考えていました」

　ティアナの声は淡々として感情に乏とぼしい。なぜかそのことにほっとする。いつもの彼女だった。

　いつのまにか、窓の外ではヘルダがうずくまって背を丸めていた。転んだわけではなさそうだ。少女が顔を覆おおっていることにジャンは気付く──猫を追っていたのではなかった。人ひと気けのない場所へ泣きに来たのだ。

　声を上げているかどうか、窓越しには分からなかった。しかし、先を行く猫が足を止めて振り返った。背中を震わせている少女に、おずおずと近づいていった。

「……でも、考えるのはやめにしました」

「えっ？」

　ジャンは思わず聞き返した。ティアナのはしばみ色の瞳ひとみがまっすぐジャンを見据えている。

「わたしと契約を結んだ時、あなたは言いましたね。あなたと契約するか、逃げ出すか、どちらか選べと……もし契約すれば、他ほかのことはあなたがすべて選択し、その結果の責任をすべて負うと」

「……」

　確かにジャンはそう言った。レガリオン軍がこの島を襲しゆう撃げきした時だ。

「わたしはあなたの言葉を信じることにしました。これからどうするか、あなたに選択を委ゆだねます……沈黙したままスパイとして裁さばかれるのもよし、協議の場ですべての真実を明かすのもいいでしょう。もし今すぐここから逃げ出すのであれば、あなたを乗せてどこまでも飛びます。あなたの両腕に印ムドラがある限り、わたしはあなたとともにあります」

　ジャンは自分の両腕を見下ろす。いつのまにか見慣れてしまった、あざやかな金色の文様。ティアナと契約を結んだことを示す証あかしだった。

「……俺は……」

　いつのまにかジャンは口を開いていた。なにを言おうとしているのか、自分でもはっきり分からなかった。

　不意に開いた扉から衛えい兵へいが教室に入ってきて、ジャンの言葉は遮さえぎられた。

「……協議の時間だ。行くぞ」

　そう告げられてジャンは立ち上がった。もう庭にヘルダと猫の姿はない。一人と一匹の足跡が雪の上に長く残っているだけだった。




　衛えい兵へいたちに前後を挟まれたまま、ジャンとティアナは校舎から外へ出た。よく晴れてはいたが、冷たい風が頰に吹きつけてくる。すぐ後ろからティアナのくしゃみが聞こえた。二人が着ているのは制服だけで、防寒着を与えられていない。両手は手て枷かせで自由を奪われていた。

　雪を踏む自分の足音を聞きながら、ジャンは考え続けていた。ようやく時間が動き始めた気分だった。

（本当に諦あきらめた奴やつはな、沈ちん黙もくすら守れないものだぞ）

　結局、拘束されてもジャンは正体を明かそうとしなかった。本当の意味で諦めてはいなかったのだ。

　ティアナの言ったとおり、自分は選択しなければならない──なにを選択するべきか、心のどこかで分かっていた気がする。直視したくなかっただけだ。ヴィクトル・アバディーンが祖国を滅ぼした張本人だったからといって、すべてを投げ出すことなどできない。

　子供の頃からずっと兄を尊敬してきた。誰よりも優秀で誰よりも心優しいヴィクトル。本当の彼はジャンの考えているような人間ではなかった。ジャンがなりすましていたのは、この世に存在しない偽いつわりのヴィクトル・アバディーンだ。

（俺は兄さんを、殺せるのか）

　仇かたきだと知ってもなお、彼を憎むことはできない。もう一度、戦場で出会っても引き金を引けるかどうか。しかし、ジャンはヘルダたちのことを思い出していた。

　孤児たちを養やしなっていたレガリオン人司祭のニール・エドワースは、ヘルダたちを逃がそうとしてレガリオン軍に殺された。仇を取るんだ、と少女は叫んでいた。まるで以前の自分のように。

　ニールを殺したのはヴィクトルだ。アバディーン戦せん役えきの時からずっと、彼は無数の命を奪ってきた。これからも殺し続けるだろう。そして、その犠ぎ牲せい者しやのすべてに、ヘルダのような家族がいる。間違いなくヴィクトルは彼らの憎悪の対象になる。

（いつかきっと、誰かが兄さんを殺す）

　それだけは見たくない。たった一人の兄の命を、他人の手に委ゆだねるのは嫌いやだった。兄を殺すのも、生かすのも、自分自身で決断を下したい。どんなことをしてでも、もう一度戦場に戻らなければならない。今、この国から離れるわけにはいかない。

　ジャンたちは講堂のロビーに足を踏み入れた。奥にある両開きの扉が開かれたとたん、ホールを埋めつくす人々の熱気に息を吞のんだ。憎悪や軽蔑のこもった視線が容赦なくジャンを射抜いた。

　恥を知れスパイ、という怒ど号ごうがどこかから聞こえた。それをきっかけにあちこちから叫び声が上がった。レガリオンの奴らに送り返せ、二人とも跪ひざまずかせろ──ジャンとティアナは罵ば声せいの中を進んでいった。

　中央にロープで囲われた空間があり、馬の蹄ひづめの形に机が並べられている。その手前でジャンたちは衛えい兵へいの指示で立ち止まった。続いて二人とも手て枷かせが外される。

　学院長のガートルードと副院長のブレロを始め、机についた教官たちがぐるりとジャンたちを囲んでいた。マグノリアがテーブルの端はしの席につき、その隣となりに青ざめた顔のガスパール・ブレロが控えている。ジャンの身分詐さ称しようについて証言をさせるつもりなのだろう。

　教官たちの後ろには椅子が並べられ、厳いかめしい顔つきで人々が座っている。サラとグングニルがいるところを見ると、各国の要人たちなのだろう。

　ロープの向こうには傍聴人たちが立っていた。騎士学院グランデコルの生徒たちが一番前にいる。その中でも目立つところにいるのがアダマス・バルバートルと騎き竜りゆうのソーニャだった。島の住民たちも傍聴に来ている。生徒たちから離れたところで腕組みしているのは、砲剣鍛か冶じのラフエッジだった。講堂にはこの島で知り合ったすべての者たちがいた。

（……どうすればいい？）

　覚悟を決めたはいいが、今の状況は四し面めん楚そ歌かだ。本物の兄が現れた以上、今までのようにしらを切り続けるわけにはいかない。すべての真実を打ち明けたとしても、身分を偽いつわったクズの発言など誰も信じない。一旦逃げて身を隠すか？　それこそ意味がない。

「後ろを見て」

　隣となりに立ったティアナのささやき声に、ジャンは振り返った。背後にもロープが張られており、その向こうに傍聴人たちがいる。よく知っている顔がそこに並んでいた。同じ一年の「黒組」の生徒たちだ。ラフエッジの弟子のカジカ・サカイ。ラシード・カリクマーンとアネモネ、フリデリカ。そして、彼らのそばにはクリス・キッドマンが立っていた。

（クリス……）

　久しぶりに彼女の顔を見た気がする。校舎のそばですれ違った時は目も上げなかった。彼女の肌はいつもより白く、目の下がうっすら青みを帯びている。あまり眠っていない時の顔だった。彼女はジャンから目を逸そらそうとしない。これから起こることを、あますことなく見届けようとしているようだった。

　ふと、ジャンは気付いた。自分を見つめるクリスの目は、ティアナのそれにそっくりだった。どんな選択をしたとしても、きっと彼女も力になってくれる。

（……俺には味方がいる）

　パートナーのティアナだけではない。信頼できるかけがえのない仲間が。

　ジャンは前を向き、一いつ瞬しゆんだけ固く目を閉じた。罵ば声せいはもうあまり耳に入らない。落ち着きを取り戻していた。

　あの「神童」の兄が仕掛けた罠わなを抜け出すには、まともなやり方では駄目だ。相手は祖国を滅ぼし、父たちを殺し、生きていることすら隠していたような人間だ。

　それだけの覚悟を持っている。すべてを捨てる覚悟を。こちらも同じつもりで当たらなければ、兄のいる戦場へ戻れるはずはない。

「あ……」

　脳裏に閃ひらめいた考えに、ジャンの全身が震えた。ひょっとして、切り抜けられるかもしれない──いや、万が一、成功してもその後どうなるか。うまくいく可能性は限りなく低い。

　でも、他ほかに方法はない。

　ジャンは直感した。最初から、そうするしかなかったのだ。

　正面の席にいた銀髪の老女が立ち上がった。並外れた長身は塔のように目立つ。鱗うろことかぎ爪に覆おおわれた右腕は、彼女が竜族であることを示している。学院長のガートルードだ。

「これより協議を開始します……皆さん、お静かに！」
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　ガートルードの一喝で、講堂は水を打ったように静まりかえった。学院長は再び席につき、ジャンとティアナを凝ぎよう視しした。

「両名には主に二つの容疑がかけられています。一つはヴィクトル・アバディーンを名乗る者の不正入学と、その幇ほう助じよの罪。もう一つは海ユ洋ニ連オ合ンに対する諜ちよう報ほう活動、並びに機密漏ろう洩えいの罪です」

　ティアナはジャンの横顔を見上げた。クリスたちの方を振り返った時から、パートナーの顔から表情が消えた。ここ数日、彼が見せてきた無気力な態度とは違う。決意を固めたことは分かっていた──しかし、嫌いやな予感がする。なにか取り返しのつかないことが始まりそうだった。

「では、わたしの方から」

　ガートルードの隣となりにいる瘦やせた小男が彼女に断りを入れる。ジャンを嫌きらっていたブレロ副院長だ。ガスパール・ブレロの実の兄。

「まず、ヴィクトル・アバディーンを名乗っていた者に尋ねる。今、学院長のおっしゃった容疑は事実か？　黙もく秘ひを続けるのであれば、容疑を認めたと見なされるが」

　講堂が再び静かになった。誰もがジャンの次の言葉を聞き逃すまいと耳を澄すませる。是認か、否認か、それとも沈黙を続けるのか──。

　突然、ジャンは首を回して講堂の人々を見回し、ふっと唇の端はしに笑みを浮かべる。ティアナの不安が大きくなった。いつもの彼はこんな態度を取ったりしない。

「ヴィクトル・アバディーンを名乗っていた者、とは不思議な形容ですね、副院長。ぼくはヴィクトル・アバディーンです。他の何者でもありません」

　傍聴人たちがどよめいた。意外ななりゆきに驚おどろいたのではなく、この期ごに及んでしらを切る彼に呆あきれかえっていた。どこかから罵ば声せいが飛んできた──もっと面白い声で鳴け！　レガリオンの犬！

「それはすべての容疑を否認するという意味に解釈していいのかね？」

　副院長は厳きびしい声で尋ねる。

「もちろんです、副院長」

　ジャンはためらわずにうなずいた。

「状況を鑑かんがみれば、告発を受けたことは無理からぬことだと考えます。しかし、それはぼくとティアナが有罪であることを意味していません。ぼくは身分詐さ称しようにも、レガリオン軍の諜ちよう報ほう活動ともまったくの無む縁えんです」

　パートナーの口調や声は普段とまったく違う。あの仮面の男──ヴィクトル・アバディーンの喋しやべり方かただと、ティアナは気付いていた。ジャンは兄の真似をしている。

「それでは、身分詐称の件から質問しよう。マグノリア教官による辺境での調査報告、そしてアバディーン王家の家庭教師であったガスパール・ブレロの証言……このどちらも、単なる間違いであると主張するのか？」

「今のガスパール・ブレロ先生は視力を失っておられます。ぼくの姿形を確認されたのではなく、声によって判断なさっただけです。先生がぼくたち兄弟の家庭教師をなさっていた頃、ぼくたちはまだ声変わりすらしていませんでした。勘違いなさったとしても、不思議はありません」

　取り澄すましたジャンの返答に腹を立てたのか、副院長の顔が赤くなった。

「しかし、ガスパールは君の声を聞き、ヴィクトルではなく双子の弟ジャンであると断言しているのだぞ。ただの間違いのはずがあるまい」

「フリデク島に潜せん伏ぷくしている間、ぼくが弟の名を使っていたことは、マグノリア先生の報告書にも書かれているはずです。弟は王族の教きよう養ようを身に付けられず、平民と同じように振る舞まっていました……ぼくは王族であることを隠すために、ジャンの口調を真ま似ねていたのです。誤解されたのはそのせいでしょう」

　ジャンは机の端はしの方にいるガスパール・ブレロを見つめた。兄の副院長に風ふう貌ぼうはよく似ている。ただし、その両目は閉じられたままだった。

「では、ぼくからガスパール・ブレロ先生にお尋ねします。今、この声を聞いていらっしゃいますね。ヴィクトルではなくジャンであると断言できますか？」

　いきなり話しかけられ、元家庭教師はぎょっと体を震わせた。ジャンの勢いに吞のまれたのか、あるいはかつての教え子を断罪したくなかったのか──彼は曖昧に首を横に振った。

「い……いや……はっきり、そうとは……」

「ありがとうございます、ブレロ先生」

　ジャンは一礼してくるりと副院長に向き直った。

「お聞きになったとおりです。先生の証言は正確なものではありません」

　鮮あざやかな反論に、副院長は啞あ然ぜんとしていた。「協議」を見守る人々の間にも、ほんのわずかだが戸惑いが広がっていた。スパイの王子と皇女が断罪されるはずが、少し違う風向きになりつつある。

「……副院長、後はわたしから質問します」

　学院長のガートルードが口を開く。間近にいたティアナには、ジャンの体に走る緊きん張ちようが見て取れた。副院長よりもはるかに手て強ごわい相手だった。

「わたしの知る限り、今のあなたはこれまでのあなたとは似ても似つきません。別人のように振る舞まっていると誰もが感じるでしょう。ガスパール・ブレロ氏を混乱させるために演技しているのではないですか？」

「ブレロ先生を混乱させてしまったのは、以前の態度の方だと思います。これが本来のぼくですから」

「なるほど」

　ガートルードはにこりともせずにうなずいた。

「では、カフカース要塞でブレロ氏の証言を聞いた時、なぜ今のように反論しなかったのですか？　本来のあなたがそのような冷静さを持っているのなら、その場で簡単に誤解を解けたはずです。ここ数日の黙もく秘ひに、どのような合理的な説明を付けるつもりですか？」

　すらすらと反論を口にしていたジャンが、そこで初めて言葉に詰まった。唇を結んで床の一点を見つめる。ガートルードの二つの瞳ひとみが縦長に縮んだ。まるで獲え物ものを見すえる蛇のようだ。

「どうしたのですか。また黙秘に逆戻りするつもりですか？」

　容赦なく彼女はジャンを追い詰める。このままではいけない。発言を許されてはいないが、ティアナは口を開こうとする──ジャンが視線でそれを制した。

（でも……）

　一体、どうするつもりなのか。彼の考える時間を奪うように、ガートルードはさらに言葉を続ける。

「そもそも、あなたが身分詐さ称しようを否定することに、わたしは驚おどろきを禁じ得ません。昨日、レガリオン軍の使者として、ヴィクトル・アバディーンがザトンを訪れました。そして、あなたが自みずからの弟であり、配下のスパイであると告白したのです……もしあなたが自分が本物であると主張するなら、レガリオン軍の使者はどこの誰だというのですか？」

　とどめの一いち撃げきのような質問だった。いくら身分詐称を否定しても、本物のヴィクトルが正体を明かしてしまっている。しらを切ることなどできるはずがない。

　不意にジャンは顔を上げて、ガートルードに視線をぶつけた。強い意志のこもった紫色の瞳。彼は諦あきらめていない。むしろ、この質問を待ちかまえていたかのようだ。

「学院長の今のご質問と、先ほどのご質問に対するぼくの答えは同じです」

　と、ジャンは言った。ガートルードがわずかに目を細める。

「どういうことですか？」

「五日前、ぼくとティアナはセーロフ海峡の上空で、機甲竜ヒユドラ部隊と戦せん闘とうを行いました。その際、部隊を率いていた仮面の男は、ぼくに正体を晒さらし、すべての真相を語りました……」

　学院長は考えを整理するように一いつ瞬しゆんの間を置いた。

「つまり、それまで相手の正体を知らなかったというわけですか？」

「もちろんです。彼の明かした真相に、ぼくは言葉を失うほどの衝しよう撃げきを受けていました。結果としてそれが黙もく秘ひと受け取られてしまったのです……マグノリア先生に告発される前から、ぼくの様子がおかしかったことは、カフカース要塞にいた者なら誰でも知っているはずです。ここにいるティアナも同じものを見て、同じ話を聞きました」

　一瞬、ジャンの瞳ひとみがティアナを向いた。彼女はようやく悟った。パートナーがなにをしようとしているのか、なにを言うつもりなのか。

（……だめ）

　ティアナと出会ってジャンの運命は大きく変わった。彼がこの「告白」を続ければ、その変化は今度こそ取り返しのつかないものになる。もう永遠に本当の彼には戻れなくなってしまう。

「……ティアナはぼくの心痛を察し、ぼくが自分の口から真実を公表するのを待っていてくれたのです。今こそ、皆さんにすべてをお話しします」

　パートナーの動揺を鎮しずめるように、ジャンは強い口調で言う。一瞬、ぐっと歯を食いしばるのが分かった。いつものジャンが垣かい間ま見みえたような気がした。

「昨日、レガリオン軍の使者としてザトンに現れた男は、ヴィクトル・アバディーンではありません。彼が口にした言葉はなにもかも噓うそです」

　ジャン・アバディーンの声が講堂に朗々と響ひびく。ティアナには彼を止めることができなかった。選択を委ゆだねたのは彼女で、ジャンはそれに応こたえたのだ。命の続く限り、どこまでも付いていくしかない。彼はヴィクトルの仮面をかぶり続けることになる、生涯外すことのできない、偽いつわりの仮面を。

「あの仮面の男こそ、陰でレガリオン軍と結び、アバディーン王国を滅亡に追いやった売国の輩やから……ぼくの双子の弟、ジャン・アバディーンです」




　次の瞬間、講堂は騒そう然ぜんとなった。

　ジャン・アバディーンこそすべての黒幕──傍聴人たちはその真偽について口々に語り合い始めた。「協議」を行っている教官たちも呆ぼう然ぜんとしている。

　学院長のガートルードだけが落ち着き払っていた。静かに椅子から立ち上がり、ぐるりと講堂を見回しただけで、ざわめきを鎮めてしまった。

「それは黙秘を続けていた説明になっていませんね。自分にかけられた疑惑を、今まで否定しなかった理由はどこにあるのですか」

　彼女は立ったままでジャンへの追及を再開する。

「再会した時、弟は竜族の排はい斥せきを訴え、ぼくに戦場から去るよう迫りました。それを拒絶すると、配下とともにぼくとティアナを殺そうとしたのです。ぼくたちはどうにか彼らの追跡をかわし、カフカース要塞に辿たどり着きました……先ほども申し上げたとおり、ぼくは激しく動揺していました」

　ジャンはガスパール・ブレロとその隣となりにいるマグノリアに顔を向けた。

「同時に、この告発自体が弟の策略である可能性に気付いたのです。つまり、ブレロ先生がアバディーン島の収容所から脱走できたのは、何者かの意図によるものではないかと……ぼくへの告発を行ったマグノリア先生も、そのような印象をお持ちでした。そうでしたね？」

　腕組みをしていたマグノリアは、なぜか愉快そうににやっと笑った。

「まあ、そうだな。レガリオン帝国で強い権限を持つ者が脱走を黙もく認にん、あるいは手助けした可能性は高い。ブレロ氏はお気付きではなかったようだが」

　ジャンは大きくうなずいてみせる。

「そのために、ぼくは状況をはかりかねていました。告発を覆くつがえすのは簡単でしたが、それがさらなる罠わなに繫つながっていることを危惧したのです」

　ティアナはジャンの巧たくみな反論に驚おどろいていた。頭の回転の速さと冷静さは、ティアナが会ったヴィクトル・アバディーンにそっくりだ。まるで本当に彼の兄が乗り移ったかのようだった。

「しかしレガリオン軍の使者は、アバディーンの王位継承者の証あかしである竜りゆう鱗りんの短剣を持っていました。なぜあなたではなく弟が持っているのですか？」

「弟のジャン……あの薄汚い裏切り者が示した証拠など、なんの意味もありません、学院長。アバディーン王国がどのように滅んだのかを思い出して下さい」

　自分自身を罵ば倒とうする時も、ジャンは眉一つ動かさなかった。聞いているティアナの胸がうずいた。彼はジャンの名前を完全に捨て去るつもりなのだ。

「王位継承者を指名する式典の最中、首都が攻こう撃げきされたのです。短剣は父の亡なき骸がらとともに瓦が礫れきの下に埋まり、子供のぼくに捜し出すことは不可能でした。ぼくが逃げ出した後、王城を占拠したレガリオン軍が回収しただけのことです」

「なかなか興味深い弁明ではありますが」

　それでも、学院長は納得した様子を見せなかった。

「結局、これまでの弁明にはなんの証拠もないようですね。今のところ、あなたが証明し得たことといえば、自分がジャンとヴィクトルのどちらでもあり得る、という一点だけです。あなたは自分こそヴィクトルであるという証拠を持っていないのですか？」

「証拠はありません」

　ジャンは奇妙なほどあっさり認めた。

「ぼくもジャンも身分を証明することはできません。そして、もはや二人を見分けられる人間もいないのです……ぼくは逆に皆さんにお訊ききしたい。本当に、証拠など必要ですか？」

「なんですって？」

　さすがのガートルードも虚を突かれたようだった。ジャンは制服の袖をまくって右腕を掲げ、人々に金色の印ムドラを晒さらす。ティアナの竜ル気ンを分け与えられた証あかしだ。

「この数ヶ月、ぼくたちは海ユ洋ニ連オ合ンのために戦い、多くの人や竜を救ってきました。それは皆さんもご存じのはずです」

「レガリオン軍の使者は、それも偽いつわりだと述べていましたが。レガリオン軍と結けつ託たくして作り上げられた戦果にすぎないと」

　ジャンは苦笑を浮かべただけだった。

「そうでも言わなければ、整合性がつかなかっただけのことでしょう。これまでの功績を上げる実力がぼくたちに備わっていないと思われるなら、ぼくたちと戦ってみればいい……どんな竜騎士ドラグーン、いえ、どんな軍勢でも相手にしてみせます」

　淡々とした口調には、ガートルードをも沈ちん黙もくさせる凄みがあった。好意でも悪意でもない、別の感情が傍聴人たちの顔に浮かんでいた。伝説の砲剣を使いこなすジャン──あるいはヴィクトル・アバディーンへの畏い怖ふ。彼一人の存在に気を吞のまれているのだ。

「竜の皇女と契約した『ペイルライダー』の使い手と、グロリア・レガリオンの側近として海ユ洋ニ連オ合ンを脅おびやかしてきた裏切り者。どちらがヴィクトル・アバディーンを名乗るに相応ふさわしいか、考えれば分かることです。どうかこのぼくに、ジャン・アバディーンの野望を打ち砕く機会をお与え下さい！」

　講堂に彼の声がこだまする。力を使いつくしたように、彼は肩を上下させていた。

「……それは血を分けた兄弟を、殺す覚悟があるということですか？」

　ガートルードの質問に、ジャンの喉がはっきりと動いた。しかし、彼は学院長から視線を逸そらさない。

「もちろんです、学院長」

　と、彼は答えた。

「必要があれば、ジャンを殺します」
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　その日の深夜。

　東セーロフ島の西──海峡に面した岬の突端に、カフカース要塞がある。かつて東西セーロフ島を繫つないでいた大橋を守っていた砦とりでだ。大橋はセーロフ王国軍によって落とされ、残った橋きよう梁りようもレガリオン軍との戦せん闘とうの余波で完全に海に沈んでいる。

　要塞の石壁も絶え間ない砲ほう撃げきと機甲竜ヒユドラ部隊の爆ばく撃げきに晒さらされ、あちこちに大穴と裂け目ができている。汚れた防寒着を身に着けた兵士たちが、黙々と破は壊かいされた箇所に土ど囊のうを積み上げている。激しい消耗を物語るように、彼らの動きは緩かん慢まんだった。今すぐ寝台に倒れこみたいに違いない。

　崩れかけた塔の胸壁に、防具を身に着けた老人があぐらをかいている。カフカース守備軍の司令官であり、セーロフ騎き士し団だん長ちようも務めるジガ・ヴェルトフ。現役最年長の竜騎士ドラグーンだった。

　火薬の臭においの染みついたひげをしごきながら、彼は海峡を見つめている。海ユ洋ニ連オ合ン最高の狙そ撃げき手しゆと謳うたわれてきた彼の視力は、未いまだに衰えていない。

　兵士たちが要塞の修復に励んでいる間、司令官自みずからが見張りを買って出たのだった。西セーロフ島にいるレガリオン軍からの攻撃は完全に停止している。和平の提案に対する海ユ洋ニ連オ合ンからの返答を、明日の正午まで待つということだった。

　ヴェルトフはそれを真に受けていない。停戦も敵の作戦の一環だと直感していた。現に海峡の向こうからは機甲竜ヒユドラらしい駆動音がひっきりなしに響ひびいてくる。何度か偵察を飛ばして敵軍の動きを確かめようとしたが、厳きびしすぎる監視に阻はばまれる。ヴェルトフたちは東セーロフ島の内部に押しこめられている状態だった。

「……どうも、気になるの」

　レガリオン軍の攻撃は確かに苛烈で、こちらはしのぐのがやっとだ。しかし、敵の士気はさほど高いようには見えない。それに、軍ぐん艦かんや機甲竜ヒユドラも最新鋭のものではなかった。西セーロフ島にはグロリア・レガリオン麾き下かの精せい鋭えい部隊が続々と到着し、さらに戦力が増強されているという情報が入っているのだが。

　未いまだに本隊を温存しているのか──ひょっとすると、能力や士気の低い部隊をあえて前線に出しているのかもしれない。自分の手足とならない将兵を処分し、軍団を再編成するために。そして、海ユ洋ニ連オ合ン軍をできるだけ消耗させるために。

　それが事実であってもなくても、ヴェルトフたちは海岸線を守り続ける以外にない。このセーロフ海峡が、海ユ洋ニ連オ合ン軍最大の防ぼう衛えい線せんだからだ。

「物量の差が大きすぎるわい」

　老人は愚痴を言った。地の利や厳きびしい気候を利用して海岸線を守るという海ユ洋ニ連オ合ン軍の戦術は、敵よりも強大な軍を投入し続けるというレガリオン軍の戦略にいつかはくじかれてしまう。

　戦術によって戦略の劣位を挽ばん回かいすることはできない。戦争における鉄則だ。

「……ジガ」

　不意に名を呼ばれて振り返る。銀髪を短く刈りこみ、軍服を身に着けた初老の女が立っている。ヴェルトフのパートナーのマルチナだった。

「まだ寝とらんかったのか？」

「ザトンから電信が。例の王子たちの件で」

「ああ、『協議』は今日だったの」

　アバディーンの王子とティアナは、ヴェルトフの目の前で拘束された。彼らの処分が決まったら報告しろとザトンにいる部下に命じていたのだ。

「……それで、どうなったんじゃ？　まさか処分されたのではあるまいな」

　彼は二人に好意的だった。あの少年の正体が何者であろうと、体を張ってこの国の子供たちを救ってくれたことに変わりはない。言葉を交わした限りでは、彼がレガリオン軍の手先とはとても思えなかった。それこそレガリオン軍による攪かく乱らんではないのか。

「『協議』は継続とのこと」

　マルチナは簡かん潔けつに言った。必要なこと以外、このパートナーはほとんど喋しやべらない。口数の多いヴェルトフとは正反対だった。

「……そうかい」

　ヴェルトフはほっと胸を撫なで下ろした。首の皮一枚で繫つながったということか。

「吞のん気きに裁判ごっこなどやっとる暇ひまがあるなら、あの王子をここに寄こして欲しいわい。本物だろうが偽にせ物ものだろうがどっちでも構わん」

　膝に手をついて立ち上がった。こわばった関節が踏まれた小枝のような音を立てる。寄る年波には勝てないとため息をついた。

「若い連中にはすまんが、塔の中に入らせてもらおうかの。海風が強すぎる」

「ジガ」

　マルチナが硬い声で言った。彼女は海峡の北西の方角を見つめている。

「どうしたんじゃ、なにか……」

　ヴェルトフも息を吞のんだ。闇やみの中に巨大な物体の輪郭が見える。軍ぐん艦かんではない。それよりもはるかに大きい。まるで島が現れたかのようだった。少しずつこちらに近づいてくる。

「なんじゃ、あれは？」

　敵てき襲しゆうだ──おそらくは。他ほかに考えようがない。やはり停戦など本気にしてはいけなかったのだ。彼はポケットから呼子を取り出して吹き鳴らした。修復作業をしていた兵士たちが一いつ斉せいに砲台へ走っていく。塔の跳ね上げ戸が開き、休憩していた竜騎士ドラグーンたちも飛び出してきた。

「敵が来た！　飛び立てる者はわしらの後に続け！」

　塔の胸壁に立ったマルチナは、すでに竜の姿に戻っている。老人は長い砲剣をかつぎ、その背によじのぼった。彼のパートナーは翼つばさを羽ばたかせて急上昇していく。

　ヴェルトフは目を凝こらして巨大な物体を見下ろした。おそらく二粁キロを超える棒状の塊かたまりが、北西から海峡に侵入している。長い人生の中でも見たことのない代しろ物ものだった。どうやら島ではないらしい。表面がぼんやりと白く光っている。これは──。

「まさか、氷山か！」

　このセーロフ王国からさらに北上すると、一年中氷に閉ざされた極地の海が広がっている。その一部は流氷として波の上を漂ただよっている。それを加工してここへ運んできたのだ。四よ隅すみに不自然な形の波が立っているところを見ると、氷塊そのものになんらかの推進装置を取り付けているのだろう。

（こんな途方もない代しろ物ものを、どうするつもりなんじゃ？）

　呆ぼう然ぜんとするヴェルトフの眼下で、細長い氷山は機械時計の針のようにゆっくり回転していった。一端はカフカース要塞の近くの岸壁に、もう一端は対岸の西セーロフ島に届く。

「……いかん」

　顔から血の気が引いていった。

「奴やつら、橋をかけるつもりじゃ！」

　氷の上には黒くろ蟻ありのような大群が蠢うごめいている。レガリオン軍の陸上部隊に違いない。海峡を繫つなげられるほど長大な氷山に大軍を載せ、接岸と同時に進軍させる──架橋と上陸を同時にやってのける、悪あく魔まのような作戦だった。

「さすがじゃの、『黒の鉄姫』」

　ヴェルトフは歯は嚙がみした。東西のセーロフ島が繫がってしまったら、レガリオン軍の侵攻を阻はばむことは困こん難なんになる。これまでの努力が水泡に帰してしまう。彼は背後を振り向いた。十騎きほどの竜騎士ドラグーンたちが追いついていた。このまま手をこまねいているわけにはいかない。

「ブルガコフ、ザミャーチン！」

　彼は部下の名を呼んだ。この中で火炎の竜ル気ンを操あやつる騎士は彼らだけだ。伝統的に北方のセーロフ騎士団には炎熱系の竜ル気ンを持つ竜や騎士が多いが、すでに負傷や戦死で大半が戦場を離れている。

「お前たちはあの氷の橋を焼き払え！　他ほかの者たちはその援えん護ごに……」

　最後まで言い終える前に、氷塊から機甲竜ヒユドラの群れが飛び立つのが見えた。自分たちよりもはるかに数が多い。凄まじい上昇力は、最さい新しん鋭えいの機体であることを物語っていた。

　そしてもう一つ、ヴェルトフは恐るべきものに気付いた。氷山の上には何十もの奇妙な形の白い機甲竜ヒユドラが待機していた。翼つばさを生やしておらず、ずんぐりした六本の足で氷を踏みしめている。機体は通常のものより何倍も大きく、乗り手を内部に収容することができるようだ。背中には乗り手の姿がない代わりに、回転式の火砲を搭載していた。

「地を走る機甲竜ヒユドラか……」

　この局面でグロリア・レガリオンは新たな兵器を投入してきたのだ。空を飛ぶ黒い機甲竜ヒユドラに加えて、地を這はう白い機甲竜ヒユドラ。このようなものにまで上陸されたら、この戦争の大勢は完全に決まってしまう。

「行くぞ！」

　しかし急降下しながら、ヴェルトフは悟っていた。自分たちの突とつ撃げきにはなんの効果もない。この氷塊を破は壊かいするどころか、近づくこともできないだろう。ここにいる者たちの大半は生きて戻れない──。




　すべて、そのとおりになった。







　　　第二章　ナズラニ峡谷の攻防
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　深夜、東セーロフ島に上陸したレガリオン帝国の大軍が、最初に攻こう撃げきしたのはカフカース要塞だった。天と地からの波状攻撃は、司令官のいない要塞をやすやすと陥かん落らくさせた。包囲網を突破したわずかな守備兵たちは、どうにか近きん隣りんの要塞に辿たどり着いたが、レガリオン軍はそこにも姿を現した。

　海ユ洋ニ連オ合ン軍にとって悪夢の一日だっただろう。唐突に開始された侵攻を、彼らは明らかに予期していなかった。日が沈む前には、海ユ洋ニ連オ合ン軍は西側と北側の海岸線にある防ぼう衛えい拠点の半分を失い、内陸部はさらに深い地域まで制圧されていた。

　レガリオン軍は東セーロフ島の半分を一日で手に入れたことになる。

　氷山の巨大な橋を使った上陸作戦もさることながら、海ユ洋ニ連オ合ン軍の将兵を驚きよう愕がくさせたのは、火砲を背負って大地を進む新型の機甲竜ヒユドラだった。天と地、二つの機甲竜ヒユドラの苛烈な攻撃によって、彼らは総崩れになった。敗残兵たちは一目散に街道を駆かけ抜け、内陸部深くの山脈地帯へと逃げ延びていった。

　レガリオン軍の兵士たちの勝かち鬨どきは北の大地にこだましている。機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナの加か護ごのもと、海ユ洋ニ連オ合ンに対する勝利の日も近い──。




「……もういい、結構だ」

　皇女グロリア・レガリオンは若い将校の戦況報告を途中で遮さえぎった。無内容で苛いら立だつことこの上ない。この男を二度と伝令に寄こさないよう、前線の部隊に命じようと心に誓った。

　司令室の窓の外には、燃えつきた市街が広がっている。セーロフ王国の首都ルテニア──かつて「雪の都」と謳うたわれた北方最大の都市だった。司令部は王城の外れにある衛えい兵へい宿舎に置かれている。この首都で原形を留とどめている数少ない建築物だ。

「下がっていいぞ」

　将校は司令室から出ていったが、彼女は見送りもせずに机に目を落としていた。机の上に広げられているのは東セーロフ島の地図だ。確かにあの島の半分近くが自軍の占領下に入っている──しかし、戦況はそう単純ではない。

「そこまで不ふ機き嫌げんな顔をなさる必要はないのでは？」

　机の反対側からヴィクトル・アバディーンが言った。無機質な金属の仮面が、ランプの炎に揺らめいている。ザトンの海ユ洋ニ連オ合ン司令部で正体を明かしたが、自軍に戻ってきた後は、再び仮面と黒髪のかつらで素顔を隠していた。

「地の機甲竜ヒユドラの投入は、成功だったと思いますよ」

「何台か故障したという報告も入っているだろう。機甲竜ヒユドラは役に立つが、使いこなすのが厄介だ……分からないことが多いからな」

　空を飛ぶ機甲竜ヒユドラと地を這はう機甲竜ヒユドラ、どちらも旧文明時代の遺跡で見つかった機械を参考に作り上げられたものだ。推進装置と制御系の一部は原理的に解明されておらず、古代の部品がそのまま流用されている。しかも、特殊な技法で精製された液化ガスでなければ動かなかった。

「海ユ洋ニ連オ合ン軍の動きを、どう解釈したものかな」

　グロリアは豊かな黒髪をかき上げると、人差し指でくるりと輪を作った。考えこんでいる時の癖くせだ。ごく限られた側近にしか見せない、若い女らしいしぐさだった。

「ただの退却だと思うか？」

「午前中まではそうでしょう……しかし、午後の退却は明らかに意図的なものです。海ユ洋ニ連オ合ン軍はこのような事態に備えていたものと思われます。現在の情報から解釈する限りでは……」

　彼は東セーロフ島の地図を指差した。海ユ洋ニ連オ合ン軍が後退した地域は、細長い山脈だった。北東から南西にかけて、島を二分するように横切っている。

「おそらくこのヤムール山脈が、彼らの新たな防衛線です。一方で海沿いの要塞すべてが陥かん落らくしたわけではありません。内陸部にもともと配備していた兵力を海沿いと山沿いに分散させ、我々を無人の内陸部に誘いこむ……要するに包囲網の形成です。我々の主力が山越えを試みている間に、側面から竜騎士ドラグーン部隊がゲリラ戦を仕掛けてくることでしょう」

　グロリアは側近の答えに満足する。彼女も同じ意見だった。海峡という最大の防ぼう衛えい線せんが突破された時点で、海ユ洋ニ連オ合ン軍の敗北は確定している。しかし、彼らはまだ戦う意志を捨ててはいない。最後まであがくつもりなのだ。

「連中も粘るものだな。そのためにシーグマンの軍団を全部使いきったのだが……そういえば、シーグマンの死亡は確認できたのか？」

「ええ。やはり三日前の上陸作戦で乗じよう艦かんが爆ばく撃げきを受けた際、海に投げ出された模様です。副官が沈んでいく彼を見たそうです」

　二人の口調は事務的で、なんの感情もこもっていなかった。

「後で追悼の演説でもしてやろう。奮い立つ兵がいないとも限らん」

　グレン・シーグマンはグロリアが到着する前にレガリオン軍の指揮を取っていた将軍で、古い軍閥の老人たちが送りこんできた目付役だった。彼もその麾き下かの軍団も、軍の改革者であるグロリアにはさほどの忠誠心を抱いていない。

　氷山を使った今回の作戦を成功させるために、グロリアはシーグマンたちを使って囮おとりの上陸作戦を仕掛けていた。沿岸の陣地に無む謀ぼうとも言える攻撃を繰くり返させる──敵を弱体化させ、使えない味方を処分する一手だった。
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「海ユ洋ニ連オ合ン側の士気はまだ高いようです。意志統一に多少の乱れはありますが、ウルス公国のグングニルのように、交渉力に長たけた者が間に入ることでまとまっています。和平提案の際にもそう感じました」

「お前の話を真に受けた者たちは、今頃怒り狂っていることだろうな」

　ヴィクトルの行った和平の申し入れは、上陸作戦に人員を集中させるための方便だった。停戦はあくまでレガリオン軍側の自発的な行為で、それを切り上げたところで戦時協定にも抵触しない。

「かもしれませんが、激怒しつつも考えているでしょう。海ユ洋ニ連オ合ンの人間たちはしたたかですから」

　彼はまるで他ひ人と事ごとのように言った。

「ぼくの提案は終戦後を見越したものです。セーロフ王国が消滅し、帰国した者たちは必ず今後の身の振り方を考えます。強い騎き士し団だんを抱えるバルバートルやカリクマのような大国は別として、もともと竜族への依存度の低い小国はこちらの提案を真剣に検討するはずです。このセーロフがレガリオン帝国の直ちよつ轄かつ地ちとして順調に経済発展を遂とげれば、自みずからレガリオン帝国に下る国が絶対に出てくるでしょう」

「……そんなところだな」

　グロリアはうなずいた。「和平」提案の内容はヴィクトルに一任していたが、正解だったようだ。

「ただ一つ訂正するなら、帝国の直轄地ではなく、わたしの領土だ」

　セーロフ王国への侵攻にあたって、彼女は父たちに一つ条件を吞のませていた──皇女グロリア・レガリオンが占領した地域の統治を行う。アバディーン戦せん役えきの時には叶かなわなかった条件だった。戦地へ赴おもむくのが遅れたのは、その交渉に手間取ったせいだ。

「そして、わたしの代理としてお前が統治する地域でもある」

　このタイミングでヴィクトルが正体を明かしたのは、グロリアの意図によるものだ。戦後、彼を行政官に据える布石だった。レガリオン帝国皇女が直接統治するより、海ユ洋ニ連オ合ンの出身者に任せた方が間違いなくうまくいく。仮にそれが「レガリオンの犬」と非ひ難なんされる元王子であったとしても。

　ヴィクトルは有能な行政官になるだろう。頭脳明めい晰せきで海ユ洋ニ連オ合ンの世事にも通じ、王族としての教育も受けている。ささやかな非難などすぐに消えていくはずだ。

　帝国に下る国があれば、その統治も彼に任せるつもりだ。レガリオン帝国が海ユ洋ニ連オ合ンを切り崩せば切り崩すほど、この男の行政官としての地位は上がっていくことになる。

「お前、わたしの夫になってはどうだ？」

　ふと、グロリアは言った。思いつきだが冗談ではなかった。

「軍を後うしろ楯だてにしたわたしは、十分に次期皇帝を狙える地位にいる。お前は海ユ洋ニ連オ合ン全体を統治する行政官となる……わたしたちの子は、人間の国々すべてを手にするというわけだ」

　レガリオン帝国皇女と海ユ洋ニ連オ合ンの元王族──ヴィクトルを警戒する父たちはなかなか納得しないだろうが、両陣営の融和を演出するためにも悪くない組み合わせだ。

　ヴィクトルは仮面の奥で目を見開いただけで、さほど驚おどろいた様子も見せなかった。

「ぼくと子を成すことで、ぼくを縛しばるおつもりですか」

　と、笑いながら言った。

「わたしと子を成すことで、わたしを縛ることも可能だぞ。物事は両面から見るがいい」

　子を成すという言葉を口にしたとたん、二人の間に流れる空気が変わった。グロリアは胸の奥のざわめきを意識した。世俗の男女の恋愛など毛ほども興味はないが、婚姻の話ともなれば体は興奮するらしい。

　彼女は均整の取れた体つきを誇示するように胸を反そらした。

「……それとも、ヴィクトル・アバディーンは『黒の鉄姫』と閨ねやをともにする勇気を持っていないのか？」

「いいえ。もとよりぼくに異存はありません。ですが……」

　ヴィクトルは軽く肩をすくめる。

「その婚姻にはぼくが本物だという証明が前提でしょう？」

　ふっと息を吐いて、皇女は身を引いた。

「……お前の弟の話か」

　ジャン・アバディーンは自分が本物のヴィクトルであり、ヴィクトルこそ弟のジャンだと告発した。本気で兄の名を奪い取り、自分の名を押しつけるつもりらしい。ヴィクトルもグロリアも想像していなかった奇抜な言い逃れだった。

　騎士学院グランデコルの学院長はあっさり信じなかったようだが、さしあたって否定する材料もなかったようだ。「協議」は保留になったままだという。

「わたしとしては、奴やつらが戦場に戻ってくることを歓迎するがな……あの竜の皇女とは三年前の決着が付いていない」

　一いつ瞬しゆん、グロリアの顔を怒りの色がよぎった。この「黒の鉄姫」とヴィクトルの意見の相違があるとしたら、ジャンとティアナをどのように「処理」するかという一点だった。可能な限り謀ぼう略りやくで排除しようとするヴィクトルに対し、アバディーン戦せん役えきで多くの部下をティアナに殺されたグロリアは、自みずからの手で討ち果たすことを望んでいる。

「それにしても、お前はどう証明するつもりだ？　例の短剣以外に証拠などないだろう」

「簡単な話です」

　と、ヴィクトルは答えた。

「この戦いに勝てばいい……偽にせ者ものに負ける『神童』などありえません。勝った方がヴィクトルに、負けた方がジャンになるだけのことです」




　その同時刻。

　クリス・キッドマンが学院長室の扉を開けると、中にいた者たちが振り返った。薄暗い部屋の中央に立っているのは、学院長のガートルードと──そして赤毛の少年だった。クリスを見つめる彼の唇に笑みが浮かぶ。

（アバディーン）

　手て枷かせを外され、衛えい兵へいに見張られていないところを見ると、拘束を解かれたのだろう。彼に駆かけ寄りたくなる自分をじっとこらえる。

「遅れて申し訳ありません、学院長」

　さっきまで明日の作戦について、セーロフ騎き士し団だんから説明を受けていた。騎士学院グランデコルの生徒たちで構成された選抜隊は、夜明け前にヤムール山脈にある砦とりでの一つへ向かうことになっていた。早朝から始まるであろう敵の大攻勢に備えるためだ。

「構いません。出しゆつ撃げきの準備で忙しいことは分かっています」

　ガートルードの声が円形の部屋に響ひびく。彼女から少し距離を置いて、もう一つ人影が立っていることに気付いた。生徒会長のアダマス・バルバートルが、不ふ機き嫌げんそうに目を逸そらしていた。

　奇妙な顔ぶれにクリスは戸惑った。なぜわざわざこの三人が集められたのだろう。

「あなた方もすでに知っているとおり、レガリオン軍が東セーロフ島に上陸しました。カフカース要塞を始めとする防衛拠点が相当数陥かん落らくしました……ヤムール山脈の防衛線の維持が当面の任務となります」

　クリスは司令官のヴェルトフの身を案じていた。プラネッタの大会で知り合って以来、あの老騎士はなにかと目をかけてくれた。彼の生死もはっきり分かっていない。

　学院長の視線が正面にいるジャンをとらえた。

「ヴィクトル・アバディーン、あなたには前線に出てもらいます。セーロフ王国軍より、あなた方を防衛軍に加えて欲しいとの要請がありました。すでにティアナ様にもこの件を伝えてあります」

「じゃ、俺とティアナの容疑は晴れたってことですか？」

　あの「協議」の時とは違う、いつもの口調で彼は尋ねた。

「いいえ、そう結論を下したわけではありません。ただ、現在の戦況では『ペイルライダー』を操あやつるあなたの戦力は貴重です。一時的に『協議』を中断します」

　ほっと胸を撫なで下ろした。当面の間、彼が処分されることはないということだ。

　ふと、クリスはアダマスの方を振り返った。ジャンを敵視する彼にとっては、見過ごせない事態のはずだ。しかし、なぜか沈ちん黙もくを保ったままだった。

「で、俺たちはなにをすればいいんですか？」

　と、ジャンは学院長に尋ねる。

「敵の陸上軍に新型兵器が導どう入にゆうされたことは知っていますね。地を走る機甲竜ヒユドラです」

「ええ、まあ……」

「その兵器の破は壊かいをあなたに命じます。一台も洩もらすことのないように……どんな軍勢でも相手にしてみせるというあなたの言葉を、実行に移してもらいます」

「えっ」

　驚おどろきの声を上げたのはクリスだった。地の機甲竜ヒユドラは強力な火砲を装備する決戦兵器で、最前線に配備されているという。当然、竜騎士ドラグーンによる攻こう撃げきを防ぐために、空の機甲竜ヒユドラの大部隊に守られている。それを残らず破壊するには、敵の精せい鋭えい部隊に突撃しなければならない。自殺行為もいいところだ。

「でも、それでは……」

　クリスの抗議を遮さえぎるように、ジャンが口を開いた。

「その命令に従えば、『協議』の結果が変わってくるんですか？」

「可能性は大いにあるでしょう。大いに戦功を上げて海ユ洋ニ連オ合ンを勝利に導みちびけば、あなたがスパイではなく、本物の『神童』であるというなによりの証明になります」

「やります」

　彼は即答した。無茶にもほどがある。せめて誰かが援えん護ごに付かなければ──。

　クリスははっと顔を上げた。

「ぼくとバルバートルの任務は、アバディーンとティアナ様の援護ですか？」

「ええ。それが主な任務です」

　と、ガートルードはうなずいた。

「バルバートルは氷の竜ル気ンで雲に偽ぎ装そうし、彼らを敵部隊の上空まで運んで下さい。キッドマンには射撃による援護をお願いします……あなた方も相当の危険を負うことになりますが、よろしいですか？」

「構いません」

　クリスはきっぱり言った。どんなことがあってもジャンを守る──彼女の望みそのものだった。

「……ぼくも異存はありませんが、任務はそれだけではないでしょう、学院長」

　それまで黙だまっていたアダマスが、おもむろに口を開いた。唇の端はしには冷ややかな笑みが浮かんでいる。

「アバディーンたちが逃亡、あるいは利敵行為に走らないかを監視する、それも任務の一つのはずです。敵軍に突撃させるということは、言い換えれば友軍と切り離すという意味です。万が一、この男が味方を殺す気だとしても、被害を抑えられる……違いますか？」

　ガートルードは首を横に振らなかった。図星なのだ。そして、ジャンもそれを承知している。

　不意にクリスの背筋が凍りついた。自分たちが監視役なら、さらに重い任務も負っていることになる。

「どうやら、わたしから説明することはほとんどないようですね」

　と、学院長は言った。

「もし、アバディーンたちの利敵行為が明らかになった場合は……」

　竜の瞳ひとみがクリスの目を覗のぞきこんだ。感情というものが一いつ切さい窺うかがえない、人ではない生物の瞳。彼女はようやく悟った。これは自分に課せられた試練でもある。ジャンの不正行為に荷担していないか、本当に海ユ洋ニ連オ合ンに忠誠を誓っているか。

「……彼らを射殺しなさい。それがあなたの任務です、クリス・キッドマン」
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　薄い雲の上から、青ざめた月光が降り注いでくる。

　ジャンはクリスと一緒に学生寮へ向かう坂道を下っていた。ずっと校舎に拘束されていたので、寮に泊まるのは島へ戻ってから初めてだった。とはいえ、ほんの数時間だけ仮眠を取ったら、荷物をまとめて戦場へと出発しなければならない。

　新雪が足下で音を立てる。学院長室で話を聞いている間に少し雪が降ったのだろう。坂道には誰の足跡も残っていなかった。

「……少し、回り道をしていかない？」

　ずっと黙だまっていたクリスが、前を向いたままつぶやいた。

「うん……そうだな」

　次はいつ学院島に戻れるか分からない。少しでも目に焼きつけておきたかった。

　二人は騎士学院グランデコルの裏側にある、古い空き家ばかりの通りに入った。巡回の衛えい兵へいすら歩いていない。こんな風に二人きりになるのは久しぶりだった。

　用水路にかかった橋の上でジャンは立ち止まった。今のうちに言っておきたいことがあった。

「クリス」

　少し先に進んでいた彼女が振り返る。寒さのせいか赤みを帯びた肌。わずかに開いた桜色の唇から、白い息が洩もれている。うるんだように光る大きな瞳から目を逸そらし、ジャンは雪の積もった水路を見下ろした。

　この水路は野の良ら猫ねこのすみかだが、今は一匹も見当たらない。きっとどこかに隠れているのだろう。雪の上には足跡もない──ただ、よくよく目を凝こらすと人間らしい足跡が残っていた。誰かが猫の様子を見に来たのかもしれない。念のため周囲を確かめたが、今この場にいるのは自分たちだけだった。

「今まで、隠してて悪かった……俺が本当は誰かってこと」

　昨日の協議の後、クリスがジャンの正体を知っているとティアナから教えられた。もう彼女にヴィクトルだと名乗る必要はない。

「俺がヴィクトルだって、ずっと信じてくれてただろ。お前の秘密を全部知ってたのに、自分の秘密を話せなかった……いつか言わなきゃいけないって思ってたんだけど……」

　クリスはジャンの正体をまったく疑っていなかった。彼女の信頼を失うかもしれないと思うと、かえって打ち明けにくくなっていた。

　うつむいているジャンの視界に、クリスのブーツが入ってくる。顔を上げようとしたとたん、細い指が耳の上をそっと撫なでた。

「……髪、いつもよりはねてるね」

　そう言ってクリスは微ほほ笑えんだ。頰が熱くなって、思わず首をすくめた。少し距離が近すぎる。

「え？　ああ、寝ぐせか。なんか直らねえんだよ、これ」

　ふと、幼い頃の記憶が蘇よみがえった。乳う母ばや家庭教師たちから、よくこうして寝ぐせを撫でられていた──身だしなみぐらいきちんとしなさい、ヴィクトル王子はこんな風ではありませんよ。少しはお兄様を見習いなさい。

「……本物のヴィクトル・アバディーンは、こうじゃないんだけどな」

「今の君の方がいいよ。髪形だけじゃなく、性格も……『協議』の時の君は凄かったけど、全然知らない人みたいだった。ヴィクトル・アバディーンは、ああいう人なの？」

　ジャンは黙だまってうなずいた。我ながら完かん璧ぺきな演技だったと思う。あそこまでやりきった自分自身に驚おどろいていた。まるでもう一人の自分が目を覚ましたような、不思議な気分だった。

「だったら、ぼくはヴィクトル・アバディーンと仲良くなれそうもないな。本物が騎士学院グランデコルに来なくて、よかったと思うよ……ぼくは、君の方がいい」

　君の方がいい、という繰くり返しに、ジャンの胸がぞくりと震えた。クリスの指が惜しむように頰へ下り、肩と腕を伝って、橋の欄らん干かんに置かれたジャンの手に重なる。

「……ジャン」

　と、彼女はつぶやいた。

「二人きりの時は、君をそう呼んでもいい？」

「い、いいよ」

　興奮と緊きん張ちようで声がかすれた。以前にもこんなことがあった。ウルス公国の首都シシハネで、祭りの花火を見た時だ。もう少しでキスするところだった。結局、邪じや魔まが入ってそれっきりになってしまったが。

　ああいう状況だったから、お互いおかしくなっていたと思うことにしていた。でも、クリスに惹ひかれているのは間違いない。

「二人きりの時は、ぼくのことも、本当の名前で呼んで欲しい……時々で、いいから」

「……クリスティーン、だよな」
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　ジャンは不器用にクリスの手を握り返す。この後、どうすればいいのかよく分からない。

「うん、クリスティーン・キッドマン……父と母がいなくなってから、その名前でぼくを呼ぶ人は誰もいなくなった。時々、自分が本当は誰だったのか、忘れてしまいそうな時があるよ。君には、そういうことない？」

「俺は……どうかな。考えたことなかった」

（ジャン・アバディーン）

　ふと、ティアナの声が耳の奥で蘇よみがえった。澄すんでいるが感情に乏とぼしい声。二人きりで大事な話をしていると、たまにその名でジャンを呼んでいた。本当の自分など考えるまでもなかったのは、彼女が名前を口にしてくれていたせいかもしれない──。

（……ん？）

　焼けつくような感情の高ぶりが、いつのまにかどこかへ消えていた。このまま雰囲気に流されていいのだろうか。手を離して少し距離を置いた。クリスが怪け訝げんそうにジャンを見つめていた。

「あ、あまり時間もねえし、そろそろ帰るか」

　いつのまにか頭上の月が動いている。もう真夜中を過ぎているはずだ。もやもやする感情をジャンは頭から振り払った。夜が明けた頃には、自分たちは最前線にいる。ヴィクトルとの決着も付けずに、こんなことを考えている場合ではない。

「明日は頼むぜ。俺たちの背中を守るのと……あと、俺たちが寝返ったら背中から撃うつのもな」

　と、自じ嘲ちよう気味に言った。いつもながらガートルードらしい容赦のない手だ。アダマスも同行させるのは、ジャンたちだけではなくクリスをも監視させるためだろう。ジャンを撃つのをためらったら、彼女も撃たれるというわけだ。

　歩き出したジャンは、クリスが付いてこないことに気付く。振り向くと彼女は欄らん干かんのそばに立ったままだった。

「ジャン・アバディーン」

　かすれた声で彼女は言った。

「ぼくが君を撃つわけがない。そんなこと、少しでも思わないで」

　頰が上気している。怒っているのが分かった。

「うん……そうだな。悪かった」

「分かってくれればいい」

　そう言いながら、彼女はまだ歩き出そうとしなかった。唇を固く結んで、地面をじっと見ている。

「クリス？」

「……この戦いが終わったら、君に話がある」

　ジャンの目を見ようともせずに、彼女は早口で告げる。

「今じゃない方がいいのか？」

「……どう言ったらいいか、まだ考えてるから」

「そうか」

　一いつ瞬しゆん、告白されるのかと思ったが、はっきりそうと決まったわけではない。なんにせよ、大事な話に違いなかった。

「……そろそろ、帰るか」

　ジャンはつぶやくように言った。クリスは黙だまってうなずいた。




　二人が橋の上から立ち去ると、水路の周辺には人の気配が絶えたように見えた。かすかな海鳴りの他ほかは、なんの物音も聞こえてこない。

　水路にかかった橋の下には月の光も届かず、濃こい影に覆おおわれている。不意にその中から、一人の少女がぬっと姿を現した。分厚いコートを着こみ、帽子をかぶった金髪の美少女。白と黒のぶちの猫を胸に抱いて、はしばみ色の目を大きく見開いている。

　ティアナだった。餌を与えようとしていたらしく、チーズのかけらを手に載せている。

　腕に力を入れすぎたせいか、猫は窮きゆう屈くつそうに体をよじらせた。器用にティアナの手からチーズをはじき飛ばし、それを追って雪の上に降り立った。

「……クリスティーン・キッドマン」

　と、ティアナはつぶやいた。ジャンたちの会話はすべて聞こえていた。

　再び、学院島に雪が降り始めていた。
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　東セーロフ島を横切るヤムール山脈には、高い峰の途切れた部分が一ヶ所だけ存在している。空から眺めると、まるで巨大な刃やいばを振り下ろしたような直線の切り込みで、地殻変動や浸食によって偶然形成されたのか、旧文明時代の人類が地形を変えてしまったのか、真実を知る者はもう誰もいない。

　ナズラニ峡谷と呼ばれるこの場所には、ヤムール山脈をわざわざ越えずに済む唯一の公道が通っている。セーロフ王国建国以来の交通の要よう衝しようだ。

　かつて幾度か起こった内戦でも、この峡谷は東セーロフ島を制圧する側にとって欠かせない攻略地点だった。今回の戦争でもレガリオン軍はこの峡谷に大軍を差し向けている。

　ここを突破されれば、海ユ洋ニ連オ合ン軍の総司令部があるザトンの街まで、さほど距離はない。

　漏ろう斗と状に狭まった峡谷の入口を狙える位置に、大小の砲台が設置されている。急斜面に挟まれた公道に敵の進軍を防ぐための門や塹ざん壕ごうが幾いく重えにも掘られていた。峡谷の出口寄り、すべてを見下ろせる峰の頂上には、守備軍の司令部が置かれたナズラニ砦とりでがある。そこに夜明け前から各国の騎き士し団だんが集合していた。

　最後に到着したのが、騎士学院グランデコルの選抜隊だった。隊列の後方に付いていたジャンとティアナが城門の内側に着地したとたん、周囲にいた竜騎士ドラグーンや兵士たちが作業を止めて振り向いた。声をかけるでも手を振るでもなく、ただじっと彼の動きを眺めている。

「……歓迎されてないみたいだな」

　隣となりでフリデリカから降りたクリスにささやいた。あからさまな不審の目だ。「協議」が保留になったとはいえ、ジャンが偽にせ者もののスパイだという疑惑が消えたわけではない。

「大丈夫だよ……そのうち見る目も変わる」

　クリスんが小声で励ます──ふと、顔を寄せすぎたことに気付いて、慌てて距離を置いた。

「ご、ごめん」

「い、いや……」

　互いに意識しすぎて昨日の夜からうまく会話できない。人の姿になったティアナのところへ戻ると、なぜか彼女は雪の上で両手を広げてくるりとターンしていた。

「……なんだ、それ」

「レガリオンのおまじないだそうです」

　妙につんとした口調でティアナが言った。他ほかの誰かにも聞かせているような大きな声だ。

「近くにいる者が、自分のことをもっと話してくれるように」

「はあ？　なに言ってるんだお前」

　返事はなかった。出発前からティアナの機き嫌げんが悪い。怒っているというよりは、拗すねているように見える。

「ぐずぐずするな！　アバディーン！」

　アダマスがパートナーのソーニャとともに、兵舎に通じる石段を上がっていく。ジャンとティアナ、クリスとフリデリカ、ラシードとアネモネもその後に続いた。ここから先は他ほかの生徒や教官たちとは別行動で、砦とりでにいるセーロフ騎き士し団だんの司令官と話すことになっている。

　地を走る機甲竜ヒユドラを破は壊かいするために、この八人が決死隊となって──。

「あれっ？」

　ジャンは石段の途中で振り返った。他の全員も立ち止まる。

「なんでお前らまでこっちに来てるんだよ？」

　一番後ろにラシードとアネモネが付いてきていた。二人は一いつ瞬しゆん顔を見合わせる。

「…………援えん護ごを」と、ラシード。

「三騎だけじゃ足りないだろうから、援護するって言ってます。万が一、みんなが危ない時に守るって……」

　アネモネが補足する。ジャンの胸にじわりと温かいものが広がった。この二人はいつも危険を冒おかして自分たちを助けようとしてくれる。

「ありがとう、ラシード、アネモネ」

「…………いや」

　礼は要らない、というように彼は首を横に振った。

「ふざけるな。お前たちには選抜隊に加わる任務があるだろう。とっとと戻れ」

　怒りだしたのはアダマスだった。

「でも、さっき先生に話したら、好きにしていいって言ってましたよ」

「いいか、お前たちは学院長の命令で任務についたんだぞ。ここにいる教官にそれを覆くつがえせる権限など……」

「学院長の命令などどうでもいいぞ！　わたしが責任を持って許可する、好きにしろ！」

　石段の下からマグノリアが大声で叫んだ。ちょうど点呼を取っている最中らしく、選抜隊の生徒たちを自分の前に並ばせていた。アダマスは教官の方を睨にらみつけたが、結局なにも言い返さなかった。

「勝手にしろ！　ぼくの足を引っ張るなよ」

　早足で駆かけ上がっていく彼の後を、ソーニャが慌てて追いかける。

（あいつもなんか変だな）

　ジャンは首をかしげた。たとえ相手がマグノリアでも、いつもはもっと抗議しそうなものだ。そもそもジャンの補佐というこの任務を、プライドの高いアダマスが素直に受けたことも引っかかる。かといってなにか企たくらんでいるようにも見えなかった。態度からにじみ出るジャンへの敵意はなにも変わらない。お前たちなど死ねばいいと背中が語っている。




（……こんな連中、死んでしまえばいい）

　石段を上りながら、アダマスは心の中でつぶやいた。アバディーンの王子も、パートナーの皇女も、そして男でありながら人の心を惑わすクリス・キッドマンも、彼が築きずき上げてきたものを奪い取ろうとしている。

　だからこそ今までさんざん挑発し、罠わなにかけ、殺そうとさえしてきた。しかし、あの仮面の男がヴィクトル・アバディーンだと名乗った時から、その激しい敵意は単純なものではなくなった。

　仮面の男が言ったことには明らかな噓うそがある。今、背後にいる赤毛がスパイのはずはない。もしそうだったら、あの仮面の男がプラネッタの大会でアダマスを脅迫する必要などなかっただろう。スパイと八や百お長ちよう試合を組む方がよほど簡単だ。

　しかし、すべてが噓というわけでもない。おそらく仮面の男がヴィクトル・アバディーンだということは真実だ。かつて剣を交えたアダマスには、ここにいる赤毛とあの仮面の男、どちらが本物に近いかはっきり分かる。兄は死んだと思いこんでいたジャンがその名を騙かたって入学し、本物のヴィクトルが弟を失脚させようとしている──そう考えるとすべての辻つじ褄つまが合う。

（あいつ……）

　つまり自分を脅迫し続けていた仮面の男こそ、アダマスに消えない傷を刻んだ宿敵ということだ。きっと内心であざ笑っているに違いない。それを思うとはらわたが煮えくり返る。今、自分の地位を脅おびやかしているジャンも許せないが、兄のヴィクトルも同様に切り刻んでやりたい。

　これからなにをすればいいのか、アダマスは頭を悩ませていた。

　八人が宿舎の前に到着すると、セーロフ王国軍の軍服を身に着けた男女が立っていた。騎き士し団だんの団員たちらしい。見覚えのある短髪の女が彼らを従えるように立っている。確かジガ・ヴェルトフのパートナーのマルチナだ。カフカース要塞から逃げ延びたのだろう。頭と腕に包帯を巻いている。

「ヴェルトフは戦死しました。わたしが代理の騎士団長です」

　淡々とマルチナは告げる。その場にいた生徒たちが凍りつく。特にアバディーンやクリスの顔から血の気が引いていった。

「……お悔やみを申し上げる、マルチナ騎士団長代理」

　全員を代表してアダマスが言った。ヴェルトフの戦死は大きな損失のはずだが、この場にいる騎士団員たちは動揺を見せていない。このマルチナにもそれなりの統率力があるのだろう。

「ヴィクトル・アバディーン王子、ティアナレルド皇女殿下」

　彼女はこの場に存在していない人間の名を口にした。

「敵の新兵器の掃討をするよう命じられたとか」

「……はい」

　と、アバディーンが答える。

「この峡谷に向かっている敵軍は、地上部隊だけで十万人以上、地の機甲竜ヒユドラはその先頭の部隊にいるとのこと」

　マルチナがさらりと口にした数字にアダマスは驚きよう愕がくした。この峡谷を守る海ユ洋ニ連オ合ン軍は、竜騎士ドラグーンたちを含めても二万人に満たないはずだ。地の利があるとはいえ、そのような大軍から守りきれるのか。

「もし任務の続行が不可能なら、引き返して下さい……騎士学院グランデコルの意向に関係なく、セーロフ騎き士し団だんはあなた方の身柄を保障します。ヴェルトフもそう望むでしょう」

（余計なことを）

　つい頰が引きつった。マルチナはこの二人が困こん難なんな任務を負わされることに反対しているらしい。いざという時は弁べん護ごすると言っているのだ──ただ、よく観察すると騎士団員たちのアバディーンたちを見る目つきには険しさがある。全面的にマルチナに賛成している者は数少ないのだろう。

「俺たちは、引き返したりしません」

　アバディーンがきっぱり言った。

「必ずレガリオン軍の新しい機甲竜ヒユドラをぶっ壊こわしてきます」

　セーロフ騎士団員の何人かが冷笑を浮かべた。ただの虚勢だと思ったに違いない。アダマスの思いは複雑だった。この阿あ呆ほうな赤毛を今すぐ八つ裂きにしたかったが、もう一人の宿敵がいるレガリオン軍も根絶やしにしてやりたい。

「いつ出しゆつ撃げきするか、判断はあなた方に任せます。敵の詳しい布陣については、兵舎の中で説明を……」

　西の方角から地鳴りが聞こえてきたのはその時だった。機甲竜ヒユドラのものらしい甲かん高だかい駆動音が耳に突き刺さる。敵てき襲しゆうを知らせる信号弾が上がり、砦とりで中の兵士たちが一いつ斉せいに走り始めた。こわばったような手足の動きが、彼らの緊きん張ちようを物語っている。

（……本当に十万人なのか？）

　マルチナの口にした数字は本当なのだろうか。どれほどの大軍なのか、アダマスには見当もつかなかった。

　海ユ洋ニ連オ合ン軍とレガリオン軍の決戦が、始まろうとしていた。




　敵軍について大まかな説明を受けてから、ジャンたちは兵舎の階段を上がって屋上に出た。針葉樹に覆おおわれた峡谷の先、空の向こうから、黒い雲のような機甲竜ヒユドラの大部隊が峡谷に迫ってきている。地上部隊の攻撃に先立って、こちらの陣地を叩たたくつもりだ。

　それを迎え撃うつために、騎き士しを乗せた竜たちが次々と砦とりでから飛び立っていく。敵味方の入り乱れる空中戦が始まるだろう。その混乱に乗じて、ジャンたちも出しゆつ撃げきするつもりだった。

　マルチナの話によれば、レガリオン軍の地の機甲竜ヒユドラは歩兵のやや後方にいるという。地上での戦せん闘とう開始とともに自軍を追い抜いて突出し、砲撃しつつ海ユ洋ニ連オ合ン軍の塹ざん壕ごうを蹂じゆう躙りんするのだという。

　生身の兵士が鋼鉄の塊かたまりを止めるのは不可能に近い。自在に動く標的を砲台から狙うのも難むずかしい。一撃で機甲竜ヒユドラを破は壊かいできるジャンと、空中を迅速に動けるティアナならひょっとして仕留められるかもしれない。そうすれば、レガリオン軍の突撃を防ぐことも──。

（それでも、防げるだけか）

　一いつ瞬しゆん、暗い予感が胸をよぎった。自分たちが最大限の戦果を挙げたとしても、海ユ洋ニ連オ合ン軍が勝利するわけではない。均きん衡こうを保つだけで精一杯だ。

「行くぞ！」

　不安を振り払って皆に声をかけた。今、やれることをやるしかない。

「バルバートルとソーニャは雲に偽ぎ装そうして、俺たちを地上部隊の真上にまで……」

　こつん、と額ひたいに冷たいものが当たった。目を上げると、アダマスの砲剣の先端が突きつけられていた。

「バルバートル！」

　ティアナとクリスが同時に声を上げた。ジャンは身動きできなかった。目を逸そらしただけで撃たれる、そう直感した。

「ぼくに命令するな、ジャン・アバディーン」

　かすれた低い声でアダマスが言った。血走った両目に殺気が漲みなぎっている。折り合いは悪かったが、ここまで憎まれているとは想像していなかった。

「……誰だって？」

　ジャンは静かに聞き返す。砲剣の切きっ先さきがぶるっと震えた。

「とぼけても時間の無駄だ！　お前はジャン・アバディーンだろう。ここにいるお前の仲間たちも、正体を知ってるはずだ。違うなら言ってみろ！」

　誰からも返事はない。まだ真相を話していないラシードとアネモネまで黙だまっている。彼らもジャンの正体に見当がついているようだった。

「一つだけ尋ねる。ジャン・アバディーン、お前は本当に自分の兄を殺すつもりか？」

　一瞬、答えに詰まった。アダマスにとっての「正解」でなければ射殺される──が、このことで噓うそをつくわけにはいかない。彼は息を深く吸った。

「……その覚悟は持ってる」

　長い沈ちん黙もくの後で、アダマスは砲剣を下ろした。ほっと息をつこうとして、視界の端はしでラシードが動いていることに気付いた。湾曲した刃やいばの形をした武具を握りしめて、アダマスを倒そうとしている。ソーニャが音もなく移動し、パートナーの背中を守ろうと身構えた。

「やめろ、ラシード……大丈夫だ」

　ジャンは言った。アダマスの殺気はいくらか薄らいでいる。それに、ここで彼らを欠くわけにはいかない。出しゆつ撃げきできなくなってしまう。

「ぼくはお前たち兄弟を憎んでいる。ヴィクトルも、ジャンも、どちらもだ」

　アダマスは吐き捨てるように言った。

「お前を殺す機会はこの先いくらでもある……しかし、ヴィクトル・アバディーンを殺すには、この戦争でお前に協力するしかなさそうだ。お前は後回しにしておいてやる」

　本気で言っているのは明らかだった。おそらくは、以前からジャンを殺したがっていたのだろう。そして、これからもその意志は変わらない。

「……分かった」

　ジャンはうなずいた。この男は敵だ──でも、今は噓うそはついていない。それだけは分かる。

「この戦争が終わったら、いつでも相手になってやる……でも、堂々と殺しに来い。背中から撃うったりすんなよ」

　アダマスはふんと鼻を鳴らす。かすかに笑ったようにも見えた。

「出撃するぞ、ジャン・アバディーン」




　　　　４




　パートナーを乗せた四騎きの竜は、各国の騎士団から離れて上昇を続けた。海ユ洋ニ連オ合ン軍もレガリオン軍もいない高度には強い寒風が吹いていた。ちぎれたような灰色の小さな雲の群れが、朝日とは反対の方角へ向かって流れていく。運のいいことに風向きは西だった。

『この雲にまぎれて移動しましょう』

　と、ティアナは一同に告げた。アダマスとソーニャが氷の竜ル気ンで雲を作る間、彼女は戦況を確認していた。峡谷の入口に広がった扇形の低地の上空で、機甲竜ヒユドラと竜たちが戦せん闘とうを開始している。

　アバディーン戦せん役えきで幾度となく目にした戦場の光景だ。

（……でも、あの時とは違う）

　背中の上にいるジャンも気付いているかもしれない。この中で本当の戦争を知っているのは、ジャンとティアナだけだ。戦場で大切なものを失ったという思いが、二人を繫つなぐ絆きずなにもなっている。

「全騎、ぼくたちの周りに来い。なるべく距離を詰めろ」

　アダマスたちの作った雲の中心から、大きな声が聞こえてきた。パートナーを乗せたティアナたちは、互いにぶつからないように注意しながら、ねばりつくような冷気の中に体を埋めた。

　八人を隠している雲はゆるゆると移動を始めた。アダマスたちは微妙に方角を調整し、正確に敵軍の真上に近づいていく。

「ティアナ、下を見ろ」

　ジャンが言った。彼女たちの眼下では、機甲竜ヒユドラの小隊が一騎きの竜騎士ドラグーンに迫っていた。人工の竜たちの運動性能は高く、生身の竜が追いこまれている。この空域のどこを見ても同じような状況だった。

「……新型だ。数も多い」

　機甲竜ヒユドラの改良が進み、急激に性能が上がってきている。今や平均的な竜と同程度の運動性能を持つに至っていた。竜騎士ドラグーンたちはそれぞれの竜ル気ンを駆使して、かろうじてしのいでいる様子だった。彼らは上空に釘くぎ付づけにされ、地上の友軍を支援する余裕を奪われている。

　峡谷の入口に広がる平地には、幾筋もの長い塹ざん壕ごうが掘られている。レガリオンの歩兵軍団がそこに迫ってきていた。いくつもの小集団に分かれ、それぞれが防御の弱い部分に集中して攻こう撃げきを仕掛けようとしている。

　どの小集団にも金属の異様な兵器が配置されていた。六本の脚を駆使して前進しながら、海ユ洋ニ連オ合ン軍の陣地に向けて砲撃を仕掛けている。この上陸作戦で突然投入された地の機甲竜ヒユドラだった。

　最前線にいる部隊の頭上に、空の機甲竜ヒユドラが戦せん闘とうに加わることなく滞空している。その数は全部で五十機以上。地上の友軍を守るためだけに存在しているのだ。

　ティアナたちは雲ごと停止する。標的の地の機甲竜ヒユドラはちょうど真下に位置していた。

「お前たちが先頭で活路を開き、ぼくたちがその背後について援えん護ごする……それでいいな？」

　アダマスがジャンに向かって確認する。

『待って下さい』

　と、ティアナは言った。

『予想以上に上空の機甲竜ヒユドラが多いようです。このまま編隊を組んで突とつ撃げきするのは、あなた方にとって危険が大きすぎます」

「怖おじ気けづいたということですか？」

　アダマスが嫌いや味みを言った。

「かといって今さら帰るわけにもいきませんよ、皇女殿下」

「ティアナが言ってるのはそういう意味じゃない」

　ジャンが口を挟んだ。彼には意図が伝わったようだった。

「俺とティアナが単騎で突っこむから、みんなはここで引き返せってことだよ。俺たちだけの方が、周りを気にしないで身軽に……」

「そんなのは駄目だよ！」

　いきり立って反論したのはクリスだった。冷気で白くぼやけているが、興奮で頰を染めているのが分かる。

「援えん護ごがなくては君たちが危険すぎるよ。敵の守りが堅いなら、全員この場で引き返すべきじゃないか」

　ティアナの体の奥底がかすかにうずいた。クリスは君たちと言っているが、心配しているのは主にジャンの命だ。クリスティーン・キッドマンは彼のことが好きなのだから。正体を隠している者同士が惹ひかれ合うのは当たり前だ。

『……では、こうしましょう』

　わずかな間を置いて、ティアナは語りかけた。ジャンとクリスのことなど、後でいくらでも考えればいい。この戦場を生き抜くのが先だった。

『わたしとアバディーンは単たん騎きで降下し、地上部隊を掃討します……しかし、あなた方はこのまま上空に留とどまり、わたしたちを援護して下さい」

「でも、それでは……」

『キッドマン、あなたならこの高度から地上付近の敵を狙そ撃げきできるはずです』

　クリスの抗議を無視して、ティアナは話を続けた。

『わたしより速く動ける竜はいません。この状況で他ほかの竜が近くにいると、かえってわたしたちの行動が制限されてしまいます。わたしと彼だけで敵軍に飛びこみ、あなた方はここに留まって敵を引きつける……その方が全員生存できる確率は高くなります』

「その口上は逃亡の下準備ですか？」

　アダマスが嫌いや味みたっぷりに尋ねる。

「ぼくたちがここまで来ているのは、あなたがたを背後から監視するためですよ。離れてしまっては意味がない」

『キッドマンなら、離れていてもわたしたちを狙撃できます。彼の腕前はあなたもよく知っているのでは？』

　沈ちん黙もくが流れる。反論する者は誰もいなかった。

「ティアナの言うとおりだと思う」

　と、ジャンは言った。ティアナはほのかな喜びを感じた。結果として二人きりで戦うことになった。誰にも邪じや魔まされることはない。

「始めるぞ。時間がない」




　海ユ洋ニ連オ合ン軍の塹ざん壕ごう地帯の先に、雪の積もった山々と切り立った峡谷が見える。その底にある公道の制圧がレガリオン軍の目標だ。

　氷のように固くなった雪だまりに隠れて、レガリオン軍の歩兵たちは敵の塹壕に発砲した。戦場に響ひびき渡る砲声のおかげで、自分たちの銃撃はまったくの無音に思える。

　弾だん倉そうが空からになった連発銃を背後に差し出すと、少年兵が装そう塡てんの済んだ予備の銃を握らせてくれる。塹ざん壕ごうの中で射的の的まとのように動いている軍帽に照準を合わせたとたん、背後から断続的な低音が響ひびいてきた。なにか巨大なものの足音だ。

　兵士たちは急いで立ち上がり左右に飛びのく。雪だまりを蹴散らしながら、白い金属の地竜が前へ進んでいった。昨日の激しい戦せん闘とうで装甲板が凹くぼみ、脚の一本は機械がむきだしになっている。

　しかし、激しい銃じゆう撃げきを浴びせられても動きを止めない。背中に積んだ火砲が返礼のように火を噴ふく。塹壕の中から雪と土と──そして人の肉の混じった黒煙がどっと舞まい上がる。かすかに敵兵の悲鳴が耳に届いた。

　彼らはなおも前進する機甲竜ヒユドラの背後に隠れた。昨日もこうして敵の防塞を突破した。この怪物はおそろしく頼りになる。止められる者など誰もいない。

　唐突に頭上から光の塊かたまりが降り注いだ。一いつ瞬しゆん、兵士たちの視界が奪われる。大気が裂けるような轟ごう音おん。落雷か──いや、そうではない。

「な、なんだ、これは？」

　金属の地竜の上半身がきれいに消失し、地面に丸い大穴が開いていた。上空から攻撃されたのだ。とてつもない破は壊かい力りよくだ。

　歩兵の一人は思わず空を見上げた。

　一体の金色の竜が一直線に降下してくる。上空を守っていたはずの空軍は突破されたらしい。その姿はみるみるうちに大きくなってくる。分厚い防具を身に着けた、赤毛の若い男が背に乗っていた。見開かれた紫色の瞳ひとみと視線が合った。異様に口径の大きな砲剣の先端が彼に向けられている。

（機甲竜ヒユドラを壊こわしたのは、あいつか）

　兵士の全身が凍りつく。海軍の知り合いから聞いた話が脳裏に蘇よみがえった。

　海ユ洋ニ連オ合ン軍には一人化ばけ物もののような火力を持つ竜騎士ドラグーンがいるらしい。数日前の上陸作戦では、東の海岸に向かった海軍の別働部隊がたった一騎きに退却させられた。巡じゆん洋よう艦かんと駆く逐ちく艦が二隻せきずつ沈没寸前にされてしまったという。

　ただの冗談だと思いこんでいた──たった今、この目で見るまでは。

（殺される）

　足がすくんで動けない。かろうじて銃を構えているが、撃うち返すことも逃げることもできなかった。




　地上から銃口を向けるレガリオン軍の兵士が怯おびえきっていることに気付いて、ジャンは照準を外した。戦意がない者を殺す必要はない。

（必要以上に殺さない）

　契約を結んだ時、ティアナと交わした約束だった。

　下半身だけになった残ざん骸がいの真上で、ティアナは強引に姿勢を水平に戻した。そのとたん、翼つばさの脇を砲弾が通りすぎていく。ジャンは身をよじって振り向き、砲口をこちらに向けている地の機甲竜ヒユドラに発砲した。「ペイルライダー」の弾丸は背中の回転式の火砲に命中、内部の砲弾をも誘ゆう爆ばくさせる。爆煙とともにはじけ飛ぶ破片の中に、誰かの軍帽が混じっているのが見えた。

　人が死んだ瞬しゆん間かんだった。

（……でも、誰かは死ぬ）

　レガリオン軍から「金色の死神」と呼ばれるティアナには分かっているはずだ。自分たちが騎き士しと騎竜である以上、戦場では必ず誰かを殺すことになる。必要以上でないからといって、許されるわけではない。ヴィクトルが知ったらあざ笑うだろう。お前たちは甘すぎると。そうかもしれない。殺すか、殺されるか、彼はそのどちらかだけを考えているはずだ。でも、自分たちは──。

『ジャン！』

　思いに沈みそうになっていた彼は我に返った。頭上から空の機甲竜ヒユドラが降下してくる。敵の攻こう撃げきよりも早く、ジャンは空に向けて発砲する。金属の片かた翼よくが吹き飛び、雪原に乗り手ごと墜つい落らくしていく。

　つい目で追おうとした瞬間、左の脇腹に激痛が走った。地上から撃うたれたのだ。視界が暗くなりかける。砲剣をもう少しで取り落とすところだった。痛みの中心に触れると、竜りゆう鱗りんの装甲が凹くぼんでいる。幸い防具を貫通していなかったが、衝しよう撃げきまでは殺せなかった。肋ろつ骨こつが折れていないことを祈るばかりだ。

　ジャンは背を丸めたまま、前方を向いた。一台の地の機甲竜ヒユドラが、塹ざん壕ごうの手前に置かれた防ぼう護ご柵さくを今にも乗り越えようとしていた。急いで「ペイルライダー」の引き金を引く。巨大な光球に金属の胴体が吞のみこまれ、脚だけを残して消失した。

「ティアナ」

　と、ジャンは言った。血の混じった咳せきが出る。ぐっと歯を食いしばった。半なかば壊こわれた防護壁に、新たな機甲竜ヒユドラが突撃してくる。

「悪い……かなり、殺すことになる」

『言わなくても分かっています……わたしはあなたのそばから離れません。決して』

　狙いを定めながら、まるで恋の告白みたいだとぼんやり思った。引き金を引く。金属の怪物が破片をまき散らしながら爆発する。これで三台──いや、四台破は壊かいした。あと何台だろう？

　不意に背筋が凍りついた。振り向くと三機の空の機甲竜ヒユドラが、すぐ背後に迫っていた。顎あごを開いて火炎を吐こうとしている。

「高度を上げろ、ティアナ！」

　ティアナが急上昇に転じると、そこへ別の小隊が降下してくる。待ち伏せだ。動きを読まれていた。

「くそっ」

　ジャンの「ペイルライダー」が先頭の一機を破は壊かいする。残りは二機。ボルトハンドルを引いて薬やつ莢きようを排出しようとしたが、脇腹の痛みで腕が素早く動かなかった。

（間に合わねえ）

　その瞬しゆん間かん、赤い光がはるか上空から隕いん石せきのように降り注いできた。続けざまに二度、機甲竜ヒユドラの乗り手たちの背中に命中し、彼らの体がどっと燃え上がった。操そう縦じゆうする人間を失った兵器が木の葉のように舞まい落ちていく。

（炎の竜ル気ンか）

　クリスの援えん護ごだ。ジャンは流れていく雲に目を凝こらした。フリデリカの背中で「ファイアーフォックス」を構えた彼女がどこかにいるはずだった。




　ジャンとティアナが危機から逃れたのを見届けて、クリスはほっと息をついた。

　彼女の眼下で両軍の激突が続いていた。峡谷を背に塹ざん壕ごうに立てこもった海ユ洋ニ連オ合ン軍が、圧倒的に数の多いレガリオン軍からの攻こう撃げきを必死にしのいでいる。十万とマルチナは言ったが、それよりは少ない気がする。目視できる範はん囲いで歩兵は五万程度。しかし、それでも相当な戦力差がある。

　海ユ洋ニ連オ合ン軍は斜面に作られた砲台から砲撃しているが、平地に散開した敵の兵力が多すぎて決定的なダメージを与えられない。むしろ地の機甲竜ヒユドラに反撃され、少しずつ沈ちん黙もくを余儀なくされている。地上戦の問題はやはり例の新兵器だった。ジャンたちは地と空の機甲竜ヒユドラに挟撃されながら、必死に任務を遂すい行こうしようとしている。

　見たところ地の機甲竜ヒユドラは全部で三十台ほど。二人は友軍の塹壕の上を飛び回り、次々とそれを破壊している。海ユ洋ニ連オ合ン軍が押されながらも後退していないのは、ジャンたちの活かつ躍やくのおかげかもしれない。

「キッドマン！　なにをしている！」

　上方からアダマスが叫んだ。もう彼らは雲への偽ぎ装そうを解いていた。今の狙撃でクリスたちの存在は敵に知られてしまった。視界が遮さえぎられるとかえって危険だ。

「敵が来るぞ！」

　ジャンたちを追っていた敵機が二手に分かれて、一方がこちらに急上昇してくる。隊長機らしい先頭の機甲竜ヒユドラに「ファイアーフォックス」を向ける。狙うのは翼つばさの付け根だ。遠距離射撃に特化したクリスの砲剣はやや威力に欠ける。一撃では機甲竜ヒユドラを落とせない可能性があった。

　不意に横殴りの風が吹いて、クリスたちの位置が大きくずれる。狙いが外れてしまった。いつのまにかラシードとアネモネが同じ高さに降下してきている。彼らの風の竜ル気ンに煽あおられたらしい。

『ちょっとなに……』

　フリデリカが抗議しかけた時、二騎きの間を銃弾が通り抜ける。振り向くとすぐ背後に二機の機甲竜ヒユドラが滞空していた。敵の方もこの空域に伏兵を置いていたのだ。さっきまでの場所にいたら、クリスが撃うたれていただろう。

　クリスが砲剣を構える前に、ラシードがひらりと空中に身を躍おどらせた。

「あっ……」

　クリスは息を吞のんだ。ここは空の上だ。もし地面に落ちれば間違いなく即死──死体さえ四散してしまう高度だった。風の竜ル気ンの力を借りたラシードは、生身の人間ではありえない距離をやすやすと飛び越え、機甲竜ヒユドラの首の上に降り立った。

[image: ]

　啞あ然ぜんとする敵の乗り手の胴体を、竜りゆう鱗りんの長い刃やいばでためらいなく横一文字に両断する。その勢いのままもう一機の機甲竜ヒユドラに刃を飛ばし、金属の翼つばさを切り裂く。弧を描いて戻ってくる武具を受け止めると、墜つい落らくし始める敵機から空中に飛んだ。

　そこに滑りこんでくるアネモネの背に再び収まった。

（……凄い）

　ラシードが戦う姿を見るのは初めてではないが、クリスは改めて驚きよう嘆たんした。彼女とは特性がまったく違う。近距離戦せん闘とうに特化した騎士候補だった。

「近づいてくる奴やつらはぼくとカリクマーンに任せろ！」

　真下から近づいてくる機甲竜ヒユドラに発砲しながら、アダマスが叫んだ。

「お前は自分の仕事をしろ、キッドマン！　あの赤毛のバカどもを守るんだろう！」

　耳を聾ろうする駆動音にも負けずに、彼の声ははっきり聞こえた。ジャンに殺意を抱き続ける限り、クリスにとってアダマスは敵だ。

　しかし、戦場にいる今は頼りになる。

「分かった！　頼む！」

　アダマスたちのやや上空に退しりぞくよう、フリデリカに指示する。地上近くで戦い続けているジャンたちの姿を目で追った。決して見失わないように、彼の命を守るために。




　十五台まで破は壊かいしたところで、ジャンは数えるのをやめた。体の芯が痺しびれたように力が入らなくなってきた。「ペイルライダー」は体内の竜ル気ンや生気プラーナを桁けた違ちがいに大量に消費する。負傷していなくとも、この砲剣で戦い続けるだけで死に近づいていく。

　思考も狭まり、状況判断がうまくできない。防御と回かい避ひはティアナに任せて、ジャンは単純な作業に集中することにした。周囲を常に見回し、視界に入った地の機甲竜ヒユドラを破壊する。薬やつ莢きようを放出し、新たな弾丸をこめる。

『大丈夫ですか？』

　ティアナの声が遠くから聞こえた。

「やるしかねえだろ！」

　ジャンは首を振りながら大声で答える。樹氷に覆おおわれた木こ立だちの中から、峡谷に向けて砲ほう撃げきしている機甲竜ヒユドラを見つけ、ジャンは銃口を向けた。自分の両腕の重さを改めて意識する。砲剣を操あやつるのも辛つらくなってきていた。引き金を引く。氷の礫つぶてが四方八方にはじけ飛んだ。

　命中を確認しようと目を凝こらしていると、ぞわりと風が頰を撫なでた。視線を右側に走らせる。翼つばさと翼が触れ合うほど近くに、空の機甲竜ヒユドラが飛んでいた。敵の乗り手が銃を構えている。

「ティアナ……」

　彼の騎き竜りゆうが待避行動に入った。地面がぐらりと傾き、機甲竜ヒユドラに狙いを定められない。敵兵が先に撃うってきた。銃声がうつろに響ひびき、ジャンの頭を覆っていた防具が吹き飛ばされた。

（あ……）

　瞼まぶたの裏側で黒い火花が散った。一いつ瞬しゆん気絶したらしい。再び目を開けると、敵の兵士の体が炎上していた。低空を滑っていた機甲竜ヒユドラは、砲撃で開いた地面の穴に頭から突っこんだ。

（……クリスも、助けてくれてる）

　額ひたいがずきりと痛む。破片で切ったのだろう。生温かい血が風に流されてこめかみに溜たまっていた。ジャンは傷口を指で引っかいて意識をはっきりさせる。ほんの一瞬だが、周囲の音がはっきり聞こえ、視界が元どおり明るくなった。

　戦場の中央──最も障害物のない平地に両軍の歩兵たちが集結し、ほとんど格かく闘とう戦せんに近い状況に陥おちいっている。墜つい落らくした竜騎士ドラグーンたちを助けようと塹ざん壕ごうから飛び出した歩兵たちに、地の機甲竜ヒユドラが今にも火炎放射を浴びせようとしていた。

　ジャンは「ペイルライダー」で発砲する。やや狙いは外れたが、地面の一部とともに脚の半数が消し飛んで動きが止まった。

『ジャン、これ以上はあなたが危険です』

　ティアナの声が聞こえる。

『戻りましょう。後は他ほかの者に任せて……』

「……駄目だ」

　ジャンは首を横に振った。あと一台だけ、前線に地の機甲竜ヒユドラが残っている。すべて破は壊かいするまでは戻れない。ティアナにも分かっているはずだ。ジャンは左手も添えて、正面の視界に入った白い怪物に狙いを定める。

　最後の一台は防ぼう護ご柵さくを踏み抜き、塹壕を乗り越えていくところだった。ずんぐりと太く短い首から、爆ばく薬やくの集積地に向けて激しい火炎が放たれる。あのままでは誘爆してしまう。

　彼は発砲した。金属の首の先端が吹き飛び、火炎放射は止まる。しかし、機甲竜ヒユドラそのものはまだ動いていた。体内で操そう縦じゆうしている乗り手たちも無事だろう。

　とどめを刺そうともう一度引き金を引いた。

（え？）

　弾丸が発射されない。引き金が軽い音を立てるばかりだ。動作不良──いや、違う。体内の生気プラーナと竜ル気ンが尽きているのだ。回復には少なくとも数時間、場合によっては半日かかってしまう。

　これ以上撃うつことはできない。もう少しで全滅させられるところだというのに。

（……くそ）

　ジャンは歯ぎしりした。ここまでか──。

　破裂音が戦場に響ひびいたのはその時だった。火薬や竜ル気ンによる爆発とは違う。遠くまで響かせるための軽い音。

　地平線に近い西の空、戦せん闘とう空域のずっと外にレガリオン軍の黒い機甲竜ヒユドラが滞空しており、そこから一筋の赤い煙が立ちのぼっている。乗り手が信号弾を発射したらしい。

　突然、塹壕の先にまで侵入していた白い機甲竜ヒユドラが百八十度向きを変えて、西の方角へ後退を始めた。歩兵たちも一糸乱れぬ動きでにそれに続いた。

　平地の中央部から波が引くようにレガリオン軍がいなくなっていく。空の機甲竜ヒユドラも同様で、竜騎士ドラグーンたちへの追跡をやめ、一いつ斉せいに西へ回頭する。

（退却、か……）

　ジャンは胸を撫なで下ろした。優勢にあるとはいえ、レガリオン軍はかなりの損害を受けている。一旦軍を引いて態勢を立て直すつもりかもしれない。

　とにかく、戦せん闘とうは終わった。そう自分に言い聞かせた瞬しゆん間かん、ジャンの全身から力が抜けていった。「ペイルライダー」を抱えこんだまま、騎き竜りゆうの背にぐったりと胸を預ける。

　薄れゆく意識の中で、西の空に目を凝こらす──空の機甲竜ヒユドラから撤てつ退たいの指示を出した兵士は、仮面を付けているように見える。

（……兄さん）

　日の光を浴びて顔面が不気味に輝く。自分の方をじっと見ている気がした。
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　セーロフ騎士団には契約を結んでいない竜族が何人か所属している。騎士を失っても本国に帰国しなかった者たちで、伝令や緊きん急きゆう物資の運搬などを請け負っている。

　カジカ・サカイをナズラニ砦とりでに運んだのも、そういう竜族のうちの一人だった。早朝に始まった戦闘は終了した後で、雲に隠れかけた太陽はちょうど天頂にある。正午の鐘かねが鳴ったところだった。

「あっ、どーも。ありがとうございました」

　カジカは恐縮しながら礼を言って、自分と一緒に運ばれてきた大きな木箱を次々と中庭に下ろす。世界中の精せい鋭えいたちが集結するこの砦に、自分が場違いに思えてならなかった。

　カジカも騎士学院グランデコルに通う騎士候補ではあるが、選抜隊のメンバーではない。竜のパートナーも持たない、ごく平凡な成績の生徒だ。ここへやってきたのは戦闘に参加するためではなかった。

　セーロフ王国軍の軍服を身にまとった男たちが居城の入口から現れて、のろのろと近づいてくる。皆どこかしらに傷を負い、疲れきっているのが分かる。過酷な戦闘をくぐり抜けたことを示すように、誰の両目にもどこか荒すさんだ色があった。カジカの背筋に震えが走ったのは、寒さのためだけではなかった。

「学院島の方ですね」

　頭と腕に包帯を巻いた老女が彼らの後ろから現れる。

「セーロフ騎士団長代理のマルチナです」

「あっ、わざわざすいません……ラフエッジ工房のカジカ・サカイっす。師匠……ラフエッジからの使いで、砲剣『サンダーボルト』五十丁お届けに上がりました」

　ぺこりと頭を下げる。ここへ来たのは師と仰ぐ砲剣鍛か冶じに命じられたからだ。戦場での酷使に耐えきれず、竜りゆう鱗りんの武具が動作不良を起こすことは珍しくない。ラフエッジは海ユ洋ニ連オ合ン軍からの要請で、騎士たちに信頼できる砲剣を提供している。世界一の砲剣鍛冶と謳うたわれるラフエッジが生み出す武具は、騎士たちの間では垂すい涎ぜんの的まとだった。

　本来ならラフエッジ本人が届けに来るはずだが、彼は工房で新たな武具作りに取りかかっている。そこで同居する弟子を向かわせたのだった。

　カジカはひととおりの説明を終えて「サンダーボルト」を引き渡すと、狭い砦とりでの中を歩き回って騎士学院グランデコルの選抜隊を捜した。他ほかにも用事があったのだ。

　塁壁の内側でたき火に当たっている生徒たちを見つけるまで、そう時間はかからなかった。負傷している者はほとんどいないようだ。生徒たちの大半は各部隊での伝令の任についていて、戦せん闘とうには直接参加していない。

「おお、どうしたクズ。遊びに来たのか？」

　火から離れて腕組みをしていたマグノリアが、振り返って声をかけてきた。

「なに言ってんすか。師匠の使いで来たんすよ……あのー、アバディーンとキッドマン先輩って今、どこにいます？」

　アバディーンの名を出したとたん、生徒たちが一いつ斉せいに振り返った。ここにいるのが疑惑の王子と同じ「黒組」のカジカだと気付いたのだろう。冷ややかな視線を投げつけてくる。「協議」は保留になっているが、アバディーンに対する生徒たちの不信は根強いようだった。

「生きているぞ。今どこにいるかまでは知らんな。誰か知っているか？」

　マグノリアの問いかけに返事はなかった。知っていても答えてくれそうにない。

（なんなんだろーな、こいつら）

　カジカはひそかにため息をついた。アバディーンの正体がなんであろうと、今まで皆のために戦ってきたことは見れば分かる。今日の戦いでもきっとそうだったはずだ。ここにいる連中は、同じ戦場に出ている相手を信用できないのだろうか。

　こんなところで言い争っても仕方がない。よそを当たろうと思った時、

「アバディーンは兵舎に運びこまれたぞ。大きな怪け我がはないが、意識を失ったらしい……キッドマンも多分一緒だろう」

　炎の向こうにいるギル・デムランが言った。アダマス・バルバートルに代わって、選抜隊の隊長となった「白組」の騎き士し候補だ。カジカと話すのは初めてだった。

「……俺がよろしく言っていたと伝えてくれ。目が覚めていたらでいい」

　そう言って再び火に当たり始める──全員があの王子に反感を持っているわけではなさそうだ。そういえば、ギルはプラネッタの大会でアバディーンと一緒に戦っている。

　礼を言ってカジカが立ち去ろうとすると、

「なあ、おい」

　マグノリアに呼び止められた。彼女は宙を見ながら唇をへの字に曲げている。

「ソード……いや、ラフエッジの阿あ呆ほうは元気か？」

「えっ？　はあ、元気……でもないっすかね。ここんとこ徹てつ夜や続きで」

　戸惑いながら答える。マグノリアの眉み間けんの皺しわが深くなった。二人は古い顔見知りらしく、たまに会っているのはカジカも知っている。しかし、どうして戦場にいる者がいない者を気き遣づかっているのだろう。

「そうか……分かった。もう行っていいぞ。とっとと消えろ」

　ひらひらと手を振ってカジカを追いやる。一体なんだろう。首をかしげながらその場を立ち去った。




　鋳ちゆう鉄てつ製のストーブの中で、太い薪まきが赤々と燃えている。

　意識を失ったジャンが運ばれたのは、兵舎の一番奥にある小部屋だった。この砦とりでで個室をあてがわれているのは彼だけだ。しかし、扉の外にセーロフ人の兵士が控えていることを考えると、戦功を上げた者を気き遣づかったのではなく、他ほかの兵士と隔離しつつ監視しているだけかもしれない。

　クリスはジャンの寝顔を見下ろしていた。椅子がないので彼女もベッドの端はしに腰を下ろしている。今、部屋には他に誰もいない。ティアナはたった今配給の湯を貰もらいに出て行ったばかりだ。フリデリカやアダマスやラシードたちは別の部屋で休息を取っていた。

　かすかに寝息が聞こえてくる。深い眠りに落ちているのか、シーツの上に投げ出された手はぴくりとも動かない。額ひたいの傷には包帯が巻かれていた。

「……無茶ばかりして」

　誰にも聞こえないように、そっとつぶやく。上空から援えん護ごしていたクリスは、少しずつ体力を消耗していくジャンを誰よりもよく見ていた。少しでも早く戦線を離脱して欲しいと願いながら、「ファイアーフォックス」で敵を狙そ撃げきし続けていた。

　危ない場面は何度もあったが、とにかく二人とも無事に生き残った。

「……ジャン」

　クリスの指がジャンの指先にそっと絡んだ。氷のように冷たい。思わず手のひらに自分の手を重ねてしまった。胸の奥がきゅっと音を立てた気がした。

　部屋の中は静まりかえっている。クリスは閉ざされたままの扉を振り返った。ティアナはもうしばらく戻ってこないはずだ。

　自分のしたいことを思い浮かべると、頰がかっと熱くなった。そんなことをするなんてとんでもない──でも、次にいつ二人っきりになれるか分からない。

　手を握られても、ジャンは眠ったままだ。多少のことでは、目を覚ましそうにない。

（それぐらい……いい、よね）

　そろそろとクリスはジャンに自分の顔を近づけていった。柔らかな黒い前髪がジャンの額にかかる。ジャンの瞼まぶたが震え、薄目が開いた。はっとして体を起こしたところに、

「大丈夫でした？　アバディーンの奴やつ」

　と、声をかけられる。本当に心臓が止まるかと思った。いつのまにか扉が開いていて、大きな革の鞄かばんを手に提さげた瘦やせぎすの少年が立っていた。ジャンと同じ「黒組」のカジカ・サカイだ。

「あっ、こ、こ、こんにちは」

　しどろもどろで挨拶をする。決定的な瞬しゆん間かんは見られていないはず──というより、どうして選抜隊に選ばれていない彼がここにいるのだろう。

「俺、師匠から頼まれてきたんすよ。セーロフ騎き士し団だんに武器を届けてから、先輩とアバディーンの砲剣を整備してやれって」

　カジカは返事を待たずに部屋に入ってくると、窓の下に立てかけられた二本の砲剣を取り上げた。「ペイルライダー」と「ファイアーフォックス」、どちらもラフエッジ工房で作られた逸品だった。二丁の状態を確かめながら、カジカは眉を曇くもらせた。

「ずいぶん、ぶっ放したんすねー……二人とも」

　彼は鞄から取り出したぶ厚い帆ほ布ぬのを床に広げ、二丁の砲剣を横たえた。その前にどっかり座りこんで次々と工具を並べていく。分解して部品を点検するつもりなのだろう。てきぱきと「ペイルライダー」のねじを外しながら、カジカはベッドの方にちらりと目を上げた。

「それ、脈測ってるんすか？」

　ジャンの手のひらの上には、クリスの手が重なったままだ。慌てて自分の手を背後に隠す。

「う、うん。さ、さっきよりだいぶ元気になってるよ！」

「ふーん、そっすか」

　疑った様子も見せずに、カジカは作業を続ける。本当になにも気付いていないのだろうか。飄ひよう々ひようとしていてとらえどころがないが、時々妙に鋭するどい指摘をするとジャンから聞いたことがある。

　突然、ばたんと扉の閉まる音が響ひびいた。

「おっ！　姫さん、どーも」

　軽く手を挙げてカジカが挨拶する。陶器の水差しを抱えて、ティアナが部屋の中に戻ってきていた。
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　ティアナはむすっと唇を結んだまま、黙だまってカジカに会え釈しやくした。

　二人に気付かれる少し前から、彼女は部屋に戻ってきていた。クリスがジャンの手を握っていたことも、慌てて放したところも見ている。

（こんな時に、なにをしているのかしら）

　しかも自分のいない時を見計らって。自分に関係のないことだと分かっていてもむかむかしてくる。彼女は早足でベッドに近づくと、水差しを傍かたわらの台の上にごとりと置いた。薄く開いたジャンの目が、ティアナを見上げる。

「お湯です。飲みますか？」

　運んでいるうちにだいぶ冷めてしまったが、まだ人肌の温度を保っている。

　ジャンは軽くうなずいたようだ。意識がはっきりしていないらしく、半開きの唇がうっとりと呆ほうけて見える。馬鹿にされているようでますます腹が立った。

　台の上に置かれていたカップに湯を注ぐと、横向きに寝ているジャンの口元にぐいぐい縁ふちを押しつける。

「さあ、どうぞ。飲みなさい」

「あ、あの……ティアナ様」

　おずおずとクリスが話しかけてくる。

「なんでしょうか」

　カップを傾けながら、ティアナは素そっ気けなく言った。

「……それでは、飲めないと思います」

「え？」

　ジャンの唇からだらだら湯がこぼれ落ちている。まるで大量の涎よだれだ。突然、彼はごぼっとむせて口から飛ひ沫まつを飛ばした。

「あっ」

　ティアナは棒立ちになった。失礼します、と断りながらクリスがすっと割りこんできて、ベッドに深く腰かける。落ち着き払って彼の頭を抱え、ティアナの手からカップを受け取った。

「ゆっくり呼吸して……無理しなくていい。少しずつ飲んで」

　彼の口にカップを近づけると、ジャンは自分から唇を当てた。彼の喉が大きく動く。飲んだ、とティアナは心の中でつぶやいた──わたしがやっても、飲まなかったのに。

　喉を潤うるおして安心したのか、ジャンは再び眠りに落ちていった。クリスは壊こわれ物ものを扱うように彼をシーツに横たえる。それから、ティアナに微ほほ笑えみかけてきた。

「もう少し、寝かせてあげましょう」

「……ええ」

　ティアナは小声で答える。クリスってよくできる執事みたいなんだ、とジャンが笑っていたことがある。きっと彼は気付いていなかったのだろうが、このかいがいしさは執事というより妻だ。空を飛んでいない時は、ティアナよりもずっと彼の役に立っている。

「あの、ティアナ様」

「……なんでしょう」

「右手、どうなさったんですか？」

　のろのろと自分の手を見下ろす。人差し指の爪が割れて、固まりかけた血に染まっていた。どこかにぶつけたのか、戦せん闘とう中ちゆうに傷ついたのか、どちらなのかも思い出せない。

「さあ……どうせ、すぐに治ります」

　左手で傷口を隠しながら答える。クリスに指摘されるまで気付かなかったことが、なぜか無性に恥ずかしかった。

「放っておかない方がいいですよ。この気候では化か膿のうしにくいですけど、血が出ていると凍傷になりやすいですから」

　クリスはティアナの前に跪ひざまずくと、傷ついた手を柔らかく取った。水差しのぬるま湯で軽く洗い、腰のケースから取り出した包帯を巻いてくれる。傷が痛まないように細心の注意を払っているのが見て取れた。

「これでいいと思います。もし、替えの包帯をお持ちでなかったら、いつでもおっしゃって下さい」

　そう言って彼女は立ち上がる。ティアナの胸の奥がうずいた。

（いい人、だわ）

　ジャン以外の誰であろうと、彼女はこんな風に優しく接することができる。騎士学院グランデコルでは亡命者として苦しい立場に置かれているのに、他者への気き遣づかいを忘れない。パートナーがこういう女性と結ばれることを、騎き竜りゆうならば本当は祝福しなければならない。頭ではちゃんと分かっていることだけれど──。

「ティアナ様、実はご相談したいことがあるんです」

「……なんでしょうか」

　ティアナは身構えた。ジャンとの仲のことかもしれない、となぜか思った。

「さっきのレガリオン軍の後退のことです」

　緊きん張ちようをほどくのと同時に、頭を切り換える。彼女もそのことが気になっていた。今、レガリオン軍は峡谷から一粁キロほど西の丘まで後退し、陣容を整え直しているようだ。日の暮れないうちに攻こう撃げきを再開するだろう、というのが司令部の一致した見方だった。

「おかしいと思われませんでしたか？　こちらもかなりの損害を与えていたとはいえ、レガリオン軍の方が明らかに優勢でした。一気にこの峡谷を占領するのは難むずかしかったでしょうが、あのまま戦い続けていれば、平地にある海ユ洋ニ連オ合ンの兵力を一掃できたはずです」

「そうですね」

　ティアナは同意した。あの時、もうジャンは「ペイルライダー」を撃うつことはできなかった。戦いが続いていれば、平地に築きずかれた塹ざん壕ごう線せんは破られていたに違いない。

「わたしも不思議に思っていたことがあります……キッドマン、あなたは戦場全体を見渡せる位置にいましたね。マルチナの口にしていたほどの大軍だったと思いましたか？」

「いいえ……この峡谷を攻略するには十分な兵力でしたが、十万人はいなかったと思います」

　そう言ってクリスは首を横に振った。

「ぼくはレガリオン軍が総力戦を仕掛けていなかった気がするんです。整備が万全ではない機甲竜ヒユドラが多かったような……」

「……わたしもそう感じました」

　すでに橋がかかっている以上、兵力の補充は容易にできる。最も重要な攻略地点であるこのナズラニ峡谷には、できるだけ無傷の部隊を投入してくると思っていた。しかし、ジャンが破は壊かいした地の機甲竜ヒユドラの中には、明らかに修理の必要な機体がいくつも交じっていた。昨日の戦せん闘とうに加わっていた部隊が、休むことなくここでも前面に出ているのだ。

「あの男の策略でしょうか……あの、仮面の男の」

　部屋の隅すみで黙もく々もくと作業しているカジカを意識して、ティアナはヴィクトルの名前を出さなかった。レガリオン軍を退却させたのは、明らかにあの亡国の王子だった。

「かもしれませんね。でも、こんなことをする理由が分かりません。この局面での戦力の逐ちく次じ投入にどういう利点があるのか……従軍経験のあるティアナ様にお尋ねしたかったんです」

　ティアナは唇に拳こぶしを当てて考えこんだ。

「さっきの攻こう撃げきはただの見せかけで、本隊が別のルートからの山越えを狙っている、という可能性も考えられますが……」

「そういう陽動なら、軍を下げるのも不自然ですよね」

　クリスが話の続きを引き取る。ティアナはうなずいた。

「ええ。それに、陽動にしては地の機甲竜ヒユドラによる突進が激しすぎた気もします。こちらの兵力を釘くぎ付づけにすればよかったはずですから」

　海ユ洋ニ連オ合ン軍もその程度のことは警戒している。山脈全体に斥せつ候こうの竜を飛ばし続け、敵軍の侵入を監視している。別働隊が動けばすぐに分かるはずだ。

「峡谷を攻める以外の意図がある、と考えるのが妥当でしょう」

　答えを出せずに、彼女たちは黙だまりこんだ。こちらに意見を求めてはいるが、クリスも優秀な騎き士し候補だ。戦術に関する知識は十分にある。この二人で考えても結論が出ないのは、よほど込み入った罠わなを張っているか──あるいは、単純すぎて見落としているのかもしれない。

「もっとも、後退してくれてぼくたちは助かったわけですけど。ちょうど、彼が力つきたところでしたし」

　クリスはそう言ってジャンの寝顔を見つめた。事実上、地の機甲竜ヒユドラに対して優位に戦えるのは、「ペイルライダー」を持つ彼ぐらいのものだ。

　そうですね、と言おうとして、ティアナは小さな違和感を覚えた。それがなんなのか、はっきり分からない。ただの思い過ごしかもしれない、と結論づけようとした時、

「……ひょっとして、それが目的だったりとか」

　砲剣の部品を磨いていたカジカが、ぼそりとつぶやいた。ティアナたちは部屋の隅を振り返る。二人に注目されて、カジカは慌てて工具を持つ手を振った。

「あー、いやいやいやいや、全っ然大したことじゃないんで、話続けて下さ……」

「どういうことですか？　カジカ・サカイ」

　ティアナはカジカに近づいていった。彼は困ったように頭をかいている。

「えー、だからその……急に後退してった理由はよく分かんねーけど、本気で攻こう撃げきしてこなかったのって、アバディーンを疲れさせるためなんじゃねーかなーって……やっぱ違うっすよね……変なこと言っちゃってすんません」

　思わずクリスと顔を見合わせた。確かに変だが、筋は通っていないだろうか。

　地の機甲竜ヒユドラに対し有利に戦えるのはジャンだけだ。もし、そのことにヴィクトルが気付いていたとしたら。ジャンとティアナが現れることを見越して、「標的」として囮おとりの機甲竜ヒユドラ部隊を最前線に送りこむ。攻撃せざるを得ないジャンは生気プラーナと竜ル気ンの大半を浪費してしまう──。

　もし、カジカの推測が正しいなら、次に起こることは一つしかない。

「砲剣の整備を急いで下さい！」

　カジカにそう言い残し、ティアナは部屋を飛び出していった。




　クリスは大急ぎで皇女の後を追った。

　見張りの立っている短い廊下を通りすぎて兵舎の食堂に出る。竜騎士ドラグーンたちがテーブルにもたれて思い思いに体を休めていた。パートナーのフリデリカがここにいたはずだが、席を外しているのか姿が見えない。ティアナはセーロフ騎き士し団だんを率いるマルチナと二言三言話をしてから、振り返りもせずに隅すみの階段を駆かけ上がっていった。

　普段は感情の起伏に乏とぼしく、なにごとにも無関心に見えるティアナだが、別人のように激しく動揺することがある。誰かの命に関かかわる出来事が起こった時だ。

　ひょっとすると、今がその時なのかもしれない。

　クリスも大股に階段を駆け上がり、石造りの兵舎の屋上に出る。ティアナは縁ふちから身を乗り出して西の空を凝ぎよう視ししている。さっきマルチナから借りたのか、長い望遠鏡を使っていた。

「ティアナ様、一体なにが……」

「一度消費しつくされた竜ル気ンや生気プラーナは、すぐには回復しません。そういう状態になったジャンを、ヴィクトル・アバディーンはプラネッタの大会の際に見ています」

　彼女が見ているのはレガリオン軍の陣地のある方角だ。クリスははっとした。それが分かっているなら、レガリオン軍は午後の早い時刻──ジャンが回復する前に必ず攻勢に出てくるはずだ。

「ここからでは見えませんね」

　ティアナはため息をついた。西の方角から地鳴りのように機甲竜ヒユドラの駆動音が響ひびいている。哨しよう戒かい中ちゆうの部隊が発しているだけにしては音が大きい気がする。

「……なにか妙です」

　そうつぶやいて、皇女は空を見上げる。

　不意にクリスに向き直り、望遠鏡を押しつけるように手渡す。呆あつ気けに取られるクリスの眼前で、まばゆい光を発しながら金色の竜に戻った。

『空から敵陣を見てみます。キッドマン、目のいいあなたにも一緒に来て欲しいのですが』

　頭の中にティアナの声が響ひびく。自分の騎き竜りゆう以外の竜に乗ることは不作法とされているが、今は非常時だ。クリスは迷うことなくティアナの背によじのぼる。

　屋上を蹴ったティアナは、垂直に急上昇し始める。

（速い）

　背後へ投げ出されそうな衝しよう撃げきに、クリスは必死で耐えた。フリデリカの身体能力も平均以上だが、このティアナの迅速さは並外れている。いつも彼女の背に乗っているジャンの苦労がしのばれた。

　砦とりでの上空を哨しよう戒かいしていた竜騎士ドラグーンたちは皇女の動きに気付いたが、ただの一騎も反応しきれなかった。ティアナは眼下から彼らに迫り、ほんの一いつ瞬しゆんで追い越していった。

　上空の風は午前中とは逆向きに吹いている。東へと流れる小さな雲の群れを突き抜けたところで、ティアナはようやく姿勢を水平に戻した。ちょうど平地の先にある丘の上の雲が晴れ、敵軍全体の動向を見渡せた。クリスはティアナから託された望遠鏡を使って、レガリオン軍の陣地を詳しく観察する。

「あ……」

　歩兵や野砲──そして地と空の機甲竜ヒユドラが、明らかに午前中よりも増えている。後続部隊が到着したのだろう。丘の反対側に目を凝こらすと、膨ぼう大だいな数の歩兵部隊が隠れているのが分かる。すべてを合わせれば、マルチナの言うとおり十万人の兵力がいるかもしれなかった。

　それに対する海ユ洋ニ連オ合ン軍は万全とは言いがたい。長い塹ざん壕ごう線せんはあちこちで綻ほころびかけ、修復もままならない。多数の負傷者や戦死者が出て、人員が足りなくなっている。今の戦力差は五倍──ひょっとすると十倍近い開きがある。

（戦術レベルで覆くつがえせる戦力差じゃない）

　厳げん然ぜんたる事実を突きつけられて、クリスはひそかに歯は嚙がみをした。

　不意に地面に伏せていた機甲竜ヒユドラたちが一いつ斉せいに動き始める。峡谷に響き渡る駆動音がさらに大きくなった。

　ついに、戦せん闘とうが再開される。

　敵軍の動きに気付いた竜騎士ドラグーンたちが、次々と信号弾を発射していた。クリスにはひどく遠い、うつろな音に聞こえた。

「戻りましょう、ティアナ様」

　と、クリスは言った。

「ぼくはフリデリカと戦闘に参加しなければなりません。ティアナ様はジャンを連れて、この戦場を離脱して下さい」

　ジャンの意識はまだ回復していない。二人の身を案じているつもりだったが、ティアナの反応は予想外のものだった。

『いいえ、そのようなことはできません』

　強い意志のこもった声が頭の中に響ひびく。

『たとえ戦えなくとも、ここに残って一人でも味方を助けます。ジャンもそう考えるでしょう』

　クリスははっとした。自分たちだけが安全なところに避ひ難なんするなど、ジャンが望むはずがない。彼のことを分かっていないと言われたようで恥ずかしくなった。

（この方は、分かってるんだ）

　入学以来秘密を共有してきたせいなのか、あるいは同じ戦争を体験したせいなのか。人と竜の普通の関係とは違う、より強い繫つながりがあるような気がする──。

「え……？」

　クリスが異変に気付いたのはその時だった。眼下の小さな雲の中に、うっすらと影が映っている。クリスの並外れた視力は、翼つばさを広げた鳥のような形を見て取った。

　びしりと背筋が凍った。

　さっきとは反対に、雲は西から東に流れている。クリスたちが雲にまぎれてレガリオン軍の上空に移動したように、レガリオン軍もまた自軍の陣地からこの砦とりでの上空に移動できるはずだ。

「ティアナ様！　雲の中……」

　彼女が叫ぼうとした時、黒い機甲竜ヒユドラの小隊が雲を突き破るようにぬっと姿を現した。正方形に編隊を組む彼らの中心には、卵形の巨大な金属の塊かたまりが浮かんでいる。四機の機甲竜ヒユドラから伸びた金属のワイヤーで吊つり下げられているらしい。

　ワイヤーを切り落とされた瞬しゆん間かんに気付いた──それが巨大な爆ばく弾だんだということに。ゆっくりと落下していく。まるで悪夢のようだった。

「あ……」

　クリスはかすれた悲鳴を上げた。爆弾の真下にはナズラニ砦がある。ジャンもフリデリカも、さっきともに戦ったラシードとアネモネ、アダマスとソーニャもいる。教官のマグノリアや選抜隊の生徒たち、そしてマルチナを始めとするセーロフ騎き士し団だん、各国の騎士たち。

　全員の頭上に、爆弾が落ちていく。

　ティアナが首を地面に向け、垂直に急降下し始めた。敵の小隊の中心を通り抜けざま、四方に電でん撃げきを放つ。発砲しようとしていたレガリオン軍の兵士たちが、背筋を伸ばして硬直する。みるみるうちに爆弾が近づいてくる。

（体当たりして、軌道を変えるつもりだ）

　衝しよう撃げきを与えれば爆発するかもしれない。あまりにも危険だが、自分たちに他ほかにできることはない。クリスは武器を持たずに来てしまったことを後悔していた。ここに「ファイアーフォックス」があれば──。

　巨大な爆弾は城門の内側、主塔の裏に吸いこまれるように消えていった。間に合わなかったのだ。一いつ瞬しゆん、峡谷全体からあらゆる音が消えた気がした。不発だったのかもしれない、クリスが安あん堵どしかけた瞬間、砦とりでは轟ごう音おんに包まれた。

　立ちのぼる赤黒い爆ばく煙えんが、降下するティアナとクリスをも吞のみこんでいった。
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　ナズラニ砦で爆発が起こったとたん、海ユ洋ニ連オ合ン軍の統制は大きく乱れた。砦全体を破は壊かいできるものではなかったが、周辺の空域に散っていた竜騎士ドラグーンたちの動揺は激しかった。どの国の騎き士し団だんも内部の結束は堅い。戦友の安否を確認しようと、騎士たちは戦力を割いて砦に救援を送ってしまった。

　彼らが冷静さを取り戻すまでのわずかな間、平地に布陣する海ユ洋ニ連オ合ン軍の地上部隊は無防備な状態に置かれた。

　地と空の機甲竜ヒユドラが大攻勢に出たのはその時だった。空中からの爆撃と火炎放射に続いて、地の機甲竜ヒユドラが敵陣に突進して塹ざん壕ごう線せんを突き破る。その背後から膨ぼう大だいな数の歩兵たちが敵兵を掃討していった。

　戦せん闘とうが再開されてから一時間ほどで、海ユ洋ニ連オ合ン軍は平地から峡谷の内側にまで退却していた。谷底の公道に設置された何重もの門も次々に突破されていく。ナズラニ峡谷全体が制圧されるのも時間の問題だった。

「壮観ですな、参さん謀ぼう殿」

　丘の上から戦況を眺めていたヴィクトル・アバディーンに、中年の准将がおもねるように語りかけた。

「機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナへの信仰心を持たぬ、野蛮な無神論者どもも思い知ったことでしょう。これもグロリア皇女殿下の遣つかわされた援軍、そして素晴らしい助言を下さった優秀なる参謀殿のおかけです」

　ヴィクトルは仮面の奥で苦笑した。准将は彼の父親──かつて自みずからの手引きで殺害したマキシム・アバディーンと同じ年代だった。息子のような若い男に歯の浮くような追従を並べたくないはずだが、保身の必要性を痛感しているのだろう。准将はシーグマン将軍の側近で、老将軍が前線で囮おとり代わりに使い捨てられたことに気付いているようだ。

「このまま前進を続け、ナズラニ峡谷を我が軍のものとなさって下さい……准将のお働きについては、必ずグロリア殿下にご報告いたします」

　そう言い残して、ヴィクトルは丘を下り始めた。空軍の直属部隊が出発の号令を待っている。グロリアの近この衛えも務める精せい鋭えいたちだった。

「すぐルテニアにお戻りですか？」

　作り物めいた朗ほがらかさで准将が言った。逆光の下、護ご衛えいを従えて直立するその姿は、本当に父のマキシムを思わせた。反射的に腰の拳銃に手を伸ばしかける──馬鹿馬鹿しい。西セーロフ島から飛び続けて疲れているのかもしれない。

「そうしたいのは山々ですが、念のため最前線の状況をこの目で確認して参ります」

　彼はいつもの冷静さを取り戻して言った。

「殿下への報告には正確を期す必要がありますので……それでは、失礼いたします」

　部下たちのいる丘の下に向き直った彼は、若干早足になっていた。彼の愛機を整備していた若い兵士に起動の指示を出す。

　ヴィクトルは二つの懸け念ねんを抱いていた。一つは敵軍の退却を見たままに受け取っていいかということだ。この戦争を通じて、海ユ洋ニ連オ合ン軍は敵から逃げ慣れている。最初は不意を突かれたのは間違いないだろうが、今は戦力を温存しつつ後退している可能性を否定できない。

　そしてもう一つ──ジャン・アバディーンがどうなったのかということだ。ナズラニ砦とりでの中にいたはずだが、さっきの爆ばく撃げきで死んだかどうかは微妙なところだ。生死を確認しておく必要があった。

（この戦争はぼくたちの戦いでもある）

　ヴィクトルは声に出さずにつぶやいた。どちらか一人がこの世から消えない限り、もう一人の未来も拓ひらけない。




　機甲竜ヒユドラに乗ったヴィクトルが上空から眺めると、雪原のあちこちで黒い地面がむきだしになっていた。火炎や砲ほう撃げきに晒さらされた結果だ。両軍の歩兵たちの死体が散らばっている。海ユ洋ニ連オ合ン軍の死体は大半が歩兵たちで、竜騎士ドラグーンや竜はほとんど見当たらない。機動力に富む彼らはいち早く撤てつ退たいしたのだろう。

　海ユ洋ニ連オ合ン軍は騎き士し団だんと地上軍の連れん携けいが取れていなかった。竜騎士ドラグーンの地位が高すぎ、歩兵たちの存在が軽んじられていると言うべきかもしれない。

（竜の加か護ごが得られぬ者は、この世界では生けていけぬ）

　ヴィクトルの胸がざわめいた。生前、父のマキシムが口にした言葉だった。竜騎士ドラグーンの称号を得たわが子を王にする──それが彼の悲願だった。

（竜なくして人は空を飛ぶこともできんのだ）

　父は機甲竜ヒユドラの存在を最さい期ごまで知ることはなかった。その前に王城の下した敷じきになって即死したからだ。

（だから、お前が竜騎士ドラグーンになれないことなど、あっていいはずがない……きっとなにかの間違いだ）

　ヴィクトルの体には竜ル気ンの通り道となる竜脈ナーデイがない。数十年に一人現れるか現れないかという特異体質だった。そのことが発覚したのは、騎士学院グランデコルの筆記試験に合格した後だ。左利ききのヴィクトルの竜脈ナーデイがどのように広がっているのか、王室付の医師が確かめようとしたのだが、竜脈ナーデイそのものが存在しなかった。

　竜ル気ンを使えないヴィクトルは竜と契約できない。竜騎士ドラグーンになどなれる道理はなかったのだが、父はそのことを認めようとしなかった。医師に大金を積んで口を封じ、ヴィクトルにも他言しないよう厳げん命めいした。

　もともと竜になんの好意も抱いていなかった彼の、世界を見る目が変わったのはその瞬しゆん間かんだった。竜とともにある世界、自分を否定しつつ生きねばならない世界になんの価値があるのか。自分は一体なんのために生まれてきたのか──グロリア・レガリオンに出会ったのはそんな時だった。彼女は自みずから占い師に変装して、アバディーン王国の国情を探っていたのだ。

　彼は進んでグロリアの臣下となった。

　レガリオン人たちが信じている機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナ──世界を創造した機械の神など、ヴィクトルにはどうでもいい。もとより神に頼るつもりなどなかった。

　人が竜から解放されて生きられる世界を自ら創造する、その目的のために、レガリオン帝国をも利用しているだけだ。グロリアもそのことを承知している。




　ヴィクトルの率いる部隊は最前線の上空に到着した。すでにレガリオン軍は峡谷の大半を占拠し、山脈の向こうへ通じる最後の大門を破ろうとしていた。空中では未いまだに竜騎士ドラグーンたちがレガリオン軍相手に抵抗を続けている。

　晴れているせいか視界が拓ひらけている。峡谷の先には白く凍った大森林が横たわり、南東の彼方かなたに海岸線と大きな港町がうっすら見える。海ユ洋ニ連オ合ン軍の総司令部があるザトンの街だ。森林地帯とザトンの間には凍りかけた河が流れており、敵軍が船で渡ろうとしていた。リベツク河、という名だったはずだ。

（やはり、ある程度の指揮系統は維持されているようだな）

　谷底の大門を守る兵士たちは統率が取れており、動きにも明確な意志が感じられた。味方が河の向こうへ退却する時間を稼かせぐために死力を尽くしている。前線の兵士たちは戦う意志を捨てていない──もっとも、ザトンにいる各国の要人たちは別だろうが。

　彼は峡谷の斜面にあるナズラニ砦とりでに視線を移した。爆ばく弾だんが落ちてから一時間以上経たった今も、黒煙を噴ふき上げている。おそらく砦の建材に引火したのだろう。すでに完全に放棄されているのか、まだ竜騎士ドラグーンたちの拠点として機能しているのか、ここからではっきり分からない。

　近づいて確かめる必要がありそうだ。

　ヴィクトルは部下たちに降下の指示を出し、胴体の窪くぼみの中のレバーを握りしめる。

　通常の場合、空の機甲竜ヒユドラは主に両手のレバーと、両足のステップレバーで操そう縦じゆうする。姿勢を保ちながら降下するのは相当の技術が必要だが、彼の部下たちはまごつく素振りすら見せなかった。

　砦の中心にある主塔はただの瓦が礫れきの山と化し、黒く煙っている中庭には人々の死体が転がっていた。似たような光景をヴィクトルは知っている。アバディーン王国の首都にあった王城も、このように破は壊かいされ、炎上したものだ。どこかに弟が潜ひそんでいるのもあの時と同じだ。生きているのか死んでいるのかも分からない。

（どちらにせよ、やることは一つだ）

　彼は無線通信装置のスイッチを入れた。遠距離の通信には使えないが、幸い部下たちは比較的近くにいる。

「この砦とりでを完全に破壊しろ。爆ばく弾だんを使っても構わない」

　隠れているのなら、砦ごと埋めるまでだ。さっき投下したほど大きなものではないが、ヴィクトルの隊長機以外の機体には、投下用の爆弾が一発ずつ積まれている。ここで消費しても構わないだろう。この後は西セーロフ島へ戻るだけだ。

「……すぐに始めろ」

　燃え残った建物に狙いを定めようと、彼の部下たちはさらに高度を下げる。今にも爆ばく撃げきが開始されようとした瞬しゆん間かん、金色の竜が黒煙を突き破るように飛び出してきた。

　ヴィクトルは乗り手を凝ぎよう視しする。自分と同じ顔をした赤い髪の少年。間違いなく双子の弟だ。顔に血の気はないが、見たところ無傷のようだった。右手には「ペイルライダー」をしっかり握りしめている。彼らはレガリオン空軍を突っ切って、雲に向かって急上昇していく。

　ヴィクトルは一目で状況を悟った。砲剣を握っていたのに撃うたなかった。まだ完全に回復してはいないのだ。ヴィクトルの乗った隊長機が上昇に転じ、部下たちもそれに続く。

　太陽に向かって飛ぶティアナの背中は遠ざかっていかない。少なくとも上昇力だけは皇女と互角だ。しかし、部下たちはヴィクトルからやや遅れていた。爆弾を搭載しているせいだろう。

（一人で仕留めるしかないな）

　竜騎士ドラグーンは集団で包囲するのが鉄則だと部下には教えている。例外もあることを付け加える必要がありそうだ──卓越した機上射撃と操そう縦じゆうの技術を兼ね備えていれば、単機で戦ってもよいと。

　ヴィクトルは連発銃を構える。竜りゆう鱗りんに覆おおわれたティアナは弾丸をはじき返すかもしれない。狙うのはジャンの方だ。竜の背に乗っている限り動くことのない下半身、それも防具で守られていない箇所。致命傷でなくてもいい。この高度で傷を負えば、気圧で出血は止まらない。

　冷静を保ちながら引き金を引いた。ジャンの右脚からぱっと赤い飛ひ沫まつが飛ぶ。震えながら傷口を押さえる弟の姿がはっきり見えた。うめき声も聞こえてきそうだった。

　続けて撃とうとすると、落ちてきた鮮血が仮面にへばりついた。たちまち凍りついて視界を奪いにかかる。仮面を脱ぎ捨てて眼下に放り投げた。

　その拍子に峡谷で起こっている変化に気付いた。砦から出発した数十騎きの竜の編隊が、南東を目指して飛び去っていく。騎士学院グランデコルの選抜隊が中心になっているようだ。それぞれが負傷者らしい兵士たちを三、四人ずつ乗せている。

「……そういうことか」

　ジャンたちはただの囮おとりだ。ナズラニ砦とりでから負傷者を逃がすために姿を現したのだろう。ヴィクトルは瞬しゆん時じに判断を下す。負傷した敵を追ったところで意味はない。弟を倒す方がはるかに重要だ。

　ジャンは騎き竜りゆうの首筋にぐったりともたれている。このまま放っておいても出血多量で命を落とすだろうが、念のためとどめを刺しておきたい。縮こまった彼の背中に銃口を向ける。傷ついた彼を気き遣づかっているのか、ティアナが少し速度を落としている。今度は急所も狙いやすかった。

「さようなら、ジャン」

　唐突にジャンが振り返り、「ペイルライダー」の銃口をヴィクトルに向けた。一瞬、虚を突かれて動きが止まる。数日前、海峡の上で戦った時と同じ状況だった。あの時のジャンはヴィクトルを撃うつことができなかった。

　弟は別人のような目をしている。覚悟を決めた者の目だった。

　今度はためらいなく引き金を引いた──弾丸は発射されなかった。

（意志を示したつもりか）

　相手が血を分けた兄でも戦える、と。ヴィクトルの口元に笑みが浮かんだ。なんの野心も目的も持たずに生きてきたはずの弟が、初めて自分と対等になった気がした。

　不意にティアナが向きを変え、小さな雲の中に飛びこんだ。多少視界が遮さえぎられたところで、ジャンが砲剣を使えないことに変わりはない。ヴィクトルもその後を追おうとし──直前でレバーを引いて急停止する。

　雲の内部に青白い蛇のような稲光が走っている。ティアナが放出した雷の竜ル気ンが充満しているのだろう。機甲竜ヒユドラの装甲や乗り手の防具は、雷らい撃げきを完全に遮しや断だんできるわけではない。迂う闊かつに飛びこむのは危険すぎる。

「全機停止。その場に待機しろ」

　眼下から接近してきていた部下たちに無線で命令を出す。この雲は東に流れている。このまま雲に隠れていれば、海ユ洋ニ連オ合ン軍の支配地域に辿たどり着くことができる。ヴィクトルにはこれ以上の攻め手はなかった。

「投降する気は、ないんだね」

　雲に向かって呼びかける。声が聞こえる距離にジャンたちがいると確信していた。

「投降したって、殺すつもりだろ」

　ややあって、苦しげな答えが返ってきた。

「……かもしれないな」

　ジャンとティアナが捕虜になった場合、表向きはレガリオン帝国への亡命者として扱われるはずだ。その後は死ぬまで幽閉されるか、あるいはひそかに殺されるか、いずれにせよ二度と自由の身になることはない。

「しかし、これ以上戦ったところでお前たちに勝ち目はない……分かっているだろう」

　海ユ洋ニ連オ合ン軍の支配地域は、もはや東セーロフ島のザトン周辺の一部しか残っていない。アバディーン戦せん役えきの時と同じように、後は兵をまとめて撤てつ退たいするしかなかった。

「戦術的勝利で、戦略の劣位を挽ばん回かいすることはできないよ、ジャン」

　沈ちん黙もく。峡谷の上をゆるゆると雲は移動し、大森林の上にまで達した。海ユ洋ニ連オ合ン軍の支配する空域だった。

「戦う方法はあるはずだ……必ず、見つけ出してみせるさ」

　くぐもったような声が聞こえてきた。虚勢を張っているのがはっきり分かる。なにしろ血を分けた弟のことだ。

「本気でぼくに敵かなうつもりでいるのか？」

「俺は一人で戦ってるわけじゃない……お前と『黒の鉄姫』を倒すために、手を貸してくれる仲間がいる」

　青臭い言葉にヴィクトルはわずかに鼻白んだ。

「仲間など……」

　最後まで言いきることができなかった。不意に赤い弾丸が頰をかすめていく。素早く周囲に視線を走らせた。この空域のどこかにクリス・キッドマンが潜ひそんでいる。あの亡命者も死んでいなかったようだ。

（……まあいい）

　これ以上、会話に興じる意味もなさそうだ。東セーロフ島でのヴィクトルの任務はすでに終わっている。後はグロリアのもとへ戻り、彼女とともに勝利の報を待つだけだ。

「ぼくはルテニアに戻る。せいぜい、足あ搔がいてみせるといい」

　彼は部下に撤退の合図を送り、西へと反転して飛び去っていった。
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　ナズラニ峡谷を突破したレガリオン軍は、ヤムール山脈の向こう側へと一気に侵入していった。主力部隊は大森林を横切る公道を南東へと進み、別働隊が南の海岸線に点在する要塞に迫っていく。

　海ユ洋ニ連オ合ン軍は大森林の先にあるリベツク河の橋をすべて落とし、対岸に細長く陣を敷しいた。その河が今度こそ最後の防ぼう衛えい線せんだった。

　日が沈むまでにレガリオン軍の支配地域は東セーロフ島の四分の三に達していた。海ユ洋ニ連オ合ン軍に残されたのは、河の先にあるザトンを中心とした東の一部と、南の海岸沿いに建てられたいくつかの城塞だけだ。それらの城塞もレガリオン軍に包囲され、誰の目からも陥かん落らくは時間の問題だった。




　総司令部のあるザトンの街は、混乱の極きわみに達していた。まだ撤てつ退たいの命令など下っていないにもかかわらず、海ユ洋ニ連オ合ン軍に物資を運んでいた商人たちは、一いつ斉せいに出港の準備を始めた。もしリベツク河を敵が越えてきたら、ザトンの街が落ちるまで半日もかからない。それから逃げ出そうとしても間に合わないという判断からだった。

　パニックに繫つながりかねないそれらの行動を、海ユ洋ニ連オ合ン軍も強く止めることはしなかった。実際のところ、各国の軍隊もひそかに撤退の準備を進めていたからだ。もうこの戦争でレガリオン軍を撃げき退たいする方法などない。いたずらに人員や物資を消耗するよりは、一刻も早く本国へ戻って今後の対策を練った方がよくはないか──そういう疑念は誰の胸にもあった。

　すでに戦争に敗北したかのような空気が、街全体を覆おおっていた。

「変わらねえな、あの時と」

　ジャン・アバディーンは苦笑した。彼は石畳の通りの端はしで杖つえをついて立ち、馬車や人夫たちの往来を眺めている。彼はセーロフ王国軍の野戦病院として使われている、古い宿屋から出てきたところだった。太股に受けた銃創は、幸いにして太い血管や骨から外れていた。治療を受けた今は、杖の力を借りて歩くことができる。

　昼間、最初に投下された大型の爆ばく弾だんで、砦とりでの居城にいた騎き士しや竜の多くが死亡してしまった。ジャンたちのいた兵舎や、騎士学院グランデコルの選抜隊のいた城壁に近い場所は無事だったが。生き残った者たちは、城内を駆かけ回って負傷者を救い出した。

「雪がありませんでした……アバディーン戦せん役えきの時は」

　隣となりに立っているティアナが言った。

「それに、避ひ難なんする非ひ戦せん闘とう員いんがほとんど見当たりません」

「そういえば、そうだな」

　まだ敗北寸前の状況にあることが知れ渡っていないのか、あるいはセーロフ王国政府からの指示を待っているのかもしれない。

「……違いはそれぐらいですね」

　彼女の声にかすかな皮肉が混じる。通りを行き来する者たちは、きっと自分たちの命しか頭にない──でも、それを誰が責められるだろう。ジャンやティアナも、アバディーン戦役の時はそうだった。

　日が沈んだ頃から、大粒の雪が降り始めている。これから吹雪ふぶきになるのかもしれない。ジャンは杖つえをついて通りを歩き出した。少しふらつくが、雪を踏みしめる足下の感覚はしっかりしている。

「大丈夫ですか？」

「ああ。少し、歩きたい」

　考えを整理するために。ティアナがぎゅっと右腕を抱えこんできた。支えてくれているというより、しがみついているようだった。いつもの彼女とはどこか違う。分厚いコート越しに、体の柔らかさが伝わってきて、落ち着かなくなった。

「お前は……その、休まなくていいのか？」

　フリデリカやアネモネは兵営で仮眠を取っている。午前中は戦闘に参加し、午後はザトンまで負傷者を積んで撤てつ退たいし、どの竜も疲れきっているはずなのだが。

「問題ありません。わたしを誰だと思っているのですか」

　竜帝アレクシスの皇女ティアナレルド。レガリオン軍からは死神とも恐れられる「最速の雷竜」。

「……そうだけどよ」

　二人は寄り添うように港へ向かって歩いていく。ティアナは普段どおりの無表情で、落ち着き払って見える。ただ、心臓の鼓動だけが速い。内心では不安なのかもしれない。ジャンと同じように。

「どうしたらいいんだろうな、これから」

　と、ジャンはつぶやいた。セーロフ騎き士し団だんのマルチナから聞いた話では、今夜中に各国の軍の司令官たちが招集されるという。反攻のための作戦会議という名目だが、実際は撤退の段取りが話し合われる予定らしい。

（わたしたちはまだ諦あきらめていません）

　そう言ったマルチナの声には無念がにじんでいた。レガリオン軍と戦う覚悟はいつでもできているが、その前に住民たちの脱出を助けなければならない──それが国を守る者の務めだと言っていた。

（正直、なにも思いつかねえな）

　二人は石造りの胸壁の上で立ち止まる。その場所からは雪の降りしきる港全体が見渡せた。怒ど声せいを上げながらかけずり回る人夫たちの姿が、たいまつであかあかと照らされていた。敵軍の標的にならないよう、夜は明かりを絞るのが鉄則だが、もはやなりふり構っていられないのだろう。誰もがパニックに陥おちいっているのが分かる。

　杖つえを握るジャンのこぶしに力がこもった。これが滅んでいく国の姿だ。二度と目にしたくないと思っていた光景に、胸が抉えぐられる気分だった。隣となりにいるティアナも、きっと同じ気持ちに違いない──。

　くすり、と忍び笑いが聞こえた。

　ジャンは啞あ然ぜんとした。彼を見上げるティアナの唇には微笑が漂ただよっている。

「え？　お前……あれ？」

　こんな時になんで笑っているんだろう？　いや、それどころの話じゃない。

「お前って、笑うんだ……」

　アバディーン戦せん役えきの時に出会って以来、この竜の皇女がちゃんと笑ったところをただの一度も見たことがなかった。可お笑かしいという感情を持っていないかもしれないとすら思っていた。

　ジャンがそう言ったとたん、ティアナの頰がはっきりほころんだ。白い歯を見せて、今度こそにっこり笑う。花が開いたような笑顔に、ジャンは目を奪われた。本当の彼女に初めて会ったような気がした。

「ジャン・アバディーン」

　と、ティアナは静かに言った。

「あなたは成長しました」

「えっ？」

　彼は思わず聞き返した。

「困こん難なんな状態に陥ると、誰でも精神論にすがりたくなります……『この命にかえても倒す』『魂の力を見せてやる』というように。すでに命をかけて、全身全霊を傾けていても、それ以上の力がまだ自分に眠っていると思いこもうとします。湧わき上がる恐怖を、抑えこむために……あなたは、昼間ヴィクトル・アバディーンになにを言ったか憶おぼえていますか？」

「……なんだっけ」

　足を撃うたれて意識が朦もう朧ろうとしていた。投降を勧すすめられてなにか言い返したことしか記憶にない。

「あなたは『戦う方法を見つけ出す』と言いました……あなたは勇気や砲剣の力に溺おぼれることなく、知略でもあの『神童』に立ち向かおうとしています。今この瞬しゆん間かんも、これからどうなるかを案じるのではなく、自分がどうすべきかを悩んでいる……わたしは……」

　ふっとティアナは目を伏せた。金色の長い睫まつ毛げに、雪のかけらがふわりと落ちた。

「……あなたと契約を結び、今ともにあることを誇りに思います」

　厳おごそかにそう告げて、ジャンの両手を包みこんだ。契約の証あかしである印ムドラが刻まれた両手だった。ジャンは全身に力が湧わいてくるのを感じた。

　そういえば、ヴィクトルに向かって言った気がする。

　自分は一人ではない、手を貸してくれる仲間たちがいる、と。それはパートナーのティアナだけではない。

「クリスたちを捜しに行こう」

　と、ジャンは言った。兵営に行けば消息が分かるはずだ。まだ撤てつ退たいは決まったわけではない。レガリオン軍に打ち勝つ方法を考え出し、それを皆に伝えよう。サラ・アル＝ウルスやラシードたち──それに、アダマス・バルバートルも協力してくれるだろう。

「クリス……」

　ふと、ティアナが表情を曇くもらせた。

「どうかしたのか？」

「……いえ、なんでもありません。行きましょう」

　彼女はなにかを振り払うように顔を上げた。そして、再びジャンの腕を取って歩き出した。




　港の端はしにある桟さん橋ばしに、たいまつを持ったクリス・キッドマンが立っている。胸壁に立つジャンとティアナに気付いたのは彼女一人だった。彼らはこちらに気付かないまま、立ち去って行ったが。

「ティアナ様……」

　恥じらうような笑顔がまだ目に焼きついている。自分からジャンに腕を絡めていた姿も。

（……やっぱり、そうだったんだ）

　ティアナもきっとジャンのことが好きなのだ。薄々分かっていたことだったので、驚おどろきはしなかった。それでも胸がざわめくのは、当たり前の事実に思い当たったからだ。

（ジャンがぼくと付き合えば、きっとあの方は悲しむんだ）

　ティアナがジャンと付き合えば、クリスが悲しむように──もちろん、だからといって告白を諦あきらめる気はなかった。二人とも無事に生き延びられたら、今の正直な気持ちを彼に伝えるつもりだった。

「今、『ティアナ様』と言わなかったか？」

　同じ桟橋にいるアダマス・バルバートルがくるりと振り返った。舌打ちしながらあたりを見回す。

「まさか、あいつらがどこかにいるのか？」

「……ただの独り言だよ」

　クリスはそっぽを向いた。今、彼女は桟さん橋ばしでアダマスと二人きりだった。もちろん、好きで一緒にいるわけではない。

　学院島にセーロフ人の避ひ難なん民みんを収容し、他国へ逃がすことが決まっている。そのためにはまずザトンの港から学院島へ船で輸送する必要がある。二人は船と避難民の誘ゆう導どうを命じられていた。どちらのパートナーも休息中で、空を飛ぶ任務には就つけなかった。

「それにしても、難民どもはどうしたと言うんだ」

　アダマスは頭にまとわりつく雪を苛いら々いらと振り払った。

「この港にまったく姿を見せないじゃないか。お前はどう思う、キッドマン」

「ぼくにも分からない」

　まるで逃げる気がないかのようだ。さっき一度だけ、ヤムール山脈の集落から逃げてきたという住民を送り出しただけだ。いかにも山仕事で鍛きたえたいかつい男たちだったが、一つだけ気になったことがある。リーダーらしい年配の大男が、小さな錆さびた歯車を首からかけていた。あれは、ひょっとすると──。

「お前だって自分の生まれ故郷を捨てて逃げてきた人間だろう。想像ぐらいできるんじゃないのか？　どうなんだ、キッドマン。亡命者というのは……」

「少し黙だまっていてくれないか、バルバートル」

　考えに集中できなくなったクリスは、思わずアダマスの話を遮さえぎった。口を開ければ嫌いや味みばかりのくせに、さっきからやけにしつこく絡んでくる。

「なんのためにぼくに話しかけてくるんだ。君はぼくのことを嫌きらってるんだろう？」

　痛いところを突かれたように、アダマスはぎくりと肩を震わせた。

「あ、当たり前だろう！　お前はあの赤毛の仲間だ。お前をす……好いているわけがない」

　彼はクリスを一ひと睨にらみすると、背を向けて沖合を眺めた。気のせいかうちひしがれているように見える。

　アダマスが一体なにを考えているのか、クリスにはどうしても理解できない。親切そうな素振りを見せたかと思うと、平然と人を陥おとしいれ、傷つけようとする。そのくせ戦場では頼りになる味方だ。近距離戦せん闘とうをやや不得手とするクリスたちは、今日だけで何度も彼とソーニャに命を救われていた。

「ぼくはお前たちと決して相あい容いれない。そのことを決して忘れるなよ」

　自分に言い聞かせているかのようだが、この敵意が本物なのは疑いようがない。警戒を解いてはいけない相手だった──残念ながら。

　口をつぐんだ二人の上に、途切れることなく雪が降ってくる。もともと凍りついた桟橋の木板が、さらに新しい雪で覆おおわれていく。海からの風が強くなってきていた。

「お前は、ジャン・アバディーンをどう思っているんだ？」

　アダマスが奇妙に弱々しい声で言った。クリスは質問の意図をはかりかねた。この生徒会長はクリスの本当の性別を知らない。恋愛感情について尋ねているはずはないのだが。

「……信頼しているよ、心から」

　ふん、とアダマスは鼻を鳴らした。

「だったらあの馬鹿に教えてやれ。今日のような戦い方では、命がいくつあっても足りないとな。敵の攻こう撃げきが同じ時間で終わるからいいようなものだが……あの鉄の塊かたまりに獲え物ものを奪われては、ぼくがたまらない」

「えっ？」

　クリスははっとした。地の機甲竜ヒユドラによる攻撃の時間は、午前も午後も変わらない長さだった気がする──破損や故障には関係なく、定期的に後方に下げていると考えるのが正しいかもしれない。

「……どうして、そんなことを」

　乗り手は厚い装甲に守られている。冷気に晒さらされている空の機甲竜ヒユドラと違って、乗り手は定期的な休息を必要としないはずだ。

「なにを言っているんだ、お前は。そんなことにも気付かなかったのか？」

　アダマスが呆あきれきったように言った。

「あの兵器は……」

　その言葉は蒸気機関の排気音にかき消された。アダマスがたいまつを掲げると、雪の向こうから一隻せきのタグボートが近づいてくる。学院島に難なん民みんたちを運ぶために使われている輸送船だ。

　どういうわけか、さっきこの桟さん橋ばしから運ばれていったセーロフ人たちが甲かん板ぱんに立っている。目を丸くしているクリスとアダマスの前でタグボートは停船する。男たちは船員を手伝って係留索を桟橋に投げ、板を渡している。

「おお、学生さん方、さっきはご苦労さんでした」

　真っ先に降りてきたリーダーらしい大男が、背をかがめながら帽子を取って挨拶してくる。北方訛なまりで発音が聞き取りにくい。その背後からぞろぞろと男たちが桟橋へと降りてきた。

「どういうことだ？　さっき学院島へ避ひ難なんしたばかりだろう」

　アダマスが尋ねると、大男は困惑したように肩をすくめた。

「わしらは避難しに行ったわけじゃねえんです……この船に乗せていただく前にお会いした竜の先生には、お話ししてあったんですが」

「それじゃ、一体なにをしに……」

　不意に小さな人影がわらわらと船倉から飛び出してくる。クリスたちはますます驚おどろいた。数日前に西セーロフ島から彼女たちが救い出し、学院島へ送り届けた子供たちだった。彼らは同じセーロフ人からも白眼視されつつ、レガリオン人のマキナ教の司祭ニール・エドワースが経営する孤児院で暮らしていた。

「とう！」

　木剣と猫を抱きかかえた少女がひらりと桟さん橋ばしに飛び移る。確かヘルダという名前だ。彼女はクリスとアダマスに気付くと、木剣の方を大きく振った。

「あっ、隊長と女みたいな人だ！　こんばんは！　みんなもあいさつだ！」

　こんばんはー、とばらばらな声が甲かん板ぱんから上がった。女みたいな人という呼びかけにどきっとしたが、誰も気にしていないようだった。大男たちはまぶしそうに目を細めている。

「礼儀のいい子供たちだなあ。そんじゃ、行くか。はぐれないようにみんな気を付けるんだぞ」

　彼らは桟橋から立ち去ろうとする。アダマスは慌てたように、ヘルダの肩を背後からつかんだ。

「ちょ、ちょっと待て！　お前たちどこへ行く気だ？」

「あたしたち、セーロフに残るんだ。このおじさんたちと一緒に暮らすんだよ」

　ひげの大男を指差した。彼は照れたように頭をかいている。見た目のわりに好人物そうではある。

「この子らはわしらが引き取ることになっとるんです。ヤムールの山ん中にあるわしらの村へこれから連れていきます。吹けば飛ぶようなちっこい集落ですが、この子らの住む家ももう建ててあって……」

　突然、アダマスはすらりと腰の砲剣を抜いた。大男が青ざめて一歩下がった。

「この子供たちはレガリオン人の司祭が養やしなっていた孤児だぞ」

「そ、それは知っとりますが……」

「知っていてなぜわざわざ引き取ろうとする？　なにか企たくらんでいるんじゃないだろうな。返答次第ではただでは済まさないぞ！」

「いえ、その、わしらは……」

「待て、バルバートル！」

　クリスは二人の間に割って入った。彼女には事情が吞のみこめていた。大男の胸に揺れている歯車がすべてを物語っている。

「あなた方は穏おん健けん派はのマキナ教徒ですね？　この国で布教活動が行われていた頃に、洗礼を受けたのではないですか？」

　図星だったらしく、彼らの表情が曇くもった。以前、このセーロフ王国は亡命レガリオン人を多く受け入れていた。その中には竜族の排はい斥せきに反対する穏健派のマキナ教司祭も含まれていた。セーロフ人の信徒もいて当然だ。

「今日きよう日びあんまりでっかい声じゃ言えねえ話ですが、そのとおりです。うちの村のもんはみんな洗礼を受けとります」

　大男がそうつぶやきながら、胸の歯車を撫なでた。旧文明時代の遺い跡せきから出土したもので、マキナ教徒がよく身に着けているお守りだった。

「アバディーン戦せん役えきからこっち、機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナを信じる人間は、ずいぶんいじめられとります。まあ、わしらの村は山ん中でよそとは離れてますんで、大した苦労もせんで済んでますが……子供たちを救いなすった偉い司祭さまがいらしたと聞いて、供く養ようのためにもわしらで育てようと皆で話し合って決めたんです」

　一いつ瞬しゆん、クリスは目を伏せた。彼女も亡命する時にニールに助けられた。司祭は並外れた虚言の才能を活いかして、周囲の者たちを救おうと命をかけてきた。あの司祭のためにも、このまま彼らを見送るわけにはいかない。

「しかし、ヤムール山脈の大半はすでにレガリオン軍の占領下にあります。このまま村に戻れば、皆さんにも危険が及ぶかもしれません」

　もしレガリオン帝国の支配下に置かれれば、穏おん健けん派はのマキナ教徒は異端と見なされ、迫害される可能性がある。その苛か烈れつさはセーロフ人の嫌いやがらせの比ではない。しかし、リーダーの男は静かに首を横に振った。

「わしらはマキナ教を信仰しとりますが、その前にセーロフの人間です。他人様の国で暮らしたくはありません……セーロフ人はみんなそう思っとるはずです」

　難なん民みんたちが学院島へ向かわない理由がようやく分かった。北方の民は祖国への愛着が強いと言われている。敵軍から逃げることはあっても、故郷を捨てることは考えないのだろう。

「……お前たちもそう思っているのか？」

　アダマスがヘルダに尋ねる。不意に大人びた真ま面じ目めな表情が彼女の顔に浮かんだ。

「うん。だって、司祭さまのお葬式もしないといけないし……この国で大きくなって、自分たちの手でレガリオンの奴やつらを追っ払うよ」

　クリスは息を吞のんだ。夜の湖のように暗く澄すんだその瞳ひとみは、かつての自分を見ているようだった。ジャン・アバディーンもこの場にいたらきっとそう思うだろう。復ふく讐しゆうを誓った者の瞳だった。

「隊長たちも元気でね。赤毛の変な人にもよろしく！」

　ヘルダは木剣を何度も振りながら、マキナ教徒たちに連れられていった。桟さん橋ばしに残ったのは、たいまつを手にした二人の生徒だけだった。

「くそっ、あいつら！」

　アダマスは係留柱を蹴り上げる。やり場のない怒りに顔を歪ゆがませていた。

「もう、ぼくたちにはなんの期待もしていないのか」

　子供たちですら、敗北寸前の海ユ洋ニ連オ合ン軍を頼ろうとはしていない。その代わりに、これから始まるレガリオン帝国の統治に耐える覚悟を決めている。そのことがかえって二人にはこたえた。一体、なんのために自分たちはこの身に竜ル気ンを宿し、砲剣を携たずさえているのか。海ユ洋ニ連オ合ンの人々を守るためではなかったのか──。

「キッドマン、兵営に戻るぞ」

　アダマスが低い声でつぶやいた。

「難なん民みんが来ない以上、ここにいても仕方がない。レガリオン軍と戦う準備に費やした方がいい。そう思わないか？」

　この時ばかりは同じ意見だった。クリスが深くうなずくと、彼は桟さん橋ばしを走り出す。彼女も急いでその後を追った。

　雪はさらに激しくなってきている。
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「レガリオン軍を倒す方法を、この場にいるみんなに考えて欲しい」

　ジャンは杖つえをついて全員の顔を一人ずつ見回した。竜騎士ドラグーンの兵営としてあてがわれた館やかたの一室に、ジャンとティアナ、クリスとフリデリカ、ラシードとアネモネ、そしてアダマスとソーニャの八人が顔を揃そろえていた。

　細長い窓の向こうに総司令部が設置されている古城が見える。。灯火管制で空から見えないように隠されているが、どの窓にも明かりがついているようだ。レガリオン軍が間近に迫っている今、休息を取っている者など誰もいないのだろう。

「だったらお前も頭を働かせろ、偽にせ者もの。ぼくたちだけに考えさせるな」

　壁かべ際ぎわに立っているアダマスが注意してくる。いつもと同じく不ふ機き嫌げんそうだが、協力を惜しむつもりはないようだ。クリスと一緒にジャンたちに会いに来て、今後のことを話し合おうと持ちかけてきた。

「状況は圧倒的に不利です」

　ティアナが淡々と告げる。

「マルチナにさきほど聞いたところでは、こちらの兵力は三日前の七割程度に減少しています。特に陸上部隊からかなりの死傷者が出ました。リベツク河の対岸にいる敵軍が総そう攻こう撃げきを始めれば、半日でこのザトンの街も陥かん落らくするはずです」

　戦力の開きはさらに大きくなっている。レガリオン軍が今すぐ戦端を開かないのは、やがて到来する吹雪ふぶきのせいだろう。すでに勝敗が決している以上、なるべく犠ぎ牲せいを最小限に留とどめたいはずだ。

「せめて、地の機甲竜ヒユドラをどうにかできればな……」

　ジャンはぎりっと歯を食いしばった。こちらの陸上部隊にあの新型兵器を止めることはできない。「ペイルライダー」でもリベツク河に集結している部隊を全滅させることはできない。

「でもさ、最初っから前線に出てこなかっただけましかもよ？　もしそうなってたら、もっと早く負けてたんじゃないかな」

　隣となりにいたサラ・アル＝ウルスが口を挟んだ。

「まあ、それはそうだけど……ってお前いつ来たんだよ！」

　褐色の肌と明るい色の髪の公女がすぐそばに立っていた。ジャンたちの「協議」を傍聴していた時と同じように、露ろ出しゆつの多い服の上に毛皮のコートを羽は織おっている。目のやり場に困った。

「今だよ今。話すの久しぶりだね、ヴィクトル？　ジャン？　どっちでもいいや！　怪け我がは大丈夫？　とにかく生きててよかったよ！」

　いきなりぎゅっと首に腕を回して抱きついてくる。雪国にそぐわない花の香りに目まいを覚えた。毛皮越しでも体の感触がはっきり分かる──ティアナとクリスの冷たい視線がやけに突き刺さってくる。

「それで、あなたはここへなにしに来たのですか？　サラ・アル＝ウルス」

　そう言いながら、ティアナが強引にサラを引きはがした。

「それがね、そこの総司令部で撤てつ退たいのために会議やってるんだけど、みんな勝手なこと言うばっかりで全然話し合いになんなくてさ。ちょうど休きゆう憩けいになったから抜け出してきちゃった……なんか頭痛いんだよね。パイプ吸う人多いし、寒いから窓も開けられないでしょ。空気が淀よどみまくってて霧きりが出てるみたいで。あと途中で出てくるお茶もすっごいまずいし」

「お待ち下さい、サラ様」

　止まらないお喋しやべりを遮さえぎったのはクリスだった。

「撤退はもう決定事項なのですか？」

　だとすると、ここでジャンたちが話し合う意味はない。サラはますます顔をしかめて首を横に振った。

「ううん、本当はまだ。その前に戦争をやめるかどうか、セーロフの人たちが決めなきゃいけないじゃない。イワン国王とこの国の大臣が別の部屋で話し合ってるとこなんだけど、みんな話を進めちゃってるんだよね。こんなんだから弱いんだよ、海ユ洋ニ連オ合ンは」

「……ウルス公国はどういう立場を取っているのですか？」

「グングニルはセーロフの人たちが決断を下すまで待つべきってなだめてる。もし撤退するにしても、自国の軍隊よりもこの国の難なん民みんを逃がす方が先だって」

　ジャンはむしろその言葉に衝しよう撃げきを受けた。反レガリオン帝国の方針を取るウルス公国の宰さい相しようですら、徹てつ底てい抗戦を唱えていない。この戦況をひっくり返す策を持ち合わせていないのだ。

「この国から逃げ出す難民などいないぞ。皆、この国に留とどまろうとしているんだからな」

　アダマスが吐き捨てるように言った。ヘルダたちは学院島を出て行ったという。難民を運ぶつもりで移動してきたのに、あの島は空からっぽの状態ということだ。

「……時間がねえな」

　話し合っているうちにも、時間は刻一刻と過ぎていく。自国民や同盟国がこれ以上の被害を負うことを、セーロフ国王が選ぶとは思えない。会議に復帰すれば、すぐにでも降伏を宣言するかもしれない──。

「時間といえば、さっきの話はどういうことだったんだ？　バルバートル」

　不意にクリスがアダマスに尋ねる。彼女がこの男に話しかけるのは珍しい。アダマスも戸惑ったようだった。

「な、なんの話だ？」

「地の機甲竜ヒユドラが攻こう撃げきする時間の話だよ。午前も午後も同じような長さだったって言っていただろう」

「ああ、あれか。改めて話すまでもないだろう。あの戦せん闘とうに参加した者なら誰でも気付くことだ」

「確かに、そうでしたね」

　と、ティアナがうなずいた。

「あの兵器が攻撃に参加していたのは、せいぜい三時間弱というところで……定期的に後方に下げていたようでした」

　一同に微妙な沈ちん黙もくが流れる。

「俺、気が付かなかった」

　ジャンは正直に申告した。この場で虚勢を張っても仕方がない。

「……あたしも」

　フリデリカが遠慮がちに口を開いた。ラシードとアネモネも軽く手を挙げた。

「…………俺も」

「わたしも分かりませんでした」

　アダマスが目まいに耐えるように、軽く眉根を押さえた。

「情けない話だな。それでも騎士学院グランデコルの生徒なのか、お前たちは」

「あんたは雲の中に隠れてたから暇ひまだっただけじゃないの？　こっちは自分たちより数の多い機甲竜ヒユドラをずっと相手にしてたんだから」

　フリデリカが言い返すと、アダマスの陰に立っていたソーニャが口を開いた。

「か、隠れていたわけではありません。わ、わたしたちは、ちゃんと陰から皆さんの援えん護ごをしていました！」

「似たようなもんじゃない。だいたいね」

「二人とも、ちょっと待って」

　クリスが珍しく強い口調で騎き竜りゆうたちの言い合いを制した。

「バルバートル、君は理由についても察しがついているんだろう？　よかったらこの場で話してくれないか。すごく大事なことのような気がするんだ。頼む」

　クリスは目を伏せて頭を下げる。アダマスは決まり悪そうに体を震わせてから、

「……補給のために決まっているじゃないか」

　と、案外素直に答えた。漠然とした疑問がようやく解消された気がした。

「……あの兵器は極端に燃料を食うってことか」

「そうだ。あれだけ大型のものだからな。構造が空の機甲竜ヒユドラと根本的に違うのかもしれん……とにかく、はっきりしているのはあいつが試作機だということだ。開戦時から投入されなかったのも、その弱点が克服されなかったからだろう。強引に量産してどうにか使ってはいるが、定期的に後方に下げる必要がある。それに……」

「氷山の橋を架けた後に投入されたのも、制圧した西セーロフ島から容易に燃料を輸送できるようになったせいでしょうね。あの兵器の進路がほとんど公道から外れないのも、補給をしやすくするためでしょう」

　ティアナが話の後を引き継いだ。アダマスは眉をひそめたが、抗議しなかった。

　振り返ってみると、こちらの兵力が集中するナズラニ峡谷を正面から攻略するのも不自然だった。ヤムール山脈越えを試みる別働隊を出せば、兵力に余裕のない海ユ洋ニ連オ合ン軍はそれだけで混乱したに違いない。

「ってことは、補給を止めれば地の機甲竜ヒユドラも止められるんだな」

「確かにそうだけど……それには公道を制圧する必要があるね。それに、氷の橋も落とさないと」

　やりとりを聞いていたアダマスがふんと鼻を鳴らした。

「海峡をまたぐような氷の塊かたまりを壊こわす方法などあるわけがないだろう。第一、どれだけの兵力に守られていると思っているんだ？」

　ジャンは考えに集中するために目を閉じた。まだ目にしていない巨大な氷山が瞼まぶたの裏に浮かんだ。確かに破は壊かいするには大きすぎる。竜騎士ドラグーンたちの竜ル気ンの力を総動員しても不可能だろう。もちろん、「ペイルライダー」でも。

（いや、待てよ……竜ル気ンの力……？）

　突然、頭の中で光が一いつ閃せんした。

「あっ！」

　両目を見開くと、一同の視線がジャンに集まっていた。頭に浮かんだ考えをもう一度整理する。無む謀ぼう、というよりは不可能に近かった。ここにいる者だけでは絶対に実行できない。海ユ洋ニ連オ合ン全軍を懸かけても十分ではないだろう。

　それでも、可能性はゼロではない。少なくとも。

（戦術的勝利で、戦略の劣位を挽ばん回かいすることはできないよ、ジャン）

　ヴィクトルの言葉が脳裏をよぎった。確かに戦術の学科ではそれが基本だと教えられた。

　しかし、戦術的勝利の効果を最大限に引き出すことができれば、あるいは──状況は変わるかもしれない。

「勝てる方法を、思いついた」

　ジャン・アバディーンは言った。




　国王イワン・アレクセーエヴィチ・セーロフが広間に戻ったとたん、各国の要人たちは一いつ斉せいに話をやめた。多くの者たちがどこか決まり悪そうに視線を逸そらしている。イワンは自分がいない間になにが議論されていたのかを悟った。

　彼らの関心事は撤てつ退たいの手順だ。レガリオン軍に勝つ方法がない以上、この戦争を続ける意味はない。

　もっともまだ戦う意志を失っていない者もいるようだ──騎士学院グランデコルのガートルード学院長、セーロフ騎き士し団だん長ちよう代理のマルチナ、ウルス公国の宰さい相しようグングニル、彼らの目に懸け念ねんはあっても怯おびえはない。皮肉なことに竜族の者ばかりだ。人間の国家同士の戦争にもかかわらず。

（わたしたちは今度こそすべてを失うことになりそうだぞ、ヴェルトフ）

　戦死した忠臣に心の中で呼びかける。首都の王城に火を放ち、国民の家々を焼き払い、領土を少しずつ放棄しながら後退を続けても、レガリオン軍に打ち勝つことができなかった。罪悪感と恥ち辱じよくに身を切り刻まれる思いだった。現実の戦争に奇跡など起こりはしない。力なき者がすべてを奪われるだけだ。

　戦意を失っている同盟国に、イワンはさほど失望していなかった。

（かつてセーロフ王国軍も、アバディーン王国から撤退していった）

　三年前のアバディーン戦せん役えきが終わった時、逃げ出していく同盟国の軍隊はアバディーン人の目にどう映っただろうか。自分たちがその立場に置かれるまで、想像したこともなかった。

「長らくお待たせした。会議を再開したい」

　イワンは人々に向かって語りかけた。外国の要人に対しては、意図的に堅苦しい口調で喋しやべることにしている。威い厳げんを強調すれば侮あなどられることはない。それでも相手の話に辛抱強く耳を傾ければ、思慮深く英明な王だと評価される。父の急死で突然王位に就ついた若いイワンが、重臣たちとともに必死に考えた「演出」だった。

　これからどうするか、すでに政府としての結論は出ている。レガリオン帝国への降伏、海ユ洋ニ連オ合ン軍の撤退、セーロフ騎士団の解散と竜族の帰国。

　そして、イワン自身はセーロフ王国に残る。ほとんどの国民が避ひ難なんしようとしない以上、国王だけが亡命するわけにはいかない。どのような処遇を受けるにせよ、国民とともに運命をともにするつもりだ。しかし、その前に一つだけ尋ねたいことが残っていた。

「レガリオン軍はすでにリベツク河の対岸まで迫っている。彼らに対抗しうる作戦があれば、ぜひお聞きしたい。なにか意見のある方はおられるか？」

　円卓が水を打ったように静まりかえった。演出のつもりはなく、今度こそ本当に意見を聞きたかったのだが。ややあって、バルバートル王国軍の司令官が口を開いた。王族に連なる家柄の貴族で、細いひげを触角のように尖とがらせている。

「我らの戦意は決して衰えてはおりませんが……現状では有効な作戦を打ち立てるのはいささか困こん難なんです。かといって無策のまま戦い続ければ、いたずらに犠ぎ牲せいを増やすだけかと……」

　イワンの顔色を窺うかがうような言葉に、多くの者たちがうなずいている。戦う意志はあるが方法がない。そういう体裁を取り繕つくろいたいのだろう。

「諸君らの高い戦意を、わたしは毫ごうも疑ってはいない」

　と、イワンは言った。皮肉に気付かなかった者たちが安あん堵どの息を洩もらした。

「しかし、セーロフ国王として、決断を下す責任がある。わが国は……」

　扉が大きな音とともに開け放たれたのはその時だった。騎士学院グランデコルの制服を着た赤毛の少年が広間に飛びこんでくる。負傷しているらしく、杖つえをついている。

　ヴィクトル・アバディーン──身分詐さ称しようの疑惑をかけられていた騎き士し候補だ。昼間の戦せん闘とうでも機甲竜ヒユドラを相手に大だい活かつ躍やくを見せたという。彼は肩で息をしながら、円卓の前で立ち止まった。

「聞いていただきたいことがあります！」

　重苦しい雰囲気の広間に、彼の声は場違いなほど力強く響ひびいた。

「アバディーン、この会議に出席する権限はあなたにありません」

　学院島を統治するガートルードが冷たく言い放った。

「今すぐ退出を……」

「レガリオン軍に勝つ方法を考えました」

　円卓につく人々は眉をひそめた。一介の騎士候補──よりによってスパイの嫌疑がかけられている亡国の王子が、何を言っているのか。

「冗談はやめたまえ。会議の場だぞ」

　バルバートル人の司令官が不快げに言い、背後の衛えい兵へいに合図をする。強引に追い出すつもりだ。すると、扉から同じ制服を着た生徒の一団が駆かけこみ、彼を守るように取り囲んだ。皇女ティアナレルドがすぐ後ろに立つ。背の高いバルバートル人の少年も加わっていた。確かアダマス・バルバートルという名の王族だ。

「アダマス王子！　一体なにをなさっているのですか！」

　ぎょっとしたようにバルバートル人の司令官が立ち上がった。アダマスは赤毛の少年を顎あごでしゃくった。

「こいつの話を最後まで聞け。話はそれからでも遅くない」

「わしも同じ意見だ……話ぐらい聞いてもいいのではないかね、ガートルード」

　この場の緊きん張ちようを和やわらげるように、グングニルがくつろいだ口調で言った。

「レガリオン軍に勝つ方法に、わしは大いに興味がある。諸君もそうではないか？　戦意を失っていないのなら」

　白けた沈ちん黙もくが流れた。ガートルードは生徒たちを一いち瞥べつしてから、おもむろに口を開いた。

「セーロフ国王のご許可があれば、発言を認めましょう、アバディーン」

　イワンは円卓の向こうに立っている少年と視線を合わせた。気負いの漲みなぎる紫色の瞳ひとみは、イワンからまったく動かない。

　数日前、ここに現れたもう一人のヴィクトル・アバディーンも、今の彼と同じ場所に立っていた。双子だと聞いているが、こうして眺めると微妙に違う。

　イワンは死の直前のヴェルトフから、この少年に関する報告を受け取っていた。おそらく彼は本物のヴィクトル・アバディーンではない──しかし、仮に偽いつわりであったとしても、彼は奇跡と呼ぶべき戦功を上げてきた、信頼に足る真の騎き士しである、と。

「……君は奇跡を起こせるのか？」

　普段の威い厳げんを保つことも忘れ、イワンは思ったことを正直に尋ねていた。唐突な質問にも、相手は驚おどろかなかった。

「奇跡なんかこの世にありません」

　彼はきっぱりと否定した。

「一人一人がやれることをやって、どうにか勝ちを拾う……その結果が、奇跡と呼ばれるだけです」

　イワンは静かに立ち上がった。確かにヴェルトフの言うとおりだ。この少年は信頼するに足る。

「君の作戦を聞こう、ヴィクトル・アバディーン。少しでも成功の可能性があるなら、我々は協力を惜しまない」
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　真夜中を過ぎた頃から、吹雪ふぶきで鎧よろい戸どが鳴り始めた。

　すきま風が容赦なく入りこんでくる。学院島の建物は、北方の気候を想定して作られていない。工房の隅すみで砲剣を整備していたカジカ・サカイは、足音を忍ばせて窓まで歩いていき、きちんと掛け金を下ろす。多少は部屋が暖かくなった気がした。

　再び作業台へ戻ろうとした時、

「……五分経たったら起こせと言わなかったか？」

　工房の奥から不ふ機き嫌げんそうな声が上がった。無精ひげを生やした長身の男が、椅子に座ったまま大きく伸びをしている。年の頃は二十代の後半。整った顔立ちだが、頰や目元に落ちくぼんだような翳かげがある。砲剣鍛か冶じのラフエッジだった。

「俺の方だってちゃんとベッドで寝て下さいって言いましたよ。師匠、ここんとこ無茶しすぎじゃないすか」

　ラフエッジはカジカの文句を聞き流して、居眠りする前まで続けていた作業に戻る。自分が組み立てた砲剣の最終チェックだ。がちり、とボルトを引く時の動作音が工房に響ひびいた。彼の周囲には竜りゆう鱗りんの武具の詰まった木箱が積み上がっている。

　この戦争が始まる前から、ラフエッジは工房に籠こもりきりでひたすら武具を作り続けている。休みがちだったのが噓うそのような、鬼き気き迫る仕事ぶりだった。

「かき入れ時だからな。ここで稼かせがないでどうする」

　そう言ってごぼりと濁にごった咳せきをした。

　騎士学院グランデコルからの要請で、学院島にある工房は海ユ洋ニ連オ合ン軍に武具を提供している。ラフエッジの提供した武具はその中でも桁けた違ちがいに多かった。

「……色んな国の騎き士し団だんにうちの商品をばらまいておけば、しばらくはその整備だけで食っていける。新しいものを作らなくても済むじゃないか」

　カジカは分解中の「ペイルライダー」を見下ろして顔をしかめた。昼間、途中になってしまった整備の続きだった。最近、師匠がようやく砲剣の整備を任せてくれるようになった、と大いに喜んでいたのだが。

「……戦争が終わったら、サボるつもりだったんすね」

「当たり前だろう。俺の夢はな、なにもしないで寝て暮らすことだ。面倒くさい工房の経営なんか、お前にやってもらいたいぐらいだよ」

　カジカは大げさにため息をついて、師匠の様子をちらりと窺うかがった。冗談めかしてはいるが、休暇を取りたいのは案外本音かもしれない。ラフエッジの顔色の悪さはただの寝不足とは思えなかった。薄々感づいてはいたが、この天才砲剣鍛か冶じはなにか重い持病を抱えている。多分、内臓のどこかに。

「……お前はどうしてここまで来たんだ？」

「は？　なんの話っすか？」

「なんでこの島を出なかったのか、って話だよ。お前が無理にセーロフまで来ることはなかっただろう」

　なんだそのことか、とカジカは思った。選抜隊に入っていない生徒や、学院島の住民たちはウルス公国の首都シシハネに下りるよう促うながされていた。戦場に赴おもむく以上は命の保障ができないからだ。

「俺も一応は騎士学院グランデコルの一員なんで。アバディーンとかフリデリカ姐ねえさんとかラシードとかアネモネとか姫さんとか、同じクラスの連中が体張って戦ってんのに、俺だけ指くわえて見てんのもどうかと思って」

　ラフエッジは無言のままだった。呆あきれられている気がして慌てて話を続けた。

「っても俺はアバディーンとは違って、ただの凡人の平民っすけどね。それでも砲剣の整備ぐらいできるじゃないすか」

　それから、少し迷ってから付け加える。

「それに、俺の住むとこって、ここしかないんすよ」

　カジカはこの工房に住みこみで働かせてもらっている。もう彼の故郷に実家は残っていない。入学するまではなじみのない遠とお縁えんの親戚の家で、肩身の狭い暮らしをしていた。

「……あの、師匠？」

　カジカはラフエッジを振り返った。いつのまにか砲剣の動作音がやんでいたので、点検の最中にまた居眠りしているのかもしれないと思ったが、

「……お前には両親がいないんだったな」

　背中を向けたままでラフエッジはつぶやいた。

「母親は病気で死んで、父親は行ゆく方え不明、だったか？」

「そーなんすよ。親おや父じは俺が生まれてすぐにいなくなって、お袋が死ぬまでは二人で暮らしてたんです。親父の名前も聞いてないんすけど、女遊びと釣りが大好きなどうしようもない風来坊で、借金だけ残していきやがったって……」

「お前の名前も、父親の置き土産みやげじゃなかったか？」

「あれ、そこまで話しましたっけ？　そうそう、どうも『カジカ』って前の日に釣った魚の名前らしいんすよ」

「ずいぶん、おかしな父親だな」

　くっとラフエッジは喉を鳴らして笑った。

「そうなんすよ。今頃、なにやってるんでしょーかね……生きてんだか死んでんだか」

　カジカはため息をつきながら、ラフエッジの広い背中を眺めた。年齢が近すぎてありえないが、この砲剣鍛か冶じが父親だったら嬉うれしかったと思うことがある。この工房に弟子入りを望んだのも、砲剣だけではなくラフエッジの人となりに惚ほれこんだからだ。ラフエッジの方がどうしてカジカを雇ってくれたのかは、未いまだによく分からないが。

　外から巡回の兵士らしい話し声が聞こえてきた。一軒ずつ家々を回って、住民が残っていないか確かめているようだった。

「……ここでまだ作業やってるって、一応言っといた方がいいすかね」

　師匠に尋ねると、軽いいびきが返ってきた。結局、居眠りを再開したらしい。カジカは肩をすくめると、できるだけ音を立てないように「ペイルライダー」の整備を続けた。




「戦力が足らんな」

　マグノリアの苛いら立だった声が騎士学院グランデコルの会議室に響ひびき渡った。肌や瞳ひとみの色の異なる男が怪け訝げんそうに地図から顔を上げる。各国の騎き士し団だんに所属する竜騎士ドラグーンたちだった。

　アバディーンが発案した反はん撃げき作戦を、セーロフ国王が実行すると決断したのは二時間ほど前だった。成功の可能性が低いことを危惧する声も一部で上がったが、各国の騎士団は作戦への参加を厭いとわなかった。撤てつ退たいは彼らにとっても本意ではなかったのだろう。学院島に設置された作戦本部には、残存する竜騎士ドラグーンの半分が集まっているものの、その数は決して多いとは言えない。

「それはそうだが、作戦が実行できないほど少なくはないだろう、マグノリア教官」

　地図の反対側にいたカリクマ人の若い騎き士しが明るい声で言った。数日前、敵軍の艦かん隊たいに遭そう遇ぐうした時にアバディーンたちに命を救われたらしく、この作戦にも自みずから志願したと言っていた。

「いや、今のはわたし自身の話だ」

「は？」

「すまないが、少し席を外す。手順の確認は後にして欲しい」

　踵きびすを返して廊下へ出る。とたんに厳きびしくなった冷気に身が引き締しまった。考えを整理するためにあてもなく歩き出したつもりだったが、足は自然と黒組の教室へ向かっていた。

　かつてマグノリアは黒組に所属する生徒だった──そして、彼女のパートナーも。二人は騎士学院グランデコル史上最強と評されたコンビだった。

（……パートナーなしでは、戦力が足りない）

　騎士なしで敵と戦うのには限度がある。特にこの戦争が始まり、味方が傷つく姿を見るうちに焦あせりが強くなった。不足を補う方法は一つしかない。分かりきっていることだが、自分から言い出すことはできなかった。

　心のどこかで、相手の方から来てくれるのを待っていたのかもしれない。

「ずいぶん遅かったな。もっと早く抜け出してくると思ってたぞ」

　薄暗い教室に入ったとたん、耳慣れた声に迎えられた。窓を背にして長身の男が立っていた。砲剣鍛か冶じのラフエッジだ。かつてのパートナーであり──そして、今でも恋人である男。心臓に病やまいを負って騎士学院グランデコルを退学してから、砲剣鍛冶として日々を過ごしてきた。

　しかし、ここへは砲剣鍛冶として現れたわけではなかった。騎士のための正式な防具を身に着け、かつて愛用していた砲剣を腰に提さげている。

「仕事は終わったのか？」

「だいたいはな。この一ひと月つきで一生分の砲剣を作ったぞ」

「あの数で一生分か。少なすぎるだろう、怠なまけ者ものめ」

「……人生の長さによるさ」

　ラフエッジは肩を震わせて咳せきこんだ。一いつ瞬しゆん、マグノリアはかけるべき言葉を失った。

「カジカ・サカイはどうしている？」

「整備の終わった砲剣をアバディーンに届けに行ったよ。その隙すきに抜け出してきた」

　マグノリアはふっと息を吐いた。お前がわたしのところへ来ることを知らせたのか、という意味で尋ねたのだが、どうやら教えていないようだ。

　アバディーンたちは外壁の塔に待機している。そろそろ作戦の始まる時刻だ──もう一度師弟が会って話をする時間はない。

「そろそろ、始めようか」

　ラフエッジはいつもと同じ調子で言った。マグノリアが真の力を発揮するには、この元パートナーの手を借りるしかない。

　不意に得体の知れない熱い塊かたまりが胸の奥からこみ上げてきた。彼女は必死にそれを抑えこんで、二人の間に広がる暗がりに右手を伸ばした。

　こういう場合、竜の方から求めるのが作法だ。十年前もそうしたと思う。

「わたしと契約を結べ、この阿あ呆ほう」

　声は震えなかった。震えたのは、指先だけだ。
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　学院島をぐるりと囲う黒い外壁には、一定の間隔を置いて塔が建っている。島の内外を見張るためのものだ。騎士学院グランデコルに作戦本部が置かれた今は、すべての塔に中隊規模の歩兵が配置されている。

　その中でも正門とはちょうど反対側にある一番高い塔には、歩兵だけではなく各国の竜騎士ドラグーンたちが集まっていた。作戦の開始を待っているのだ。

　最上階の小窓のそばに立って、ティアナは島の外を監視していた。明かりの消えた円形の小部屋にいるのは彼女一人だった。他ほかの騎き士しや騎竜は階下で待機している。

　夜明けが近づくにつれて、吹雪ふぶきは多少弱くなってきているが、視界は相変わらずゼロに近い。目をふさがれているのと同じ状況だった。

　不意に床の跳ね上げ戸が開いて、下の階から赤毛の少年が現れた。パートナーのジャン・アバディーンだった。彼は怪け我がをした右足を庇かばいながら、ティアナのいる階に上がってくる。

（あ……）

　とっさに唇をぎゅっと結んだ。どういうわけかジャンの顔を見ると頰が緩ゆるむ。今までこんなことはなかった──さっき彼にも言われたとおり、ずっと笑うことなどなかったのに。

「こんなところまで、なにをしに来たのですか？」

　ティアナはわざと冷たく尋ねる。

「なにをしにって、見張りを手伝おうと思ったんだよ」

　杖つえをつく音と靴音が交互に近づいてきて、ジャンがすぐ隣となりに立った。

「全然外が見えねえな」

「……吹雪ふぶきですから」

　ふらりとパートナーの上体が揺れる。支えようと腕を伸ばしかけて、途中でやめてしまった。港で話した時のことを思い出したからだ。「誇りに思います」とか、今振り返るとかなり恥ずかしいことを言ってしまった気がする。

　もっとも、取り消すつもりはなかったが。

「カジカ・サカイは『ペイルライダー』を届けに来たのですね」

　ジャンは腰に砲剣を提さげている。ついさっき作り出された新品のように磨き上げられていた。

「ああ。あいつ、お前にもよろしくって言ってたぞ」

「……そうですか」

　ティアナは黙だまりこんでしまう。多分、出しゆつ撃げき前に二人きりになれるのはこれが最後だ。彼に伝えたいことがあるような気がするのに、どういうわけかうまく言葉にならなかった。

　跳ね上げ戸の開く音が聞こえて、ティアナたちは振り向いた。顔を覗のぞかせているのはクリス・キッドマンだった。

「アバディーン？　ここでなにを……」

　ティアナと目が合ったとたん、彼女は表情を曇くもらせた。ジャン一人だと思っていたのだろう。慌てて後戻りしようとする。

「あ、ごめん、邪じや魔まして……失礼しました」

「なに言ってんだ？　こっちに来いよ」

　ジャンが呼び止めた。

「俺たちだと外の様子が分からないんだ。一緒に見張ってくれないか？　お前の方がずっと目がいいだろ」

　部屋の中に漂ただよっている緊きん張ちように、彼一人が気付いていないようだった。クリスはティアナに視線を向けた。

「……よろしいですか？」

「は、はい……お願いします」

　ティアナがクリスに気を遣つかうならともかく、その逆はおかしい。クリスは最上階に上がると、ティアナたちの後ろから遠慮がちに外を見つめた。

「見えるか？」

　と、ジャン。クリスはぎこちなくうなずいた。

「うん……ある程度だけど。海面ぐらいは見えるよ」

「やっぱり、すごいな」

　ジャンの賞賛に、クリスの頰がかすかに赤くなる。二人を横目で見ているティアナの胸に、もやもやと霧きりがかかった。どうしてもこの感情をうまく整理できない。恋愛だと一言でいってしまうのは簡単だ。でも、もう少し曖昧で複雑な気持ちだと思う。

　この戦いを生き残った時には、どうにも名付けようのないこの思いも、なにかの形になるような気がする。

（……死ぬわけにはいかない）

　ティアナは心に念じた。死んでしまったら、この思いも消えてしまう。それは誰にとっても同じことだ。ジャンも、クリスも、他ほかの皆も、誰一人として欠けてはならない。

「アバディーン、ティアナ様」

　不意にクリスが口を開いた。緊きん張ちようを帯びた声だった。

「敵影が見えました。近づいてきます」

　ティアナも暗くら闇やみに目を凝こらした。言われてみると、巨大な物体の輪郭がぼんやり浮かび上がっている──予測したとおりの時刻だった。

「始まりだ」

　ジャン・アバディーンは力強く言った。




　その同時刻──。

　東西セーロフ島を結ぶ巨大な氷の大橋を、補給物資を載せた軍用馬車が連なって進んでいた。東の空はうっすら明るくなっていたが、やみかかった吹雪ふぶきのなごりで視界はかなり悪い。

　大まかに切り取られた氷山にはあちこちに傾斜があり、表面には雪も積もっている。なるべく中央を進むようにはしているものの、万が一端はしの方に近づいて転落すれば命はない。周囲にあるのは氷点下の海水なのだ。

　不安定な足場と厳冬マロースに怯おびえがちな馬を歩かせるために、輜し重ちよう中隊の兵士たちは轡くつわを取って無理に引かなければならなかった。

（どれだけ長いんだ、この橋は）

　ランプの明かりを手に先頭を歩く中隊長は舌打ちをした。背後の西セーロフ島も、行く手の東セーロフ島もどちらもまったく見えない。ちょうど中間というところだろうか。頭上を飛んでいるはずの護ご衛えいの機甲竜ヒユドラも、駆動音でしか確認できなかった。

　悪天候の深夜に海峡を渡らなければならないのは、馬車に積まれている金属の樽たるのせいだ。中身は地の機甲竜ヒユドラの燃料で、これを欠かしては進軍ができなくなる。本国で精製された特殊な液化ガスが詰まっている。頑丈な容器に密封されているが、外気に晒さらされると大だい爆ばく発はつを起こす危険もあるという。

　頭上から強風が吹き下ろしてきて、中隊長はよろめいた。ランプを掲げて注意を喚起した。動揺した馬が暴あばれれば、荷馬車など簡単にひっくり返る。万が一にも部下たちを危険に晒すわけにはいかない。

（……ん？　風？）

　中隊長ははっと空を見上げた。頭上から風が吹いてくるのは妙ではないだろうか。高い建物の陰に入ったわけでもないのに。

「あっ！」

　彼は棒立ちになった。おそろしく巨大な影が、右手の暗くら闇やみからのしかかってくる。敵の軍ぐん艦かん──いや、あまりにも大きすぎる。この氷の橋にもひけを取らなかった。

（……まるで、島だ）

　島という単語が記憶の襞ひだを刺激した。そういえば聞いたことがある。海ユ洋ニ連オ合ンには大海を自由に移動できる人工島が存在する、と。そこには竜騎士ドラグーンを養よう成せいする学校があるらしい。

　突然、地面が波打つように激しく跳ねた。すぐ目の前で人工島が氷の大橋に激突したのだ。足下から金属が裂けるような軋きしみが伝わってくる。吹き飛んだ氷の破片がばらばらと中隊に降り注いだ。

「総員、荷を置いて一時後退しろ！」

　と、中隊長は叫んだ。このままでは橋の破は壊かいに巻きこまれるかもしれない。

　部下たちは一いつ斉せいに馬車をその場に止め、元来た方向へ走り出した。中隊長も馬車の脇をすり抜けながら空を見上げる。護ご衛えいの機甲竜ヒユドラたちがなすすべもなく空中に静止していた。

　背後で怯おびえきった馬のいななきが聞こえる。反射的に振り返ると、裂けた氷の向こうに旧文明時代のものらしい黒い壁が屹きつ立りつしていた。外壁に取り囲まれているのは、古代の要塞だったせいかもしれない。

　なにが起こったのか、おぼろげながら分かってきた。これは海ユ洋ニ連オ合ンの作戦だ。レガリオン軍が渡した巨大な氷の橋に、巨大な人工島をぶつけて真っ二つに裂くつもりだ。誰が思いついたのか知らないが、常識では考えられない発想だった。

　島の外壁の頂点に視線を向けると、たいまつを持った人影が立っている。赤い髪の少年のような兵士だった。異様に口径の大きな砲剣を構えている。

「あれは……」

　全身の毛がぞっと逆立った。前線の兵士たちに恐れられている竜騎士ドラグーンの話を思い出したからだ。昨日もたった一丁の砲剣で数十台の地の機甲竜ヒユドラを破壊したという。撃うたれた者は死体も残さず消失してしまう。桁けた外はずれな速度を誇る竜の皇女「金色の死神」を駆かる恐るべき悪あく魔ま。確か名前は──。

　まばゆい光球が砲剣から撃うち出され、先頭の馬車に命中した。きれいに一部をえぐり取られた金属の樽たるが、雪の上にごろりと転がった。白い気体を噴ふき上げているのが雪の降る中でもはっきり見えた。

（……燃料が）

　突然、轟ごう音おんとともに視界が真っ白になった。氷の橋の上で起こった爆ばく発はつに巻きこまれ、中隊長の意識はそこでぷつりと途切れた。




　　　　４




　学院島の激突で真っ二つに折られた氷の大橋は、まるで門が開くように両岸へと押しやられていった。東西セーロフ島が完全に寸断されると同時に、学院島からは百騎きほどの竜騎士ドラグーンが続々と飛び立った。彼らの行く先はレガリオン軍の司令部の置かれた西ではなく、海ユ洋ニ連オ合ン軍の防戦が続いている東セーロフ島だった。

　ここ数日あまりにも速く進軍したために、後方にさほどの兵力を残していなかったレガリオン軍は、完全に虚を突かれた。

　ヤムール山脈を越えていた主力部隊から、すぐさま空の機甲竜ヒユドラの半分が迎げい撃げきのために飛び立ったが、竜騎士ドラグーンたちはなぜか決戦を避さけるように四方に散ってしまった。

　呆あつ気けに取られた空軍の司令官のもとに、公道沿いの軍事物資の集積所が一いつ斉せいに空から襲しゆう撃げきを受けているとの報告が飛びこんできた。慌てて小隊単位に分かれて後を追ったものの、到着した時にはすでに食糧や弾薬──そして機甲竜ヒユドラの燃料の多くが焼き払われ、竜騎士ドラグーンたちも姿を消した後だった。




「……我が軍の補給を断ったつもりか」

　リベツク河を見下ろせる台地の上で、中年の准将は電信文の記された紙を握りつぶした。東セーロフ島にいるレガリオン軍の指揮官である彼のもとには、こざかしい海ユ洋ニ連オ合ン軍の動きが逐ちく一いち報告されてきている。

　この戦争が始まって以来、連中は常に卑ひ劣れつなゲリラ戦術を取り続けている。正面から仕掛けてきたことは一度もない。

　夜明けとともに吹雪ふぶきもやみ、河の流れにも薄く雪が積もっている。対岸には海ユ洋ニ連オ合ン軍の陣地が細長く敷しかれ、格こう子しのような防ぼう護ご柵さくの向こうで兵士たちがこちらを窺うかがっている。

（これなら、すぐにでも河を渡れるな）

　河の幅はさほど広くはなく、しかも昨日の吹雪で完全に凍りついている。地の機甲竜ヒユドラなら、防ぼう護ご柵さくなど一踏みで粉砕してしまうだろう。見た限りでは敵軍の数は決して多くはない。ただでさえ少ない兵力をさらに割って学院島に乗せてしまった今、ここの防ぼう衛えいに割く兵力もないのかもしれない。

（殿下からの攻こう撃げき命令は出ていないが……）

　単に届いていないだけ、という可能性もある。西セーロフ島とは一時的に連絡が通じない状態になっている。今、判断を下せる司令官は彼以外にいない。

　しばし腕を組んで、状況を整理する。当面、燃料や食糧は補給できず、空軍の半分は後方に送らざるを得なかった。しかし、ここには十万近い軍団がいる。地の機甲竜ヒユドラ部隊も数時間は前進できる。海ユ洋ニ連オ合ン軍の総司令部があるザトンの街に、正午までには到達することだろう。

　さすがに連中もそれ以上は退却できないはずだ。その先には港どころか集落すらない。崖に囲まれた岬が一つあるだけだ。

　もはや勝利は目前だ。

　ふと、無機質な金属の仮面が准将の頭に浮かんだ。本音を言えば、あんな得体の知れない若造の参さん謀ぼうに頭など下げたくはなかった。グロリア・レガリオン殿下の愛人でありながら、マキナ教徒でもレガリオン人でもなく──あろうことか、アバディーン王家の一員だったという噂うわさすら流れている。

　ただここで指示を待っていれば、やがてあの参謀の考えた作戦が伝達される。戦争が終われば、作戦を立案した「名参謀」としてあの男が賞賛を浴びる。想像するだけで不愉快だった。

　准将は背中に従えた大軍を振り返る。自分の命令を待ちかまえている、レガリオン軍の精せい鋭えいたち。そしてずらりと並んだ地の機甲竜ヒユドラ。

　自分の意志で軍団を動かしたいという欲求を、これ以上抑えることはできなかった。彼は決意を固める。どうせ、誰がいつ攻めこんでも結果は同じことなのだ。

「戦せん闘とうの準備を始めろ！」

　と、准将は大声で叫んだ。

「リベツク河を渡り、この戦争を終わらせる！」

　レガリオン軍が動き始めてすぐ、上空に滞空していた竜騎士ドラグーンが、信号弾を打ち上げた。レガリオン軍の中でその行為に注目した者はいなかった。自軍に敵てき襲しゆうを知らせるのは当然のことだからだ。

　ただし、一つだけ奇妙なことがあった。その信号弾に応こたえるように、はるか西から同じような信号弾の発射音がかすかに響ひびいてきた。それは学院島のある海峡の方角だった。




　信号弾の発射音とともに、機甲竜ヒユドラの駆動音が地鳴りのように響いてくる。小さな明かりのともった地下室で、周辺の地図を眺めていたジャンは、思わず天井の梁はりを見上げた。

「……どうしたの？」

　机の向こうがわで、砲剣の点検をしていたクリスが小声で言った。狭い地下室には十数人の騎き士しや竜たちがひしめいている。彼らはここで出しゆつ撃げきの時を待っていた。

「いや……別に」

　ジャンは言葉を濁にごした。他ほかの者たちが聞いている場所で、口にするのは憚はばかられた。

「どうせ不安になったんだろう。奴やつらが本当にこちらの誘いに乗ってくれるかどうか」

　アダマスがずばりと指摘してくる。ジャンは言い返すことができなかった。考えられる限りの手は尽くした──はずだ。東セーロフ島で竜騎士ドラグーンたちの襲しゆう撃げきは成功し、リベツク河のレガリオン軍は進軍を開始した。

　ここまでは予測どおりだが、本番はこれからだ。肝心の「黒の鉄姫」とヴィクトルがジャンの「作戦」に乗ってくれるかどうか。すべてはその一点にかかっている。

「今さら後悔したところで、手遅れだぞ」

「……分かってる」

　ジャンはぐっと奥歯を嚙かみしめた。不安なのは作戦の成否だけではない。「黒の鉄姫」と戦うために、ここにいる竜騎士ドラグーンたちはぎりぎりまで身を隠し、兵力を温存する必要があった。しかし、それは他の友軍を危険に晒さらすことを意味している。

「状況は必ず動きます」

　隣となりにいたティアナが、耳元に囁ささやきかけてきた。

「自分を信じて下さい。ここにいる者は皆、あなたを信じています」

　彼は地図の上に置かれた両手を握りしめる。自信を持たなければならないことは分かっている。しかし、そう簡単に不安を拭ぬぐうことはできなかった。




「シーグマンの元側近の准将は、勝手に部隊を動かしたようだな」

　首都ルテニアの司令部の一室で、グロリア・レガリオンは言った。曇どん天てんから朝の太陽が時々姿を覗のぞかせる。そのたびに部屋の明るさが目まぐるしく変わった。

「橋の寸断で待機命令が伝達できなかったようです」

　ヴィクトルが答える。万が一の場合の指示を出しておく必要があったかもしれない──いや、それでもあの油断ならない准将が素直に従うとは限らないが。

「まあ、奴やつがザトン攻略に成功しようがしまいが、大局が大きく変わるわけではない……奴の処遇も同様だ」

　敗北した場合はもちろん、仮に勝利したとしても、軍律違反を理由に処分するつもりなのだろう。ヴィクトルも同意見だったが、グロリアと違ってわずかな懸け念ねんを覚えていた。

　准将の独断専行でもレガリオン軍の勝利は揺るがない。しかし、不確定要素が増えたことは事実だった。彼がザトンの街を攻略できなかった場合を考慮して、レガリオン軍は総力を挙げて学院島を攻略し、一刻も早く補給線を回復しなければならない。

「それにしても、最後のあがきにしてはなかなか興味深い作戦だな。これまでのセーロフ国王の行動からいって、ここは降伏の一手だと思っていたが」

「セーロフ国王の発案ではないでしょう」

　ヴィクトルは確信を持っていた。あの国王を始めとして、今の海ユ洋ニ連オ合ンの要人の頭から、こんな大胆な作戦が出てくるはずがない。後先を考えないこうした発想ができる者は、一人しか思い当たらなかった。

「……おそらく、ぼくの弟の考えた作戦です」

「処分保留中の学生の作戦に、海ユ洋ニ連オ合ン全軍が乗ったというのか？」

「この国の騎き士し団だんはジャンたちに好意的なようです。その線でセーロフ国王を動かしたのかもしれませんね」

「意外に奴やつの味方は多いということか」

　グロリアはちらりと窓の外を見やった。ちょうど機甲竜ヒユドラの先発部隊が東へ向けて飛び立ったところだった。

「しかし、この先はどうするつもりだろうな。連中がやっていることは、しょせんはただの時間稼かせぎだ……我々が西セーロフ島の全兵力を傾けて学院島を占領すれば、奴らはますます不利になる。この世に一つしか残っていない、貴重な旧文明時代の移動要塞を失うのだから」

　その点についても、ヴィクトルには予想がついていた。彼は一枚の紙を机に置いて、グロリアに差し出した。さっき司令部に届いた電信の解読文だった。

「ちょうど海峡を渡るところだった輜し重ちよう部隊の中隊が、学院島の激突に遭そう遇ぐうしました……これは生き残った中隊長からの報告です」

　グロリアはその解読文にちらりと黒い瞳ひとみを向けた。一いつ瞬しゆんで意味を読み取ったようだった。

「輜重部隊に発砲したのは、お前の弟だったのか」

「ええ。東セーロフ島に出しゆつ撃げきした敵の部隊に、『ペイルライダー』を使う竜騎士ドラグーンはいなかったようです。弟は学院島を守っている、と見ていいと思います」

「なるほど」

　と、彼女は言った。

「……奴はわたしを誘っているというわけか」

「そういうことになるでしょうね」

　ヴィクトルはうなずいた。わざわざ姿を見せて、輜重部隊を攻撃する必要などない。自分のいる場所をこちらに伝えたのだろう。ジャンのそばには当然ティアナもいる。「金色の死神」と決着をつけたいグロリアが、全軍を率いてくることを狙っているのだ。リベツク河にいた軍団も、学院島での総力戦の状況を作り出すために誘い出された可能性がある。

「殿下をおびき寄せて殺す以外に、海ユ洋ニ連オ合ン軍の勝機はありません。ジャンたちはその可能性に賭けているのでしょう」

「なるほど」

　グロリアは椅子に深く腰かけて、長い黒髪をかき上げた。

「その誘いに乗るのも一興ではあるな。仮に一いつ騎き討うちになったとしても、わたしの手で奴やつらを葬ほうむれば済む話だ」

　自信に満ちたその言葉に、ヴィクトルはかすかに眉を寄せた。確かに「黒の鉄姫」には、それだけの実力が備わっているが、万が一ということもありうる。

「弟をそこまで甘やかす必要もないかと存じますが」

「確かにそうだが……」

　彼女は眉を寄せる。判断に迷っている様子だった。将自身が主力を率いていけば、当然兵たちの士気は上がる。その場で発生した不測の事態にも対応しやすい。

　行くか、残るか、どちらの判断を下しても間違いとは言えない。ただ、その結果は戦局を大きく左右しかねない。

　沈ちん黙もくが流れる。ヴィクトルは皇女の答えを待ち続けた。
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　学院島への攻こう撃げきを始めたのは、海峡を南下してきた艦かん隊たいだった。強大な火力を誇る艦砲が次々と火を噴ふき、外壁に作られた砲台をすぐに沈黙させた。

　レガリオン海軍は外壁そのものの破は壊かいも試みたが、穴一つ開けることはできなかった。金属とも粘土ともつかない黒い素材は、旧文明の科学技術によって生み出されたものだった。そこで艦隊は標的を外壁の中の町に変えた。

　外壁と違ってありふれた素材で作られた建物は、砲撃によって次々と破壊されていく。至るところで火災が発生し、島全体が炎の混じった黒煙に包まれていった。

　首都ルテニア周辺から空軍の大編隊が到着したのはその時だった。

　いや、もはや編隊という表現すら的確ではない。今まで海ユ洋ニ連オ合ンの人間が目にしたことのない、数百機もの大軍が西の空を黒く塗りつぶしていく──まるで世界の終末のような眺めだった。




「やべーやべー……マジでやべーわ」

　カジカ・サカイはぶつぶつつぶやきながら、島の坂道を全力で駆かけ上がっていた。溶け合った無数の機甲竜ヒユドラの駆動音は、空全体が雄お叫たけびを上げているように響ひびいてくる。両手に整備用の工具を抱えていて、耳を塞ぎたくとも塞げなかった。

　アバディーンに「ペイルライダー」を届けた後、応戦に参加しない生徒や住民たちは騎士学院グランデコルの地下に避ひ難なんするよう指示を受けた。もちろんカジカもそれに従うつもりだったが、直前になって工房で鼾いびきをかいていた師匠のことを思い出した。ひょっとするとまだ眠りこけているかもしれない。慌てて駆け戻ると、幸いにしてラフエッジはすでに工房を出た後だった。とっくに避ひ難なんしたのだろう。

　カジカは胸を撫なで下ろしつつも、工房が破壊された場合に備えて、工具の詰まった木箱を手に外へ飛び出した。その瞬しゆん間かんにレガリオン海軍の艦かん砲ぽう射しや撃げきが始まったというわけだ。

　生暖かい黒煙が坂道に充満している。左右の建物が崩れ落ち、燃えさしの柱やひしゃげた看板が散乱していた。以前も「黒の鉄姫」率いる機甲竜ヒユドラ部隊に襲しゆう撃げきを受けているが、その時と被害は比べものにならない。町そのものが完全に破は壊かいされつつあった。

　丘の上にそびえる騎士学院グランデコルに、カジカはなんとか無事に辿たどり着いた。正門は積み上げられた石材で塞がれていたが、衛えい兵へいたちに隙すき間まを空けてもらって前庭へ入る。意外にも校舎はまったくの無傷だった。まるで砲撃が島の中心部だけを避さけていたかのようだった。

　前庭には数十の対空砲が居並び、砲兵たちが射撃の準備を進めている。様々な国の兵士たちで構成されている部隊だ。選りすぐりの精せい鋭えいたちなのか、生き残りの寄せ集めなのかは、カジカには判断できない。

　島の中心にある騎士学院グランデコル以外の防衛を、海ユ洋ニ連オ合ン軍は事実上放棄している。限られた兵力を集中させるためだろう。

「そこの学生！　なにうろうろしてる！　とっとと地下に潜もぐってろ！」

　セーロフ人らしい砲兵の一人に叱り飛ばされる。慌てて前庭の噴ふん水すいの近くにある地下への入口に駆かけ寄った。場違いに背の高い老女が、地面に開いた蓋のそばに立っていた。

「……こんなとこでなにやってるんすか？」

　学院長のガートルードが、爬は虫ちゆう類るいめいた瞳ひとみを空に向けている。なぜか周囲の兵士たちは、戦せん闘とう員いんではない彼女が地上にいても注意しようとしなかった。

「ここは危険です。あなたは地下に隠れなさい、カジカ・サカイ」

　機甲竜ヒユドラの駆動音のせいか、ガートルードの声はいつもより聞き取りにくかった。

「えっ、でも、学院長先生も危ねーんじゃ……」

　最後まで言い終える前に、続けざまに砲撃音が響ひびいてきた。ずしりと地面に不吉な震えが走る。町のどこかがまた破壊されたのだろう。

　突然、一発の砲弾が黒煙を突き破り、カジカたちのいる噴水へとまっすぐ降ってきた。

「うわっ！　ちょっ……」

　反射的に入口から地下へ飛びこもうとして、直前で学院長のことを思い出した。いくらなんでも、一人だけ逃げるわけにはいかない。

「先生も逃げねーと！」

　鱗うろこに覆おおわれた右腕を引っ張った時、彼女が握りしめている二つの首飾りに気付いた。どちらにも虹色の宝玉が嵌はめこまれている。どこかで見たことがある、と思った瞬間、その石が七色のまばゆい光を放ち始めた。

「あっ」

　カジカは目を逸そらす──と、落下軌道にあった砲弾が、空中で微妙に向きを変えて丘の下へと消えていく。通常ではありえない動きだった。

「……竜ル気ンの力です」

　疲れきった声でガートルードは言った。

　カジカは以前聞いた話を思い出した。学院島の地下には重力を操あやつる竜ル気ンを貯ためこんだ竜の遺い体たいがある。この島が移動できるのも、その「力」のおかげだ。首飾りの宝玉は竜の遺体の一部であり、その「力」を制御する鍵の役目を果たしている、と。

　カジカは破は壊かいの跡のない校舎を見回した。ガートルードはその「力」を使って、着弾点を逸らしていたに違いない。よく見ると彼女の額ひたいには玉のような汗が浮かんでいる。「力」の使用は肉体にかなりの負担をかけるのかもしれない。

　不意にあたりがすっと暗くなった。上空に到達した機甲竜ヒユドラの群れが、太陽の光を遮さえぎっている。島を覆おおう巨大な傘のようだった。

　そのうちの一小隊が、前触れもなく騎士学院グランデコルに急降下を始めた。

「く……」

　ガートルードの口元が引き締しまった。彼女の操る竜ル気ンの力にも限界があるらしい。周囲で一いつ斉せいに対空砲が発射されたが、一発も命中しなかった。先頭の金属の竜がみるみるうちに大きくなり、開いた顎あごの奥に赤い光が輝いているのが見えた。地面すれすれまで降下して火炎を放射するつもりなのだ。

（やべ……）

　足がすくんで動かない。工具の入った木箱をぎゅっと握りしめたとたん、かすかに銃声が響ひびいた。一発の弾丸が金属の胴体を貫つらぬく。機甲竜ヒユドラはバランスを崩しながら向きを変え、正門の手前に落ちていった。

（アバディーンが助けてくれた……んじゃねえか）

　弾丸の飛んできた方角に目をやると、一群の竜騎士ドラグーンたちが校舎の屋上に浮かんでいる。バルバートル人やウルス人、カリクマ人が中心の混成部隊だが、その先頭でよく見知った顔の金髪の騎き士しが砲剣を構えていた。正式な防具を身に着け、瑠る璃り色いろの竜にまたがっている。

「師匠……なんで……」

　カジカの師事しているラフエッジだった。騎竜の方はマグノリアのようだ。昔、同じ時期に二人が騎士学院グランデコルの生徒で、契約を結んでいたらしいことは薄々感づいていたが、どうして防ぼう衛えい軍ぐんに参加しているのだろう。

　彼は降下してくる小隊に次々と発砲する。一発撃うつたびに機甲竜ヒユドラは黒煙を上げて墜つい落らくしていく。見た目は普通の砲剣だが、おそるべき貫通力を持っているらしい。

「マグノリアは竜巻の竜ル気ンを持つ竜です」

　ガートルードは淡々と説明する。気のせいか、どこか沈んだ声だった。

「その竜ル気ンを弾丸にこめて貫通力を倍増させる……ラフエッジだけが習得している高等技術です」

「えっ、それって……」

　ラフエッジとマグノリアが契約を結び直したということだ。しかもガートルードもそのことを知っているらしい。どういう事情なのかさっぱり分からない。混乱するカジカを尻目に、ラフエッジたち竜騎士ドラグーンは急上昇し、敵軍のただ中へと身を投じていった。




　騎士学院グランデコル上空で、両軍の空中戦が始まった。

　マグノリアが機甲竜ヒユドラの編隊に飛びこむのと同時に、ラフエッジは上下左右の敵の位置を瞬しゆん時じに確認した。狭い空域での乱戦になった場合、寡か兵へいの方が有利な点もある。敵は同士討ちを避さけるために、銃による攻こう撃げきを制限せざるを得ない。

　ラフエッジは上昇しながら三機の機甲竜ヒユドラに一発ずつ発砲した。胴体を貫かれた機体は次々と墜落していく。背後から追いついた一機が火炎を放射したが、マグノリアの周囲の大気が渦を巻いて炎をはじき飛ばす。

　並外れた動体視力と射撃の腕を持つラフエッジと、竜巻をまとうことで火炎を寄せつけないマグノリア、対機甲竜ヒユドラ戦では攻守ともに非の打ち所のないコンビだった。

（……これでも、全軍ではないな）

　さらなる急上昇で敵軍を突っ切りながら、ラフエッジは冷静に考える。これはあくまでも先発隊だ。グロリア・レガリオン直属の空軍の主力部隊はまだ到着していない。

　西の方角に目を移すと、雪に覆おおわれた西セーロフ島が横たわっている。一部の沿岸地域を除けば、ほとんどレガリオン軍の部隊は見当たらない。東西の島に兵力が分散した結果、手薄になった地域が増えたのだろう。主力部隊が駐屯しているのも、司令部の置かれた首都ルテニア周辺に違いない。

　マグノリアが急旋せん回かいし、天地がくるりと逆転する。背後から迫っていた機甲竜ヒユドラに、ラフエッジは弾丸を見み舞まった。反撃を続けながら、ふとアバディーンたちのことを思った。姿を隠している彼らは、じりじりしながら出番が来る瞬間を待っているはずだ──「黒の鉄姫」と決着を付ける瞬間を。

　今、戦っているラフエッジたちは、その捨て駒にすぎない。

「うっ……」

　不意に氷のように冷たい痺しびれが、砲剣を握りしめた左手から左胸まで駆かけ上がった。病やまいにむしばまれた心臓が、ほんのわずかな間硬直した。

　全身の自由が完全に奪われる。その瞬間を狙いすましたかのように、レガリオン軍の乗り手が彼の右肩を撃うち抜いた。焼けつくような激痛に耐えながら、ラフエッジは振り返りざま片手で発砲した。胸を貫つらぬかれた乗り手が、機甲竜ヒユドラからずり落ちて灰色の海へと消えていった。

　腰のケースに入れていた包帯で肩を縛しばる。もともと痺しびれていた左手がうまく動かない。どうにか作業を終えた時には、出血で意識を失いかけていた。咳せきこんだ拍子に黒ずんだ血が口から溢あふれる。傷ではなく病やまいによる喀かつ血けつだった。

『これ以上、怠なまけているようなら振り落とすぞ！』

　鞭むち打うつような鋭するどい怒ど声せいが頭の中に響ひびいた。パートナーのマグノリアの声だった。

『わたしの荷物に成り下がる気か？　たまにはきちんと自分の仕事をこなせ！　クズ！』

　罵ば倒とうとともに、彼女の複雑な感情もラフエッジに流れこんでくる。パートナーが撃うたれたことへの恐怖と、彼の死への不安──そしてそれらをも凌りよう駕がする、この場を死守するという強い使命感。

　彼はマグノリアの背を見下ろした。敵の攻こう撃げきを避よけるうちに、彼女の青い竜りゆう鱗りんは弾丸を浴びて剝はがれ落ち、あちこちから血を流している。傷ついているのは自分一人ではない。痺れていたラフエッジの左手に、わずかながら力が戻った。

「俺を荷物に感じるようじゃ、お前も若くないってことだぞ、マグノリア」

　口元の血を拭ぬぐいながら軽口を叩たたく。おそらく時間はあまり残されていない。一いつ瞬しゆん、カジカ・サカイの顔が頭をよぎった。きっとあいつは胸を張って生きていってくれるはずだ。そう信じられる十分な理由もある。

「……今のうちに、お前に伝えておきたいことがある」

　マグノリアはなにも言わない。黙だまって聞いているようでも、あえて無視しているようでもある。この期ごに及んで無愛想な女だ──そういうところを気に入っていたのだが。

「俺は、ずっとお前を……」

　その瞬間、西の空に新たな機甲竜ヒユドラの群れが現れた。この場にいる部隊よりもさらに多い。間違いなくレガリオン空軍の主力部隊だった。ラフエッジはその大軍を凝ぎよう視しした。もう目がかすんで遠くがはっきり見えない。

「……マグノリア、あの中に『黒の鉄姫』はいるか？」

　かすれた声で尋ねる。祈るような気持ちだった。アバディーンの発案した作戦の成否は、この一瞬にかかっている。もし敵の行動を読み違えていれば、これまでの海ユ洋ニ連オ合ン軍の努力はすべて水の泡になってしまう──。

　死のような沈ちん黙もくが流れた。

『……いないようだな』

　ぽつりとマグノリアがつぶやいた。ラフエッジの体に震えが走った。

「本当か……？」

『間違いない……奴やつはルテニアに残ったのだろう』

「そうか、それなら……」

　ラフエッジは歯を食いしばりながら、砲剣に信号弾をこめて、頭上に向けて発射した。光は届かなくとも、音ははるか遠くまで響ひびくはずだ。

　最後の瞬しゆん間かんまで戦い続けるために、彼は新たに弾丸をこめ直す。それから、にやっと笑みを浮かべた。




「それなら、俺たちの勝ちだ」




　最初に異変を感じ取ったのは、ヴィクトル・アバディーンだった。通信室で前線から送られてくる情報を整理していた彼は、海ユ洋ニ連オ合ン軍の行動に疑問を抱いた。

（ジャンたちはなにをしている？）

　すでにレガリオン軍の主力も学院島に到着している。グロリアが出しゆつ撃げきしなかったことに気付いているはずだ。後は死にものぐるいで包囲網を突破し、このルテニアへ向かってくるしかない。しかし、戦場に「ペイルライダー」を操あやつる騎き士しが現れたという報告は来ていなかった。

　他ほかにも気になることがある。学院島を守っている竜騎士ドラグーンたちの中に、セーロフ騎士団の姿が報告されていないことだ。激戦で多くが戦死したとはいえ、まだ四、五十騎は残っているはずだ。祖国を取り戻すための最後の決戦に参加しないはずがない。

（……まさか）

　ヴィクトルは自室に駆かけ戻ると、機甲竜ヒユドラの乗員服に素早く着替えた。それから、グロリアが執務室として使っている奥の部屋に向かう。扉を守る衛えい兵へいを下がらせてノックをした。

「殿下、よろしいですか？」

「少し待て」

　かすかな物音とともに、くぐもった声が中から聞こえてくる。

「……差し支えなければ、その場で話せ」

「ルテニア近郊にある無人の集落に、今すぐ捜索隊を出すようお命じになって下さい」

「入れ」

　グロリアが短く言った。扉を開けて中に入ると、彼女はヴィクトルと同じ黒い乗員服を身に着け、金属の髪留めを鏡の前で直しているところだった。侍女も使わずに一人で着替えていたらしい。

「……どうやら、お前も同じ結論に達しているようだな」

　鏡越しに彼女はヴィクトルの方をちらりと見た。

「そのようですね」

　ヴィクトルは苦笑した。氷の大橋を破は壊かいした時、ジャンが自分の姿をあえて見せつけたのは、グロリアをおびき寄せるためではない。彼女が学院島に現れないことを、弟は読みきっていた。単に学院島が決戦の場だと印象づけるための行動だ──ルテニアから主力部隊を引き離すために。

　だとすれば、彼らがどこでなにをしようとしているかは自明だった。

　突然、荒れ果てた首都に警報が鳴り響ひびいた。

「来たようだな」

　と、グロリアがつぶやいた。ヴィクトルは窓を開け放つ。南の空に竜騎士ドラグーンたちの一団が出現していた。乗り手の軍装で判断する限りでは、セーロフ騎き士し団だんに騎士学院グランデコルの生徒たちが数騎交じっているようだ。

　おそらく氷の大橋を破は壊かいした直後、悪天候と夜陰に乗じてひそかに学院島を出ていたのだろう。この島の地理に明るいセーロフ騎士団の先せん導どうがあれば、無人の集落に身を隠すことなどたやすい。レガリオン軍の兵へい站たんは伸びきっており、特に内陸部は監視の目も緩ゆるい。

　集団の先頭には金色の竜に乗った赤毛の少年がいる。一いつ瞬しゆん、自分がそこにいるように感じた。偽いつわりのヴィクトル・アバディーン──名を騙かたって騎士になろうとしたあの弟が、ついにここまで辿たどり着いた。本物に成り代わるために。

（ぼくの名は、譲ゆずれないな）

　負けた方がすべてを失う。おそらく、これが最後の戦いになるはずだ。

「行くぞ」

　グロリアが彼の肩を叩たたいて、扉に向かって歩き出した。

「わたしがなぜ『黒の鉄姫』と呼ばれているか、奴やつらに思い知らせてやろう」




　　　　６




　東セーロフ島のレガリオン軍主力部隊がザトンの町に到達したのは、日が高くなり始めた頃だった。リベツク河を渡った後は抵抗らしい抵抗もなく、ほとんど損害は出なかった。

「……一体、どういうことだ？」

　街の大通りに足を踏み入れた准将は目を丸くした。ザトンの街に駐留していた海ユ洋ニ連オ合ン軍も、軍属の商人たちも、この街の住民も、誰一人見当たらない。慌ただしく立ち去ったのか、運びきれなかったらしい食糧などが雪の上に散乱している。

「船は一隻せきもありませんでした。すべて沖合に避ひ難なんしています」

　港から戻った部下がそう報告した。

　彼の目の前には海ユ洋ニ連オ合ン軍の総司令部が置かれていたという古城がそびえている。城門は開け放たれ、その奥にもまったく人ひと気けはなかった。

「セーロフ国王は住民とともに街を捨てて、ここから数粁キロ先の岬に陣を敷しいているようです」

　別の部下から報告を受けても、准将はまだ目の前の光景を信じられずにいた。最後に残された街まで捨てて、逃げ場のない岬に後退するなど正気の沙汰ではない。

　准将は背後を振り返った。地の機甲竜ヒユドラが雪の上で一列になって、死んだように停止している。この街に突入すると同時に燃料が尽きたのだ。

「……では、敵陣に向かって進軍する。準備をしろ」

　彼は命令を下した。地の機甲竜ヒユドラはここに捨てていくしかないが、歩兵同士の激突になったとしても、こちらの方が圧倒的に優勢だ。

（奴やつらは、なにを考えている？）

　この後退はほんのわずかな時間稼かせぎにしかならない。住民たちが大人しく従ったことも想像を絶している。このまま彼らが降伏しなければ、夕方までに海ユ洋ニ連オ合ンの軍民ともども全滅するだろう。

　奇跡が起こらない限り、避さけ得ない運命だった。




　都の方々で、対空砲が火を噴ふいている。

　ジャンたちは地上から飛び出した二十機の機甲竜ヒユドラと交戦状態に入っていた。グロリア・レガリオンの姿は見当たらない。ここに駐留している空軍のすべてではなかった。

『レガリオンの皇女は、いつ出てくるでしょうか』

　急旋せん回かいで敵の火炎放射を避よけながら、ティアナがジャンに問いかける。

「俺も知りてえよ」

　ジャンは歯を食いしばって「ペイルライダー」で機甲竜ヒユドラの翼つばさを破は壊かいする。

　ザトンの街や学院島にいた海ユ洋ニ連オ合ン軍は、ジャンたちをここに送りこむために多大な犠ぎ牲せいを払っている。なにがあろうと勝利しなければならない。

「でも、絶対に出て来るはずだ」

　彼らの眼下には一度焼き払われたルテニアの都が横たわっている。焼け跡に雪が積もり、まるではるか昔に滅んだ土地のようだ。都の中心にそびえ立つ、旧文明時代の高層建築の遺い跡せきと見比べても違和感がない。

　建物の大半を接収できなかったレガリオン軍は、広場に天幕を張って陣地にしているが、セーロフ騎き士し団だんの別働隊に次々と火を点つけられている。立ちのぼる煙が白い紗しやのように都の空を覆おおっていく。

「『黒の鉄姫』は指示だけ出すタイプじゃない。被害をこれ以上広げないためにも、先頭に立って俺たちを倒そうとするはずだ」

　不意に機甲竜ヒユドラたちが向きを変え、首都の中心の方角へ戻っていった。旧文明時代の遺跡に近い焼け跡から、人工の竜の大編隊が一糸乱れぬ動きで上昇し始めている。ジャンたちと戦っていた部隊もそこに加わった。

「あ……」

　編隊の中心に黒髪を長く伸ばした若い女と、仮面を付けた男がいる。ジャンの体が小刻みに震え始める。

　ついに戦場でこの二人と対決する時が来た──かつてアバディーン王国をこの地上から消し去り、今もセーロフ王国を滅亡寸前にまで追いこんでいる張本人。グロリア・レガリオンと、ヴィクトル・アバディーン。

『落ち着いて下さい、ジャン』

　ティアナが低く語りかけてくる。

『あなたがこの決死隊の要かなめであることを忘れないように』

「……分かってる」

　ジャンは兄に撃うたれた傷のうずきを意識する。この恐るべき敵に打ち勝つには、冷静さを失ってはならない。彼は現在の状況を分析する。今、対たい峙じしているのは「黒の鉄姫」直属の近この衛え部隊だ。その数は百機以上。どれも最さい新しん鋭えいの機体だ。動きを見る限りでは、おそろしく統制が取れている。

　一方、セーロフ騎き士し団だんを中心としたこちらの決死隊は、今地上に散っている者たちを含めて五十騎程度。大半がこの一帯の地理や気候を知りつくしたセーロフ人で、「ペイルライダー」の使い手であるジャンと「最速の雷竜」のティアナのコンビも加わっている。戦力差はあるが絶望的ではない。むしろこれ以上の好条件で、彼らと戦える機会は二度とないだろう。

『わたしたちは他ほかの機甲竜ヒユドラを引き受けます』

　セーロフ騎士団を率いているマルチナが言った。

『あなた方が『黒の鉄姫』と、仮面の男を倒して下さい。彼らをよく知るあなた方が相手をした方がいいでしょう』

「……分かりました」

　と、ジャンはうなずいた。責任が両肩にのしかかる──実質、この戦争の終結を任せられたようなものだ。右手の「ペイルライダー」を固く握りしめた。

「…………あの」

　いつのまにか、アネモネに乗ったラシードが近づいてきていた。ナズラニ峡谷の戦場で行動をともにした生徒たちは、全員が決死隊に加わっている。

「…………『黒の鉄姫』に」

　相変わらず極端に少ないラシードの言葉を、パートナーのアネモネが補った。

『グロリア・レガリオンの機甲竜ヒユドラに気を付けた方がいいって言ってます……前から強かったけど、様子が違うって』

「どういうことだ？」

『他の機甲竜ヒユドラと、全然違います』

　ジャンは目を凝こらした。確かに周囲の機体よりも二回りほど大きい。胴体の推進機関が左右の脇腹に一つずつ付いている。倍の推進力を持つということだ。翼つばさも左右に長く、装甲もより厚いようだった。

「……確かに、違うな」

　どことなく不気味なたたずまいだった。ひょっとすると、ここ数ヶ月で強引とも言える機甲竜ヒユドラの改良を重ねてきたのは、あの機体を開発するためだったのかもしれない。セーロフ王国との戦争にあたって、彼女は自分にふさわしい「愛機」を必要としていたはずだ。

「今さら怖おじ気けづいたのか？　偽にせ者もの。どんな性能かは戦えば分かるだろう」

　そう嘲あざわらったのはアダマスだった。

「アバディーン」

　ジャンたちの後方から、クリスの声が聞こえてくる。背後を見ると、彼女は「ファイアーフォックス」を両手に構えている。

「ぼくなら、この距離でもあの機体に当てられると思う。撃げき墜ついはできないだろうけど」

　ジャンはうなずいた。なんらかのダメージを与えることはできるだろう。装甲の強さを知るだけでも攻撃する意味がある。

「そうだな、頼たの……」

　そう言いかけて、はっと息を吞のんだ。いつのまにか「黒の鉄姫」はまっすぐにジャンを凝ぎよう視ししている。こちらの考えもすべて見透かすような鋭い目つきだった。

　突然、彼女の乗った機甲竜ヒユドラは姿を消した。

「えっ？」

　ジャンは自分の目を疑った。周囲を見回してもどこにもいない。

『下です！　街の中！』

　ティアナの動揺が体の下から伝わってくる。眼下に視線を移すと、雪に覆おおわれた廃はい墟きよのすぐ上を、弾丸のように横切っている黒い機甲竜ヒユドラの姿があった。

（……なんだ、あれ）

　現実の光景なのか自信が持てなかった。機甲竜ヒユドラでも、竜でも見たことがない速さだ──ひょっとすると、ティアナより速いかもしれない。

「あ……」

　グロリアが追っているのは、レガリオン軍の施設を焼いている竜騎士ドラグーンだった。やすやすと背後から追いつかれたセーロフ人の騎き士しの体がどっと炎に包まれた。地面に落ちていく敵に一いち瞥べつもくれずに、「黒の鉄姫」は向きを変えて別の竜を追い始める。

　ジャンの背筋がぞくりと震えた。

（俺たち全員を、一人で片付ける気だ）

　最初から数の優勢などあてにしていない。それを可能にするだけの実力が、あの「黒の鉄姫」には備わっている。

　その時、グロリアの近この衛え部隊が動き始めた。一気に畳みかけるつもりだろう。二手に分かれて、一方はグロリアに続いて降下し、もう一方は仮面の男に率いられてこちらへ向かってくる。

「くそ……」

　ジャンは唇を嚙かみしめた。二人の仇きゆう敵てきが別行動を取っている。一つしかない体がもどかしかった。とにかく、どちらと戦うかを決断しなければならない。

　彼が迷ったのは一いつ瞬しゆんだった。

「俺とラシードが『黒の鉄姫』を追う。クリスとバルバートルは仮面の男を迎え撃うってくれ」

「えっ、でも……」

「その方がいいんだ、クリス」

　クリスが援えん護ごを申し出るのは分かっていたが、ジャンはその言葉を遮さえぎった。

「『黒の鉄姫』は接近戦を挑んでくる。狙そ撃げき手しゆのお前じゃかえって危ない。ここにいて他ほかのみんなを援護してくれ。バルバートルもそれでいいか？」

　アダマスからの返事はなかった。殺気のこもった鋭するどい目でヴィクトルの乗った機甲竜ヒユドラを睨にらみつけている。この分担に不満はないようだった。

「行くぞ、ラシード、アネモネ」

　二人に声をかけると、ティアナが地面に首を向けて急降下を始める。

「…………ん」

　ラシードたちもその後に続いた。




　火災の煙が地表近くに立ちこめて、視界が遮られる。ラシードは風の竜ル気ンを使って周辺の煙を吹き飛ばした。

　翼つばさを折りたたんで飛ぶグロリアの機甲竜ヒユドラが、三人目のセーロフ騎き士し団だん員いんを追い詰めている。助けたくとも間に合わない距離だ。残像が見えるほどの高速で騎士たちの前方に回りこみ、機体を横滑りさせながら両手に短銃を構えて続けざまに撃つ。セーロフ人の体が躍おどるように跳ねて、ぐったりと動かなくなった。

　残された竜が炎の竜ル気ンを放とうとしたが、グロリアは直角に向きを変えて離脱してしまった。

「…………む」

　ラシードは糸目をいっそう細くした。旋せん回かい速度はティアナと互角だが、上昇力や加速力はそれより上だ。まともに正面からぶつかれば、ジャンたちでも勝てるかどうか分からない。

（なにか、おかしい）

　グロリアの才能と機体の性能だけでは説明が付かない、どことなく異常な動きだった。なにか秘密があるのではないか。

　戦士としての訓練を幼少の頃から積んできたラシードには、自分のするべきことが分かっていた。ラシードはアネモネの背を指先で軽く叩たたいた。

『うん、いいよ、ラシードくん』

　彼女はすぐに察してくれたらしい。気持ちが通じたことに、ラシードはほっとした。

「…………アバディーン」

　グロリアの追跡に入ろうとしていたジャンが振り返った。

『あの「黒の鉄姫」の動きには、秘密があるみたいだってラシードくんが』

　アネモネが彼の言葉を代弁してくれる。

『このままただ戦っても、勝つのは難むずかしいと思います……だから、まずわたしたちがぶつかってみます。お二人はそれを見て、分析して下さい』

「なに言ってるんだお前ら。ちょって待て……」

「…………じゃ」

　ジャンの制止を聞き流して、ラシードは軽く手を挙げた。この友人に命を助けられた時から、危険な役目は自分たちが引き受けると決めていた。ひょっとすると、これが最後の別れになるかもしれない。

　アネモネが風の竜ル気ンの力で急加速し、「黒の鉄姫」の側面に回りこもうとする。二人の方を振り向いたグロリアは、唇の端はしに笑みを浮かべる。黒髪に差した金属の大きな髪留めが、淡い日射しに鈍にぶく光った。

　ラシードはブーメランを握りしめて、「黒の鉄姫」をじっくり観察する。彼は砲剣を持たない、近距離戦せん闘とうに特化した騎き士し候補だ。敵の動きの見み極きわめはなによりも重要だった。

　突然、グロリアの機体が空中を蹴るように向きを変え、一直線に突っこんでくる。ラシードにとっては予測された動きだった。彼は大きく振りかぶると、十分に竜ル気ンをこめたブーメランを放った。巨大な刃やいばは縦に回転しながらグロリアに襲おそいかかる。

　彼女の姿が機甲竜ヒユドラごとかき消えた。しかし、ラシードは慌てることなくアネモネに合図し、彼らは竜ル気ンの力を借りて垂直に急上昇し始める。案の定、頭上を行きすぎようとしている「黒の鉄姫」の姿があった。

　一いつ瞬しゆんだけ減速して自分の姿を相手の目に焼きつけ、方向転換と急加速で相手の視界の外に飛び出す。それが「消えた」ように見えるだけだ。

　ラシードは風の竜ル気ンの力を解放し、アネモネの体を発射台にしてさらに高く飛んだ。同時に背中に差している予備のブーメランを抜き放ち、渾こん身しんの力で機甲竜ヒユドラに向けて投とう擲てきした。

　グロリアの乗った機体が急停止し、下から襲いかかる刃を寸前でやり過ごす。その軌道を追うように、ラシードの体も機甲竜ヒユドラと同じ高さにまで上昇した。もう武器は残っていない。丸腰の全身を晒さらしている彼に向かって、グロリアは両手の短銃の引き金を引こうとする。

　ラシードの口元にかすかな笑みが浮かんだ。最初に投げた竜りゆう鱗りんの刃が、縦に弧を描いてちょうどグロリアの背後に迫ってくるところだった。彼女が上方向に待たい避ひすることも、二本目のブーメランの攻こう撃げきに急停止することも、すべてラシードの読みどおりだった。

　機甲竜ヒユドラの長い翼つばさに刃の影がかかる。乗り手はまだ気付いていない。仮に気付いたとしても、レバーから両手を放していては回かい避ひすることはできない──。

「…………あ」

　グロリアの機体はほとんど真横に傾いた。回転する刃は腹のすぐ脇をすり抜けて、地面に落下していった。

　ラシードは生まれて初めて大きく目を見開いた。相手のあり得ない退避行動に驚おどろいただけではない。この「黒の鉄姫」の動きだけが違う理由が分かった気がした。一刻も早くジャンたちに伝えなければならない。彼は首を回して友人の姿を探そうとする。

　その瞬しゆん間かん、短銃の銃声が続けざまに二発轟とどろいた。ラシードの右胸と脇腹を熱い塊かたまりが通りすぎていった。血の飛沫しぶきが奇妙なほどゆっくり飛び散っている。アネモネの悲鳴がどこか遠くから聞こえてきた。

　グロリアの構えた短銃から、硝煙が立ちのぼっている。深い穴に落ちるように意識が薄れていく。やがて彼の肉体そのものも、地上に向かってゆっくりと落下し始めた。
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　上空で戦せん闘とう中ちゆうの部隊を指揮していたヴィクトル・アバディーンは、はるか下方でラシード・カリクマーンが撃うたれたことに気付いた。落下したラシードはパートナーのアネモネに受け止められ、そのまま廃はい墟きよの中へと降下していった。

　ティアナは同じ場所から動いていなかった。彼らの動揺が手に取るように分かる。ヴィクトルは長銃の銃口を足下に向け、赤毛の乗り手に狙いを定める。ここで弟を殺せば、グロリアは大いに不満を覚えるだろう。ついに完成した自分の愛機で、ジャンとティアナを葬ほうむることを楽しみにしていたのだから。しかし、わざわざ危険を冒おかして直接戦う必要はない。始末できる時にしておいた方が得策だ。

　血を分けた弟を殺すことに、ヴィクトルはなんのためらいも感じなかった。この戦争は自分たち兄弟の勝負でもある。決着を付けるには、互いの命を奪わなければならない。

　不意に日射しが雲に遮さえぎられ、わずかに手元が翳かげった。もう一度照準を微調整しようとして、ヴィクトルはふと気付いた。この雲は偶然移動してきたのではない。

　視線と銃口を同時に上に向けると、真上に浮かんでいる小さな雲の中にぼんやりした影が見えた。

（……アダマス・バルバートル）

　雲に偽ぎ装そうして近づいてきたのだろう。その影の中心を狙ってヴィクトルは発砲する。支えを失ったように、大きなものが雲の底からずるりと姿を現した。

（あれは……）

　現れたのはアダマスではなく、円えん錐すい形がたの巨大な氷ひよう柱ちゆうだった。しかも一つだけではない。次々と雲を突き破り、ヴィクトル目がけて落下してくる。

（氷の竜ル気ンで作り上げたか）

　ヴィクトルは片手でレバーを引いて氷ひよう塊かいを避よける。三つ目をやり過ごそうとした瞬しゆん間かんに彼は気付いた──氷塊の背後に隠れて、灰色の竜に乗ったバルバートル人の騎き士しが降下してくる。




「……死ね」

　アダマスは引き金を引いた。ヴィクトルの肩の装甲を竜りゆう鱗りんの弾丸がかすめる。命中はしなかったものの、氷の竜ル気ンがたちまち白い霜しもとなってヴィクトルの左腕に絡みついていく。長銃の引き金を引く利きき腕うでの方だった。

　アダマスは歓喜に打ち震えた。十三歳の彼を完膚無きまでに叩たたきのめした憎むべき敵。その命が自分の手の中にある。殺される恐怖に怯おびえ、自分より強い相手に屈服するさまを見てやりたい。かつて武術大会でヴィクトルに傷を刻まれた時、彼自身がそう振る舞まったように。

「ぼくを見ろ！　この穢けがれなき金剛石アダマスを！」

　ところが、ヴィクトルは彼と目を合わせようとしなかった。あの時と同じくどこか投げやりな態度で、アダマスではなく騎竜のソーニャの方を眺めているようだ。彼の全身の血が煮えたぎった。どこまで自分を軽んじれば気が済むのか。

（このまま心臓に砲剣を突き立てて殺してやる）

　戦場の爆ばく音おんの中で、乾いた銃声がかすかに聞こえた。いつのまにかヴィクトルは右手に短銃を握っている。ソーニャを撃うったようだ。しかし、口径の小さな弾丸で竜鱗を貫つらぬくことはできないはずだ。反はん撃げきに移ろうとした時、ソーニャの体がぐらりと傾いた。彼女はヴィクトルの手前で失速し、沈みこむように墜つい落らくしていく。

「なにをしている？　しっかりし……」

　振り返ったパートナーにアダマスは絶句した。ソーニャの右目のあたりから血が流れている。竜鱗がない両目をあえて狙ったのだ。

「よくもぼくの手駒を！」

　緩ゆるい螺ら旋せんを描きながら落ちるソーニャの背中で、アダマスは頭上に砲剣の先端を向けた。再び銃声が響ひびき、右目の上に痛みが走った。

「く……」

　どろりとした血が鼻筋と頰を流れる。ヴィクトルに撃たれたのだ。偶然なのか狙ったものなのか、かつて彼に負わされた傷とまったく同じ位置だった。

　不意にソーニャが人間の姿に戻ってしまった。完全に意識を失ったらしい。反射的にパートナーの体を庇かばうように抱き寄せた。凍りついた地面がみるみるうちに迫ってくる──激突を避さけることはできない。このままでは二人とも確実に死ぬ。

「ヴィクトル・アバディーン！　貴様！」

　アダマスは声を嗄からして絶叫する。二人の顔を流れ落ちる血は、まるで赤い涙のようだった。

　突然、落下地点に朱色の竜が滑りこんでくる。誰なのか確認するより前に、アダマスはソーニャを抱いたまま竜の背中にどすんと腰かけた。

「自分たちだけで戦おうとするなんて無む謀ぼうすぎるよ！」

　クリスが振り向きざま注意してくる。アダマスたちを受け止めてくれたのはフリデリカだった。雲に偽ぎ装そうする前にクリスたちから反対されたことを思い出した。

「あのチャンスを活いかさないでどうする気だ。奴やつを倒すのがぼくたちの任務だろう」

　ソーニャの傷を確かめながらアダマスは言う。幸いにして致命傷ではなさそうだった。呼吸は安定している。

『あたしたちに助けられたくせに、偉そうなこと言うんじゃないわよ。結局失敗しちゃったじゃない』

　フリデリカに言い返されて、アダマスは黙だまって舌打ちをした。自分たちだけで始末しに行ったのは、以前クリスを罪に陥おとしいれようとしたことをヴィクトルが知っているからだ。万が一にもあの男が口を滑らせたら、それこそ身の破滅だ。

「どこかで君たちを下ろす。しっかりつかまって」

　と、クリス。偉そうに命令するな、と言いたくなったが、確かにソーニャを抱えたままでは振り落とされそうだった。仕方なく残った片腕をクリスの腰に回す。ほっそりした華きや奢しやな体つきのくせに、やけに柔らかい。黒髪からふわりと甘い香りが漂ただよってきて、アダマスは赤面しながら目を逸そらした。

　ヴィクトル・アバディーンの乗った機甲竜ヒユドラが、上昇して雲の中へ入っていく。安全なところから指揮をするつもりのようだった。

（……取り逃がしたか）

　悔しさと怒りで吐き気を催しそうだった。アバディーン兄弟の片割れを始末する絶好の機会だったのだが。

　ルテニアの都では依然として空中戦が続いている。寡か兵へいのセーロフ騎き士し団だんはレガリオン空軍相手によく粘っていた。できるだけ地上近くを飛び回り、火災の煙や焼け残った建物に隠れながら、統制の取れた敵軍を攪かく乱らんし続けている。

　しかし、それも時間稼かせぎでしかない。学院島に向かったレガリオン軍の主力が戻ってくれば、自分たちは完全にひねりつぶされるだろう。その前になんとしても「黒の鉄姫」を撃げき破はして、この戦せん闘とうを終わらせなければならなかった。

「『黒の鉄姫』はどうした？　どこにも姿が見えないが」

　それにジャン・アバディーンもいない。クリスははるか前方を指差した。焼き払われた市街の向こうに、旧文明時代の高層建築の遺い跡せきがそびえていた。

「彼らはあそこだよ……あの遺跡で一対一で戦ってる」

　アダマスはかつての文明の残ざん骸がいを凝ぎよう視しした。新たな敵軍が現れるまで、わずかな猶ゆう予よしかない。あの男が「黒の鉄姫」を倒せなければ、海ユ洋ニ連オ合ン軍は完全に敗北する。

　ジャンとティアナに、この戦争の勝敗が委ゆだねられたということだった。




　　　　８




　グロリア・レガリオンとの戦せん闘とうは、ジャンたちにとって一いつ騎き討うちと呼べるようなものではなかった。グロリアの機甲竜ヒユドラに追われるうちに仕方なく遺跡へ飛びこんだが、そこでも引き離すことはできなかった。高速で柱の隙すき間まをすり抜けても、急停止でやり過ごそうとしても、ぴたりと背後に貼りついたまま離れようとしない。まるで自分たちの影に負われている気分だった。

「うっ」

　弾丸がジャンの頰をかすめていく。ティアナが小刻みに体の向きを変えていなければ、間違いなく頭に命中していただろう。

　そこは吹き抜けの最上階で、かつては庭園だったようだ。むきだしの建材に絡みついた樹木の陰に、黒い機甲竜ヒユドラが浮かんでいる。ジャンが「ペイルライダー」で発砲した時には、グロリアは真横に移動している。枝葉の破片が空むなしく飛び散った。

　ラシードの指摘したとおり、ありえない反応速度だった。まるでグロリア自身が機甲竜ヒユドラそのものであるかのような。

『……とにかく下へ降りてみます』

「分かった」

　敵の攻こう撃げきを防ごうにも、崩ほう壊かいの著いちじるしい高層階に障害物はほとんどない。背後から吐き出される火炎をぎりぎりで避よけながら、ティアナは近くにあった縦坑に飛びこんだ。ジャンの赤い髪が熱風でちりっと音を立てる。

　遺い跡せきの他ほかの部分に比べると、縦坑の損傷は少なかった。背後から「黒の鉄姫」が追いかけてくる。ここに誘いこまれた気もするが、とにかく下へ降りる以外になかった。

　グロリアは両手の短銃でジャンとティアナを撃うってきた。その間にも機甲竜ヒユドラは壁面からめくれ上がった鉄板を器用に避ける。

（あいつ、どうやって操そう縦じゆうしてるんだ？）

　機甲竜ヒユドラは両手両足を使って操縦するはずだが、グロリアは常に銃を握りしめたままだ。どうすれば他の機甲竜ヒユドラよりも精密な動きができるのだろう。

『頭を低くして！』

　ティアナの言葉が脳天まで響ひびく。十字に交差している太い梁はりがぼんやり見える。ティアナは梁と壁の隙すき間まを抜けようとする。

「うわっと！」

　ジャンも慌ててティアナの背に伏せる。首筋のすぐ上を黒いものが通りすぎていった。安心する前にはっと息を吞のんだ──「黒の鉄姫」も同じ隙間を通りすぎてくるはずだ。

　瞬しゆん時じに身をよじって「ペイルライダー」の銃口を背後に向ける。ちょうど梁によって切り取られた空間を、機甲竜ヒユドラが通過してくるところだった。

　命中する、と確信して引き金を引いた。グロリアが上体を傾ける動きに呼応するように、機甲竜ヒユドラは翼つばさを広げて壁面にぴたりと身を伏せた。まるで機体が手足の一部であるかのようだ。耳のすぐそばを白い光球が通りすぎていっても、彼女は眉一つ動かさない。黒髪が風圧で大きく乱れただけだった。

　ジャンは目を瞠みはった。彼女の金属製の髪留めは、こめかみのすぐ下あたりを覆おおう大きなものだ。それが風圧でも微動だにしていなかった。

（まさか……）

　縦坑の壁面の一部が光球で破は壊かいされ、ジャンたちのところまで破片が降り注いでくる。一瞬、ジャンが目を閉じそうになった時、グロリアは短銃で再び発砲した。

「うっ！」

　腹部から広がる鈍痛に声が洩もれた。弾丸が背中から貫通していったらしい。

『ジャン？　どうしました？』

「腹を撃うたれた……でも、大した傷じゃない」

　半分は強がりだった。内臓や太い血管は傷ついていないようだが、腹のあたりがじわりと濡ぬれる不気味な感覚がある。

「……それより、あいつの秘密が分かった。なんであんなに速く動けるのか、どうやって操そう縦じゆうしてるのかも」

『どういうことですか？』

「あいつの髪留めは髪に留まってるわけじゃない……頭の骨に直接固定されてるんだ。多分、ネジかなにかで嵌はめこまれてる。きっとあれは飾りじゃなくて、機甲竜ヒユドラを操縦するための装置なんだ」

　すでにティアナたちは地面を通過して、地下に入っているようだ。どこまで縦坑が続いているのか見当もつかない。太陽の光もほとんど届かなかった。

『自分の脳を機甲竜ヒユドラに繫つなげて、操縦しているということですか？』

「ああ……『黒の鉄姫』って別名も、そこから生まれたんだと思う。なにしろ黒い機甲竜ヒユドラを自分の体の一部にしちまってるんだからな」

　ジャンは歯を食いしばった。おそらく脳の出す命令をあの装置が受け取り、それを無線で機甲竜ヒユドラに伝える仕組みになっているのだろう。問題はどうやってそんな相手を倒せばいいかということだ──ティアナをしのぐ能力の機甲竜ヒユドラを駆かり、ありえない反応速度を持つ相手を。しかも、ジャンは脇腹と足を負傷している。

　不意に縦坑が途切れた。地上からの光が届かない暗くら闇やみで、周囲になにがあるのかまったく分からない。ティアナは空中に停止した。

「なんだ、ここは？」

　広い空間らしく、やけに声が響ひびく。すえたような淀よどんだ空気だった。

『わたしにも、はっきりとは……ただ……』

　ティアナの抑えた声が頭の中に聞こえる。

『以前、聞いたことがあります。ルテニアには旧文明時代に作られた、巨大な地下施設が残っていると。なんの施設だったのかははっきり分かっていませんが、大破局エンドロールの際には、地上から大勢の人々が逃げこんできたそうです。しかし……』

「……地上への出口が塞がってしまい、その人間たちは二度と外へ出られなかった、と言われている」

　ジャンが振り向くと、たいまつを掲げたグロリア・レガリオンが、機甲竜ヒユドラに乗って浮かんでいた。

「もしお前たちがわたしの前まで辿たどり着くことができたら、ここを決戦場とするつもりだった。せめてもの餞はなむけにな」

　グロリアはたいまつを真下に放り投げた。オレンジ色の炎が落ちていき、一山の薪まきの上に着地した。油でも染みこませてあったのだろう。どっと勢いよく炎が立ちのぼり、ジャンたちのいる天井近くまでぼんやり照らし出した。

　そこは太い柱の林立する、神殿めいた巨大な空間だった。装飾らしきものはなにも見当たらない。学院島の地下にも似たような場所がある。ひょっとすると同じ用途の施設なのかもしれない。

　よく見ると白っぽい石のようなものが、床面に敷しきつめられている。丸いものもあれば、棒状のものもある。太さや大きさもばらばらだが、なぜかどこかで目にしたことがあるような気がする──。

「あ……」

　ジャンの口から喘あえぎが洩もれた。

　それらはすべて人間の骨だった。混ざり合った無数の屍しかばねで埋めつくされている。

「ここはいわば墓所だ。今のわたしたちとは違って、この者たちは翼つばさを持たなかった。生き残るための力を持たない者たちは、いつこのような無様な屍を晒さらすか分からない。お前たちの最さい期ごにはふさわしい場所だろう」

　ぱちり、と下方で薪が爆はぜ、機甲竜ヒユドラの翼がわずかに揺れた。

『旧文明時代の科学技術では彼らを救えませんでした』

　と、ティアナが言った。無様、という物言いに腹を立てているようだった。

『もし、この時代に竜族がいれば、この人々も助けられたかもしれません』

「空に逃れた者たちは救われた。当時の科学技術によって作られた飛行機械でな。それが今の人間の先祖だ……お前たち竜族の方こそ、人間に争いをもたらしただけではないのか」

『どういう意味ですか？』

　ティアナの声が刺とげ々とげしさを帯びた。

「人と竜の契約に従わない者たちを殺してきた結果、お前たちのささやかな海ユ洋ニ連オ合ンが存在しているということだ。レガリオン帝国は竜との共存を拒絶し、僻へき地ちへ追放された人間たちによって築きずかれた国だぞ」

　ジャンが習った歴史には出てこない話だったが、ティアナは言葉を詰まらせている。まったくの噓うそではないのだろう。

『それで今度はあなたたちが、海ユ洋ニ連オ合ンの人々を殺して回るのですか？　アバディーンでも、セーロフでも』

「お前に人殺しを咎とがめられるとは思わなかったよ、『金色の死神』。アバディーン戦せん役えきで、花でも摘むようにわが将兵を殺し回っていたのはどこの誰だ？　このセーロフでも、お前とそこの赤毛のせいでどれだけ多くの命が奪われたと思っている？」

　威い嚇かくするようにばさりと機甲竜ヒユドラの翼つばさが羽ばたいた。まるで乗り手の感情に呼応しているかのようだ。ティアナは黙だまりこんでしまう。アバディーン戦役で彼女は多くの敵兵を殺し、慢心から最初のパートナーも失った。だからこそ、ずっと戦争を恐れてきたのだ。

「……俺には」

　ジャンはおもむろに口を開いた。出血のせいで、腹部が冷たくなり始めていた。

「なにが正義なのか、よく分からない……今までもそうだったし、多分これからもそうだ」

　グロリアの唇の端はしに嘲ちよう笑しようが浮かんだ。なにか言いかける機先を制するように、さらに言葉を続ける。

「ただ、アバディーンを滅ぼし、このセーロフも奪い取ろうとしているお前たちを絶対に許さない……その気持ちだけは消すことができない」

　ジャンは「ペイルライダー」の銃口を、グロリアの胸元に向けた。

「俺は、殺すことの責任を負う……今は、お前と戦う」

　やがて戻ってくるであろうレガリオン軍、グロリアの強力な機甲竜ヒユドラ、血を流し続けている脇腹の傷──状況は圧倒的に不利だった。しかし、そのことを理解してもなお、ジャンには確信があった。

（まだ、俺は戦える）

　一緒に戦ってくれた仲間たちと、ティアナという翼のおかげだ。

「お前のその単純さだけは好ましいな」

　グロリアの機甲竜ヒユドラは、すっと背後に下がって距離を置いた。

「これ以上、口先で議論しても時間の無駄だ。後は互いの翼と銃で語り合おう」

「ああ」

　ジャンはうなずいて、左手でそっとティアナの美しい金色の鱗うろこに触れた。かつて戦いを恐れていた皇女の体は、今は震えていなかった。

　ここへ来るまでにずいぶん長くかかった気がする。本当に色々なことが起こった──そして、これからも色々なことが起こるだろう。この「黒の鉄姫」との戦いは、終わりであると同時に、新しい日々の始まりでもある。

「行こう、ティアナ」

『ええ、ジャン・アバディーン』




　グロリア・レガリオンにとって、機甲竜ヒユドラとは翼つばさの先端に至るまで肉体の一部だ。頭ず蓋がいに深く突き刺さった装置は、脳の電流の変化を直接読み取ることができる。旧文明時代の遺い跡せきから発掘された機械の部品をそのまま流用していた。レガリオン帝国の科学技術をもってしても、その原理は完全に解明できていない。

　脳に負担をかけるこの装置は、連続して使用し続けることはできない。しかし、この戦せん闘とうにおいては、彼女の脳よりも先にジャン・アバディーンの肉体が限界を迎えそうだ。このまま戦い続ければ、そう長い時間もかからずに出血多量で死ぬだろう。

　正面に浮かんでいるジャンとティアナに全神経を集中させる。自分の方が優勢だとしても、この敵を侮あなどるつもりはなかった。ジャンは「ペイルライダー」で攻こう撃げきしてくるはずだ。それを避よけながら彼を射殺し、後は機体の性能差を活いかしてじっくりティアナを仕留めればいい。

　グロリアは歓喜に身を震わせた。ともに勇名を轟とどろかせるティアナと自分、どちらの皇女が空の覇は者しやであるか、これではっきりするはずだ。

（……来る）

　予想どおりにジャンは「ペイルライダー」を撃うった。しかし、その方向はグロリアではなく足下の床面だった。撃ち出された白い光球が白骨の中心に降り注ぎ、次の瞬しゆん間かんにあたりが暗くら闇やみに戻った。

（炎を消し飛ばしたのか）

　グロリアはもう一度点火しようとはしなかった。敵の的まとになるだけだからだ。彼女は機甲竜ヒユドラを天井近くにまで移動させ、視覚と聴覚を研とぎ澄すます。

　ティアナたちの意図は読めていた。運動性能で勝つことができない以上、グロリアに不意打ちを試みるしかない。そのために明かりを消し、駆動音を頼りに攻撃してくるつもりだろう。

（しょせん、この程度か）

　さっきグロリアが背後から忍び寄っていったことを、あの連中は憶おぼえていないらしい。この地下では音が反はん響きようし、こちらの位置など読み取れない。グロリアがこの場所を決戦場に選んだ理由の一つだった。

　もう一つあの二人が気付いていないことがある。この空間は一見完全な暗くら闇やみに見えるが、実は天井の隙すき間まからかすかに地上からの光が射しこんでくる。しばらく時間が経たてば、目が慣れて互いを見ることができるようになる。

　天井のやや下に位置を定め、グロリアは辛抱強く待ち続けた。やがて漆しつ黒こくの視界にぼんやりと輪郭が生まれてくる。天井に広がるひびや、近くにある柱の形が少しずつ浮かび上がってきた。そのうち、竜の皇女の居場所も分かるはずだ──。

　かすかな空気の動きを頰に感じた。その方向に視線を走らせると、金色の竜が背を向けて遠ざかっていくところだった。ジャンもこちらを振り返ろうともしない。彼らの向かう先には、さっきここへ降りてくるのに使った縦坑があった。

（逃げる気か）

　さすがのグロリアも呆あつ気けに取られた。ひょっとするとここへ辿たどり着いた時から、ジャンはもう戦える状態ではなかったのかもしれない。お前と戦うなどと言ったのは、逃亡を円滑にするための方便だった可能性がある。

　いずれにせよ、ここから逃がすわけにはいかない。グロリアは短銃を構えて発砲する。しかし、ティアナたちはすでに縦坑に逃げこんだ後だった。

　機甲竜ヒユドラを急発進させて縦坑へ飛んだ。強力な推進装置のあるこの機体は、ティアナよりも高い上昇力を備えている。地上へ出る前に必ず追いつける。

　直角に向きを変えて縦坑に飛びこんだ瞬しゆん間かん、金色の竜と赤毛の少年の姿が目に飛びこんできた。彼らは地下空間からほんの数十米メートル上に滞空していた。

（待ち伏せか）

　そう悟ったグロリアの頭上に、「ペイルライダー」の光球が降り注いだ。狭い空間が目もくらむような輝きに包まれる。

「ちっ」

　それでも彼女は冷静さを失わなかった。機甲竜ヒユドラを縦坑の隅すみに寄せて光球をやり過ごす。そこへ第二射が襲おそいかかってきた。今度は金属の両足で壁を蹴って反対側に逃れる。壁面が削り取られ、細かな破片がグロリアの頰をかすめた。

「この程度でわたしを倒せると思うな！」

　さらに放たれた第三射をかわしながら、グロリアはジャンがいると思われる場所へ発砲する。かすかなうめき声が聞こえ、硬いものが壁にぶつかる音が響ひびいた。金属ではなく、竜りゆう鱗りん特有の澄すんだ音だ。ジャンが「ペイルライダー」を取り落としたに違いない。グロリアの口元に笑みが浮かんだ。

（わたしの勝ちだ）

　彼女は再び短銃を頭上に向けた。今の射しや撃げきで致命傷を受けていようといまいと、ジャンたちの姿が見えた瞬間に引き金を引くつもりだった。

「ん……？」

　そこでグロリアは異変に気付いた。目を凝こらしてもなにも見えない──原因は今の「ペイルライダー」の攻こう撃げきのようだった。暗くら闇やみに慣れた後にいきなり強い光をぶつけられ、完全に目がくらんでしまったらしい。

（まさか……）

　これを狙っていたというのか。

　彼女は凍りついたように動けなかった。目のくらんだ人間が立ちつくすのと同じように、彼女の脳は愛機に命令を与えられなかった。我に返った彼女が降下しようとした瞬しゆん間かん、どすんと機体が上下に揺れた。なにか重いものが彼女の背後に落ちてきたらしい。

　振り返った瞬間、死神のように冷たい手がグロリアの首をつかんだ。

「……やっと手が届いたな、『黒の鉄姫』」

　ジャン・アバディーンの苦しげな声が間近に聞こえた。砲剣を取り落とすのと同時に、この機甲竜ヒユドラの上に飛び降りてきたのだ。

「お前の機甲竜ヒユドラは反応が良すぎる……お前の動揺に機体が反応して、動けなくなったんだ」

　しかし、グロリアはすでに動揺していなかった。首にかかったジャンの手の力はひどく弱い。この相手は動くのもやっとの怪け我が人にんだ。

「今のお前にわたしを絞め殺せるのか？　偽いつわりの竜騎士ドラグーンよ」

　彼女は短銃の銃口をそろそろと持ち上げる。今のジャンは丸腰のはずだ。心臓を撃うち抜いて即死させればいい。

「……まだ気付いてねえのか」

　暗闇の中で、ジャンの笑い声がかすかに響ひびいた。

「首を絞める必要なんかねえんだよ」

　首から離れた彼の手が、金属の髪留めをしっかりつかんだ。ようやく視力を回復し始めた彼女の目に、彼の腕に刻まれた金色の印ムドラがかすかに映った。

　グロリアの目が大きく見開かれる。雷撃が装置を通じて脳の奥にまで送りこまれ、「黒の鉄姫」の体がびくんと大きく跳ねた。

　薄れゆく意識の中で、彼女は自分の死を悟った。最後に脳裏をよぎったのは、紫色の目を持つ赤毛の少年──ここにいる敵とは違う、もう一人のアバディーンの顔だった。
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　窓も壁もほとんど原形を留とどめていない高層階から、ジャン・アバディーンはルテニアの都を見下ろしている。足と脇腹の傷に加えて、こめかみからも血を流していた。遺い跡せきの中に墜つい落らくした機甲竜ヒユドラの残ざん骸がいにもたれて、彼はかろうじて立っていた。

　黒髪を床に広げた若い女が、彼の足下に横たわっている。雷の竜ル気ンを浴びた髪留めは完全に破は壊かいされていた。

　激しい砲声と機甲竜ヒユドラの駆動音が大気に満ち満ちていた。セーロフ騎き士し団だんの必死の抵抗はまだ続いている。しかし、それもやがて終わってしまうはずだ。

　暗雲のようなレガリオン空軍の大編隊が、東の空に出現している。学院島から引き返してきた主力部隊だろう。ほんの数粁キロ手前にまで迫ってきていた。

「まだか？　ティアナ」

　そう言いながら、ジャンは「ペイルライダー」に信号弾を装そう塡てんした。機甲竜ヒユドラの胴体を調べていたティアナが顔を上げた。

「……装置が見つかりました。始めましょう」

　彼女は銅線つきの小さな箱形の装置を引っ張り出している。レガリオン帝国にしか存在しない、音声の増幅装置だった。ジャンは銃口を上に向けて引き金を引いた。晴れ間の覗のぞく空に青い光が弾はじける。戦せん闘とう中止の合図に、ルテニア中の兵士たちが空を見上げるのが分かった。

　ジャンは砲剣を床に転がして、ティアナから装置を受け取る。これを使って叫べば、敵の増援部隊にも声が届くはずだ。彼は大きく息を吸いこんだ。

「海ユ洋ニ連オ合ン、レガリオン両軍に告げる！　戦闘を中止してくれ！　繰くり返す、戦闘を中止してくれ！　俺は騎士学院グランデコル選抜隊所属のジャ……」

　ぐっと本名を喉の奥に吞のみこむ。もう少しで口を滑らせるところだった。

「……ヴィクトル・アバディーンだ。つい先ほど、レガリオン軍総司令官である、レガリオン帝国第七皇女グロリア・レガリオンは、俺たちとの戦闘により……」

　増幅された大声が耳に届いたのか、グロリアは両目を開けた。ゆっくり上体を起こしてあたりを見回した。自分の生きていることが信じられない、という様子だった。

　両手を縛しばられた彼女の姿は、全軍から見える位置にあった。レガリオン軍の砲声が一いつ斉せいにやみ、機甲竜ヒユドラたちも凍りついたように動きを止めた。

「……海ユ洋ニ連オ合ン軍の捕虜となった。戦時協定に基づいて、彼女の身の安全と捕虜としての権利は保障される……レガリオン軍の諸君、総司令官を失った貴軍とのこれ以上の戦闘を、俺たち海ユ洋ニ連オ合ン軍は望まない。ただちに停戦を申し入れる。偶発的な事故により、ここにいる捕虜の命が失われることのないよう、まずはこの遺い跡せきの半径一粁キロ圏内から後退してもらいたい」

　その呼びかけは賭けだった。「黒の鉄姫」と崇あがめられる皇女を危険に晒さらせないはずだが、万が一勝利を優先させる者がレガリオン軍にいれば、ジャンたちの希望も潰ついえる。

　息づまるような沈ちん黙もくが流れる──やがて、レガリオン軍の機甲竜ヒユドラは次々と向きを変え、ルテニアの中心街から離れていった。東の空に現れた増援も動く気配がない。

　ジャンは自分たちが勝利したことを確信した。生き残ったセーロフ騎士団の団員たちの間から、大きな勝かち鬨どきが上がった。




　全軍への呼びかけを終え、背後に倒れそうになったジャンの体を、ティアナは慌てて支えた。彼女も体から緊きん張ちようが抜けて、今すぐその場に座りこみそうだった。本当に自分たちは、この戦争を終わらせることができたのだ。

「……なぜ、わたしを殺さない？」

　グロリアがジャンに向かって尋ねる。

「お前はわたしを憎んでいるのではなかったのか？」

　ジャンは燃えるような目で彼女を睨にらみつけた。青ざめた顔にみるみる血の気が上った。

「憎いに決まってるだろ！　お前を殺してやる、この三年間それだけ考えて生きてきたんだ！　殺されたみんなの仇かたきを討つために！」

「では、わたしを殺すがいい。今が絶好の機会だぞ」

「今さらそんな挑発に乗るか、馬鹿野郎。もしお前を殺したら、ここにいる軍勢は必ずお前の仇を取ろうとする……それを防ぐ戦力は、もう俺たちに残ってねえんだ！」

　ジャンは血を吐くような叫びを上げる。その両肩は小刻みに震え続けていた。

「レガリオン帝国の皇帝だって、皇女のお前が殺されたら黙だまっちゃいない。国の面子メンツにかけても、セーロフ王国を滅ぼそうとするはずだ……お前を殺すわけにはいかない」

　ティアナの肩に回された彼の腕に、一いつ瞬しゆん力がこもった。抱き寄せられているような気がした。

「俺は殺すことに責任を負う……でも、殺しすぎないって誓いも立ててるんだ」

　ティアナの頰がかっと熱くなった。それは契約の時に交わした約束だった。ずっと憶おぼえていてくれた──今にも涙が溢あふれてきそうだった。

　彼女は心に決めた。これから先の生涯を、ジャンの翼つばさになるために生きていく。自分にとって、それがなによりも大切なことだ。

「それがお前の選択か、ジャン・アバディーン」

　グロリアは低い声でつぶやいた。

「……ヴィクトル・アバディーンだ。間違えんなよ」

「さっき、お前の方こそ間違えかけただろう」

　ふと、ティアナは違和感を覚えた。なぜグロリアはジャンに質問したのだろう。自分が生かされていることに気付けば、ジャンの意図などすぐに理解できたはずだ。今もなんのためにこんな会話を続けているのか。

　すぐ近くから聞こえる機甲竜ヒユドラの駆動音に、ティアナははっと顔を上げた。右手の壁にも大穴が開いており、外の様子を見ることができる。

　機甲竜ヒユドラに乗った仮面の男が、長銃の銃口をジャンに向けていた。

　ティアナの全身が凍りつく。ヴィクトル・アバディーンの存在に気付かせないために、グロリアは敗者の演技をしていたのだ。

「あ……」

　彼を突き飛ばすことも庇かばうこともできない。もう間に合わない──。

　一発の銃声が鳴り響ひびく。ティアナはジャンの顔を見上げる。彼は怪け訝げんそうな顔つきで突っ立ったままだった。体を確かめても傷は増えていない。

「ヴィクトル……」

　そうつぶやいたのはグロリアだった。ティアナは仮面の男を振り返る──いや、仮面はすでにどこかに飛ばされ、彼は素顔を晒さらしていた。

　彼のこめかみから、どろりとした血が流れ出している。頭を撃うたれたのだ。どこかうつろな、乾いた目つきで、こちらを見つめている。

　ティアナの胸がずきりと鳴った。遠い昔、初めて会った時のジャンの姿が蘇よみがえる。すべてを失い、絶望の中で佇たたずむ者の目。あの時の彼そのものだった。

「お前の勝ちだ、ジャン」

　ヴィクトルがつぶやいた。

　この戦いの勝者がヴィクトルとなり、敗者がジャンとなる──。

「あ……」

　ジャンが一歩近づこうとしたとたん、ぐらりとヴィクトルの体が傾き、機甲竜ヒユドラの背から滑り落ちた。そして、音もなくはるか眼下の黒煙の中に消えていく。乗り手を失った金属の竜は、風に流されて鳥のように飛び去っていった。

　その後ろから朱色の竜に乗った黒髪の騎き士し候補が姿を現した。

　クリス・キッドマンは「ファイアーフォックス」から無言で薬やつ莢きようを排出する。狙そ撃げきしたことを悔いるように目を伏せたままだった。
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　停戦から一夜明けて、学院島の上には青空が広がっていた。島内の町の大部分を焼き払った炎は、朝方になってようやく消し止められ、騎士学院グランデコルに避ひ難なんしていた住民たちも片付けのために自分たちの家へ戻っていった。

　ほとんど被害を受けなかった校舎は、東西セーロフ島から運びこまれた負傷者でごった返している。他ほかに負傷者の治療に使えそうな大きな建物が近くにないせいだ。

　ジャン・アバディーンは校舎の一角にある小部屋をあてがわれていたが、あまり身の休まる時間はなさそうだった。各国の騎士団長や要人たちが、ひっきりなしに彼のもとを訪れていた。

「近々、セーロフ国王が直じき々じきにあなたに会いに来るそうです」

　見み舞まいに来たティアナがさっき耳にした話を伝えると、ベッドに座っていたジャンは顔をしかめた。昨日に比べるとかなり血色が良くなっている。脇腹やこめかみの傷は命に関かかわるものではなく、医師の見立てでは多少起き上がっても問題はないということだった。

「わざわざ来てもらわなくても、こっちから行くって使者の人には伝えたんだけどな。動けないほどの怪け我がでもねえし」

「感謝の意を直接伝えたいのでしょう……あなたは救国の英雄ですから」

　ジャンはくすぐったそうに包帯ごしに頭をかいた。「救国の英雄」は決して大げさな表現ではない。起死回生の作戦を立案し、自みずから敵の本拠地に攻めこみ、一いつ騎き討うちで「黒の鉄姫」を捕らえた──歴史に語り継がれるべき偉業だった。ヴィクトル・アバディーンの名声は海ユ洋ニ連オ合ン中に広まっているだろう。

「そういえば、みんなはどうしてるんだ？　カジカの奴やつはぴんぴんしてたけど」

　ついさっき、工具箱を抱えたカジカがこの部屋に現れた。戦せん闘とうが激しくなって騎士学院グランデコルの地下へ逃れたのだが、爆ばく撃げきの振動で頭を打ってしまい、今朝まで意識を失っていたらしい。

「今見に行ったら工房が半分ぐらいぶっ壊こわれちまったけどよ、ちょっと直せば住めなくはねーな。全部壊れなかっただけ運が良かったぜ」

　カジカはそう言って白い歯を見せた。修しゆう繕ぜんの相談をするために、師匠のラフエッジを探す途中で立ち寄ったという。暇ひまになったらまた来るわ、と明るく告げて立ち去った。

「ラシード・カリクマーンは意識を取り戻したそうです。特に命に別状はないとか……バルバートルとソーニャもです。ただ、ソーニャは……失明のおそれがあると聞いていますが」

「……そうか」

　ジャンは軽く目を伏せた。兄のことを考えているに違いない。アダマスたちを撃うったのはヴィクトルだった。ルテニアで機甲竜ヒユドラ部隊を指揮していた彼は、冷静かつ冷酷にセーロフ騎士団を追いつめていたという。

　ジャンの名声と反比例するように、ヴィクトルへの非ひ難なんは激しさを増している──いや、非難されているのは正確には「ジャン・アバディーン」だ。自分の祖国を滅ぼし、このセーロフ王国をも滅亡寸前まで追いつめ、さらに英雄の名まで騙かたろうとしたおそるべき悪あく魔ま。

　海ユ洋ニ連オ合ン本部では、死んでもなお「ジャン・アバディーン」を司法で裁さばこうという機運も高まっているという。本物のジャンには聞かせたくない話だった。

　ジャンは自みずからの名と同時に、血を分けた実の兄を失った。セーロフ王国軍はヴィクトルの死体を今も捜し続けている。あの高さから墜つい落らくしては、原形など留とどめていないだろうが。

「『黒の鉄姫』は大人しくしてるのか？」

「ええ……一言も喋しやべらないそうです。図書館に監禁されていますが」

　グロリア・レガリオンは騎士学院グランデコルへ移送されてきた。正式に海ユ洋ニ連オ合ン本部に引き渡すまでの一時的な措置だった。

「……」

　ジャンはなにか考えこんでいる様子だった。おそらく、彼女に会って訊ききたいことが山ほどあるのだろう。奇妙なことに、ジャンが自分の正体を偽いつわらずに話をできる相手は、ティアナたちを除けば宿敵のグロリアしかいなかった。

「そういえば、クリスはどこでなにしてるんだ？　忙しいのかな」

　ティアナは体を硬くした。さっきもカジカに同じことを訊きいていた気がする。

「さ、さあ……わたしも知りませんが」

　学院島に戻ってから、ティアナも顔を合わせていない。ジャンの容態を確かめるために、真っ先にここへ現れてもおかしくないのだが。




　廊下を歩いていたフリデリカは振り返った。パートナーのクリスが立ち止まっている。

「どうしたのよクリス。行かないの？　あいつの見み舞まい」

「う、うん……そうだけど」

「行かないと分かんないわよ。あいつが元気かどうか」

　沈ちん黙もく。思わずため息が洩もれた。昨日からずっとこの調子だった。ジャンの容態は本当に大丈夫なのか、昨日からそのことばかり心配しているのに、見舞いに行こうと言うととたんに尻込みする。

　その気持ちは分からなくもなかったけれど。

「あいつを守るためにやったことでしょ。敵だったんだからしょうがないじゃない」

　ジャンの実の兄を撃うってしまったことを、彼女はずっと気に病やんでいる。そうしなければジャンが撃たれていたし、彼もクリスの行動が正しいと思っているはずだ。端はたから見れば当たり前の話だが、クリスはそう簡単に割り切れないらしい。

「でも……ぼくの顔を見れば、嫌いやな思いをするかもしれない……自分の兄弟を殺した人間なんて……」

「あのね、クリス」

　フリデリカは真顔で言った。半なかば呆あきれ、半ば同情していた。

「クリスの顔を見たいかどうかは、あいつが決めることでしょ。罪悪感があるなら、あいつにそれも伝えればいいじゃない。いくらなんでも、クリスを責めたりするような奴やつじゃないわよ」

　責めたらあたしが殴り倒す、と心の中で付け加えた。こんな助言をしなければならないことも苛いら々いらする。クリスとジャンの仲がうまくいって欲しいなんて、毛先ほども望んでいないのに。

「それにさ、あいつが撃つよりは、マシだったと思うよ」

　実の兄を自分の手にかける方が、ずっと苦しいだろう──覚悟はしていると言っていたが、そう簡単に割りきれるとも思えない。

「……そうだね。色々ありがとう、フリデリカ」

「いいよ、別に」

　クリスの気分は少し晴れたようだった。本当に礼を言われる筋合いはない。どうでもいい用事を一秒でも早く済ませたいだけだ。

「おっ、フリデリカ姐ねえさん！　キッドマン先輩！　よーっす！」

　能天気な大声が廊下に響ひびいた。ひょろっと細い体に不似合いな大きな木箱を抱えて、カジカ・サカイが前から歩いてくる。あまりにいつもと同じ態度にフリデリカは吹き出してしまった。

「うるさいわね、『よーっす』じゃないわよ……あれ、あんたもアバディーンの見み舞まい？」

「そーそーそーそー、すげーわアレ。ちょっと寄っただけだったんだけど、その間も色んなお偉いさんが入れ替わり立ち替わり来るんだから」

「そう……なんだ」

　聞いていたクリスの目が泳いだ。

「後で行った方がいいのかな……」

　いい加減にしなさいよ、とフリデリカが言いかけた時、

「えー、今すぐ行った方がいいんじゃないすか？　キッドマン先輩どうしてんのかなーって言ってましたよあいつ。顔見せないから心配だって……」

　とたんにクリスの頰が桜色に染まった。必死に隠そうとしているが、嬉うれしくて仕方がないらしい。フリデリカは軽くパートナーを肘でつついた。

「じゃ、とにかく行こっか。怪け我が人にんを待たせるのも悪いしね」

　今にも駆かけ出しそうなクリスと並んで歩き出した時、

「あの、そーいや師匠ってどこ行ったか知りません？　工房の整理しなきゃなんねーからずっと捜してんだけど、誰も昨日の晩から見てないみたいで……」

　カジカが尋ねてくる。フリデリカとクリスは顔を見合わせた。そういえば、全然顔を見ていない。マグノリアと一緒に出しゆつ撃げきしたという話をどこかで聞いた気がするが。

「……マグノリア先生の部屋にいる、かもしれない」

　ちょっとためらってから、クリスは廊下の先の方を指差した。

「今朝、先生がその……男物の服を持って、教官室に入っていくのを見かけたから……あれ、ラフエッジさんがよく着てる服だったかも」

　フリデリカは目を丸くした。聞いているだけで恥ずかしくなってくる。それはつまり──そういうことなのではないだろうか。

「あ、そっすか。ちょっと行ってきます！　そんじゃ！」

　まったく気に留めた様子もなく、カジカは軽く手を上げて走り去っていった。二人が付き合っているとしたらとんでもないことだった。教官でありながら禁きん忌きを破るのは、マグノリアらしい気もするが。

「……カジカ、止めた方がよかったかな」

　と、フリデリカはつぶやいた。あの調子ではいきなり扉を開けてしまいそうだ。戦争も終わった今、恋人と二人きりで幸せを嚙かみしめているところかもしれない。邪じや魔まをするのはどうかと思う。




「今朝、こいつは死んだ」

　扉を開けたカジカに、マグノリアは淡々と告げた。意外にきちんと片づいた教官室の長椅子に、ラフエッジの長身が横たえられていた。すでに体は清めてあるらしく、ただ眠っているだけのように見える。

「さっき、お前たちの家から持ってきた服に着替えさせた……だいぶ血を吐いて、汚れていたんでな」

　カジカは工具箱を落としそうになって、座りこみながらぎりぎりで受け止めた。カジカはほっと息をついた。商売道具を落としたりしたら、またラフエッジに叱しかられる──。

「あれ？　師匠……あれ？」

　混乱するカジカの頭の上から、マグノリアの低い声が降ってきた。

「停戦まではどうにか生きていたが、その後は意識が戻らなかった。もともと、あと十年生きられる体じゃなかった……こいつ自身も知っていたことだ」

　目の前にあるラフエッジの顔にそっと触れた。まるで粘土のように硬く、冷たかった。母親が死んだ時とそっくりだった。

（……死んだ、のか）

　長い時間をかけて、その実感がゆっくりと染みてくる。

　ラフエッジの妙に濁にごった咳が、カジカの耳の底にこびりついていた。やっぱりあれは病気の咳だったのか。どうして言ってくれなかったんだろう──これからどうすればいいんだろう。答えのない疑問だけが湧わき上がってくる。ラフエッジのようになりたくて、この島まで来て弟子入りしたのに。

「カジカ・サカイ、こいつの名を言ってみろ」

「……ラフエッジ」

　師匠の横顔を見つめながら言う。おかしな命令だと思う余裕もなかった。

「それは姓だ。こいつは自分の名が嫌きらいでな、滅多に名乗らなかった」

「……」

　言われてみれば聞いたことがない。尋ねたことはあったが、笑っているだけで答えてくれなかった気がする。

「こいつの名はソードフィッシュ。ソードフィッシュ・ラフエッジだ……古代語でカジキマグロを意味するらしいぞ。父親は優秀な竜騎士ドラグーンだったそうだが、とんでもない人格破綻者でな。生まれたばかりのこいつを行きつけの武具工房に預けて、世界中を放浪していたらしい……趣味は女遊びと魚釣りだったそうだ。きっと子供の名前も、趣味にちなんだのだろうな」

「えっ……」

　カジカはぽかんと口を開けた。一昨日おととい、カジカがラフエッジに話した父親の話とそっくりだった。そんな人間がこの世に二人いるとは思えない──ということは。まさか、そんな。

「この戦争の後で生きていたら、自分の名をお前に教えるつもりだと言っていた……だがもし、生きていなかったら、お前にそれを教えてやって欲しい、と……ふざけた名前だが、よく胸に刻んでおけ。お前の……師匠だからな」

　カジカは工具箱に顔を伏せてすすり泣いた。蓋の上にぼろぼろと大粒の涙がこぼれる。

　違う。この人は師匠なんてもんじゃない。どうして今までなにも気付かなかったんだろう。カジカに整備を任せておいて、大量に店から砲剣を売る。しばらくはその整備だけで食っていける。その間にカジカは卒業し、砲剣鍛か冶じとして修業を積むことができる。

（面倒くさい工房の経営なんか、お前にやってもらいたいぐらいだよ）

　お前が跡を継げと言っているのと同じことだ。一昨日の晩の会話は、カジカに向けた最後の言葉だったのだ。この人はなにもかも見通して、全部俺に残していってくれた。照れくさかったから、名乗らなかっただけなんだ──。

「カジカ・サカイ」

「……は、はい」

　カジカは鼻水をすすり上げた。

「五分間、この部屋から出ていろ」

「え？　なんでっすか？」

「これからこいつを弔とむらおう……だがその前に、わたしは号泣する。だから五分間だけ、この阿あ呆ほうと二人きりにしろ」

　工具箱をしっかり抱えこんだまま、カジカは黙だまって廊下に出た。後ろ手に扉を閉めた瞬しゆん間かん、騎士学院グランデコルの隅すみ々ずみにまで、心臓を吐き出すような慟どう哭こくが響ひびき渡った。




　両手に手て枷かせを嵌はめられたグロリア・レガリオンは、がらんとした部屋の椅子に腰かけている。

　どこかから響いてくる女の泣き声に、身じろぎせずに耳を傾けていた。動物の雄お叫たけびを聞いている気分だった。

　グロリアは物心ついた時から一度も泣いたことがない。泣くという行為の意味が分からなかった。仮にすべてを失ったとしても、演技以外の理由で悲しみや嘆なげきを表明する必要などないはずだ。

　そんなことをしていたら、目の前に現れた好機を見逃してしまうかもしれない。彼女は最後の瞬間まで、目を開けたまま待ち続ける方を選ぶ。

　背後で扉が開いた。振り向くと騎士学院グランデコルの制服とコートを着た赤毛の少年が立っている。頭には分厚い包帯を巻き、杖つえを突いていた。

「なにをしに来た？」

　グロリアはからかうように尋ねる。

「わたしと世間話でもするつもり……」

　はっと口をつぐんだ。少年の手には血の付いた竜りゆう鱗りんの短剣が握られている。ついさっきまで扉の外に立っていた衛えい兵へいが、彼の足下でぐったりと横たわっていた。

　ついグロリアは声に出して笑ってしまった──なんだ、そういうことか。

「なかなか手て際ぎわがいいな。さすがに、もう少し時間がかかると思っていたぞ」

　ルテニアでの戦いの時から薄々感づいていた。しかし、行動を起こすとしたら、自分がここからどこかへ移送される時だと思いこんでいた。

「お迎えに上がりました、グロリア・レガリオン皇女殿下」

　赤毛の少年──ヴィクトル・アバディーンは、軽く腰をかがめて臣下の礼を取った。
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　グロリアを連れ出したヴィクトル・アバディーンは、顔を隠すことすらしなかった。手て枷かせをしたままの彼女を引いて図書館の外へ出ると、負傷兵でごった返している校舎に足を踏み入れた。例の女の泣き声が聞こえる部屋の前を通りすぎ、むしろ人通りの多い廊下を選ぶように歩いていく。

（堂々としていれば、むしろ疑われないということか）

　そう思いながら、グロリアはふてぶてしい捕虜の表情を保っていた。もっとも「黒の鉄姫」がこの島に収容されていることを、大半の者は知らされていないらしい。彼女に注目する者はほとんどいなかった。

　目立っていたのはヴィクトルの方だった。すれ違う兵士たちから次々と肩を叩たたかれ、握手を求められ、感極きわまって抱きつく者さえいた。彼らは英雄である「ヴィクトル・アバディーン」を口々に褒ほめそやしていた。ヴィクトルの方も終始笑顔で応じている。こんなにも多くの人間たちから、彼が本名で呼ばれることはここ数年なかったはずだ──しかし、奇妙なことに彼の名声は別人のものだった。

　二人は校舎を出て、噴ふん水すいに近づいていく。地面には地下に降りる穴が開いている。

「地下から雨水路を通って島の外へ行きます」

　ヴィクトルが小声で言った。おそらくここへ来る時も同じルートを使ったのだろう。以前もヴィクトルは情報収集のためにその方法で潜せん入にゆうしたことがある。

「おい、アバディーン」

　棘とげのある声が背後から聞こえる。足を止めて振り返ると、右目の上に包帯を巻いた長身の騎き士し候補が立っている。アダマス・バルバートルだった。

「どこへ行くつもりだ？　連れているのは『黒の鉄姫』だろう」

　グロリアは不ふ穏おんなものを感じ取っていた。アダマスの開いた左目が異様にぎらついている。腰の砲剣に右手をかけているのも気がかりだった。

「さっき学院長からの使いが来たんだよ。地下の神殿までこいつと一緒に来いってさ。理由は知らねえけど」

　ヴィクトルはそう言って地面を指差す。いかにもジャン・アバディーンがやりそうなしぐさだった。おそらく本当にガートルードは地下にいるのだろう。自然な受け答えに思えたが、ヴィクトルの目つきは変わらなかった。

「皇女はどうした？　一緒にいたんじゃなかったのか？」

「ティアナはもう地下に降りてる。先に呼び出されたんだよ、あいつだけ」

「……『ペイルライダー』はどうした？　偽にせ者もの」

　ヴィクトルはさりげなく自分の腰を見下ろした。彼は武器を帯びていない──いや、短銃ぐらいは隠し持っているだろうが、レガリオン軍の武器を晒さらすわけにはいかない。

「カジカがさっき持ってったよ。整備しなきゃいけないとかで……ってなんなんだよさっきから。尋じん問もんでもしてんのか？」

「……」

　アダマスは無言でヴィクトルを睨にらみつけている。黙だまっているのがかえって不気味だった。

「じゃ、俺たち行くぞ。時間がねえんだよ」

　ヴィクトルたちは歩き出した。アダマスが二人を見送っているのが分かる。噴ふん水すいのそばの入口から地下に降りるまで、ねばりつくような視線がずっと背中にまとわりついていた。




「ぼくの部下が島の外に偽ぎ装そうした商船を用意しています。このまま友軍と合流できれば、すぐにでも戦せん闘とうを再開できるはずです」

　ヴィクトルはグロリアの隣となりを歩きながら、ランプで彼女の足下を照らしている。地下に潜もぐってから、彼はさっきまで使っていた杖つえを捨てた。変装するために持っていただけだったらしい。

「……お前は、別の選択肢を考えなかったのか？」

　ふと、グロリアは思いついた疑問を口にした。

「なんのお話ですか？」

「このような危険を冒おかしてまで、わたしを奪だつ還かんすることに躊ちゆう躇ちよしなかったのかということだ。海ユ洋ニ連オ合ン軍はお前が死んだと思いこんでいる。後うしろ楯だてであるわたしが捕らえられた以上、どこか別の地へ逃れてすべてをやり直す選択肢もあったはずだ」

　ヴィクトルはしばし沈ちん黙もくした。地下通路の壁に、二人の影が重なるように伸びている。まるで一人の人間が歩いているかのようだった。

「別の地などというものが、ぼくにあると本当にお思いですか？」

「ないとも限らんだろう。この世界は広い……」

「いいえ」

　ヴィクトルは静かに、しかしはっきりと言った。暗がりの中で紫色の瞳ひとみが鈍にぶい輝きを放っている。

「あなたを置いて逃げたところで、その先にぼくの居場所はありません。今までの人生で、ぼくと価値観を共有できたのはあなただけです……あなたを奪だつ還かんする以外の選択肢など、頭に浮かびませんでした」

　グロリアの頰がかすかに熱を帯びた。誰かの言葉に赤面するのは生まれて初めてだった。鼓動が乱れるのを感じて、つい彼女は足を止めた。

「……そろそろ手て枷かせを外してくれ。もう必要はないだろう」

　ヴィクトルはランプを置いて跪ひざまずき、手枷の鍵穴に工具を差しこもうとする。壁に伸びた二人の影を見ると、どことなく求婚する男とそれを受ける女の姿を思わせた。

　彼女は決意を固めた──もしここから無事に脱出し、海ユ洋ニ連オ合ン軍を今度こそ打ち破ったら、ヴィクトルとの結婚を正式に公表する。彼以上に自分にふさわしい男が、今後現れるとは思えない。

「ヴィクトル、わたしは……」

「一体、どこへ行こうとしている、アバディーン」

　突然、鋭するどい声が響ひびき渡った。ヴィクトルは工具を隠しながらすっと立ち上がった。

「地下の神殿へ行くのは、別の道のはずだぞ」

　暗くら闇やみから現れたのは、アダマス・バルバートルだった。グロリアたちの後を追ってきたらしい。身構えたグロリアを隠すように、ヴィクトルはアダマスにランプを向けた。

「忘れたのかよ。昨日の戦せん闘とうで通路がちょっと崩れただろ。だから仕方なく回り道してるんじゃねえか」

　アダマスは口をつぐむ。おそらく、ヴィクトルの言っていることは事実だ。彼は疑われた時の合理的な説明まできちんと用意している。

「……お前、本当にジャン・アバディーンなんだろうな」

　ヴィクトルは目を伏せて考えこむ。引っかけの質問だとグロリアにも分かった。

「……当たり前だろ。でも、人前で呼ぶなよ」

　さっきアダマスは彼を「偽にせ者もの」と呼んだ。ジャンがヴィクトルになりすましていると知っているのだ。ジャンと呼ばれて訂正するのは不自然だった。

「いちいち尾行なんかすんなよ、まったく」

　ヴィクトルはグロリアを促うながして、再び歩き出した。彼女が振り返ると、アダマスは足を止めたままやはりこちらを睨にらみつけている。正体を疑ってはいるが確信を持てないのかもしれない。

「仮に正体に気付かれても、ぼくには彼を黙だまらせる切り札があります」

　彼女の耳にヴィクトルの囁ささやきが聞こえた。そのことは承知している。ヴィクトルはアダマスを脅迫してうまく利用していた──ただ、なにかが胸に引っかかる。

「お前がヴィクトルか、ジャンか、もうそんなことはどうでもいい……」

　不意に闇やみの奥からアダマスの声がいんいんと響ひびいてくる。空気まで震えるような殺気に、グロリアの首筋の毛がぞっと逆立った。いつのまにかアダマスは腰の砲剣を抜いていた。

「どちらのアバディーンも始末するつもりだったんだからな！」

　アダマスの銃口がヴィクトルに向けられる。反射的にグロリアはヴィクトルを肩で突き飛ばす。地下通路に二発の銃声が続けざまに響き渡った。背中にずしりと重い衝しよう撃げきを受けた彼女は、崩れ落ちるように膝をついた。壁かべ際ぎわで短銃を構えているヴィクトルの姿が見える。どうやら彼は無事らしかった。

　肩越しに振り向くと、アダマスが仰あお向むけに倒れていくところだった。ヴィクトルの反撃が功を奏したらしい。

「グロリア様」

　ヴィクトルが彼女の銃創を確かめる。軽く触れられただけで激痛が走った。右の肩けん胛こう骨こつを撃うち抜かれたらしい。立ち上がることもできなかった。

「地上にまで銃声が聞こえたはずです。ここから離れた方がいい」

　腰に回されようとしているヴィクトルの手を、彼女は力なく振り払った。

「この傷では逃げられん……お前一人で逃げろ。今ならまだ間に合う」

　流れた血が腰にまで達している。いつまで意識を保っていられるかも分からなかった。

「ですが……」

「冷静に考えろ……わたしは決して死なん。交渉の材料であるわたしを、海ユ洋ニ連オ合ンはどんなことをしてでも延命させるはずだ。しかしお前は違う……ここで奴やつらに捕まれば間違いなく八つ裂きにされるぞ。一旦引いて次の機会を窺うかがえ」

　そこまで話したところで、激しい目まいに襲おそわれた。グロリアは彼の右手を探り当てて、最後の力でぎゅっと握りしめる。

「急げ……結婚する前から、わたしを寡か婦ふにするつもりか」

　ヴィクトルがはっと息を吞のむのが分かった。珍しく年相応の若者らしい顔つきに、グロリアはふっと微ほほ笑えんだ。

「……どうか、ご無事で」

　彼女の手の甲に唇を押し当てると、ヴィクトルは走り去っていった。その足音に耳を傾けるうちに、グロリアの意識はゆっくりと失われていった。




　ヴィクトルは闇の中を走り続けていた。

　追っ手の気配はまったく感じなかった。彼は頭の中で考えを巡らせる。衛えい兵へいたちが傷ついたアダマスとグロリアを発見し、この島を封ふう鎖さするまでしばらく時間がかかるはずだ。

（……まだ、終わっていない）

　と、自分に言い聞かせる。グロリアに命じられたとおり、一旦退却するだけだ。ここを逃げ出すことさえできれば、彼女を助け出す機会は必ずある。

　彼は曲がりくねった通路を通り抜け、傾斜した雨水路に入った。水はほとんど流れていない。おそらくこの寒さで凍りついているのだろう。

　長い坂を下っていくと、やがて前方に丸い光が見えてくる。ほんの一部だけ、この雨水路には暗あん渠きよの途切れる場所がある。ほとんど住民のいない地区で、人目に付くおそれは少ないはずだ。

　そこを通りすぎれば、島の外まであと一息だ。

　半なかば外れた鉄てつ格ごう子しの間から外へ出ると、雪の積もった水路の底だった。明るい陽光が目を射て、一いつ瞬しゆん視界が真っ白になった。

「兄さん」

　ヴィクトルはぎくりと足を止めた。橋の下に自分と同じ制服を着た、同じ顔立ちの少年が立っていた。

「ジャン」

　と、彼はうめくように言った。




「……なぜ、ここにいる？」

　ヴィクトルは雪を踏んで一歩近づいてきた。「ペイルライダー」を握りしめたジャンの右手がぴくりと反応する。兄から撃うってくれば、こちらも反はん撃げきするつもりだった──しかし、兄が手にしている短銃の銃口は地面を向いたままだ。

「俺の友達が、廊下を歩く兄さんたちを見かけたんだ……後からおかしいって思って、俺のいる部屋を訪ねてきた」

　ヴィクトルたちを見かけたのはカジカだった。さっきまでベッドにいたジャンが歩き回っているのを不審に思ったらしい。見み舞まいに来たクリスたちと話しているところに、再び彼が顔を出したのだ。

「そういう危険があることも、計算に入れていたが」

　彼はまた一歩距離を縮めた。

「こんなに早く分かってしまうとは予想外だったよ……ティアナたちは？」

　今、水路にいるのはジャンとヴィクトルだけだった。風もない穏おだやかな日で、あたりは静寂に包まれている。

「兄さんたちの部下を捕まえに行った。この雨水路の出口で待ってるはずだからな」

「……なるほど」

　ヴィクトルはため息をつきながら、さらに一歩進んだ。

「ぼくが島から出られる可能性は、完全に消えたということか」

　ジャンの胸の鼓動が激しくなってくる。もう互いの瞳ひとみの奥まで見通せる距離だった。

　あと一歩でも近づいてきたら、今度こそ撃うち合うしかない。

「どうしてそんな顔をしている？」

　と、ヴィクトルが首をかしげた。

「自分の手でぼくを殺すために、待っていたんだろう。たった一人で」

　ぶるっとジャンの全身が震えた。歯を食いしばっていなければ、嗚お咽えつが洩もれてきそうだった。

「……そうだよ」

　右目から一筋涙が流れ落ちる。すべて自分の手でけりをつけるつもりだった。だからこそ騎士学院グランデコルの衛えい兵へいを伴わなかった。ティアナやクリスにも雨水路の出口に行ってもらった。

　しなければならないことは分かっている。その覚悟もしているつもりだった──しかし。

「なんで逃げてくれなかったんだ、兄さん」

　ジャンはかすれた声で言う。口の中がからからに渇いていた。

「『黒の鉄姫』を助けに来なければ、このまま見逃せたのに」

　ルテニアでの決戦が終わってから、兄が生きている可能性はずっと頭の片かた隅すみにあった。クリスの撃った弾丸は金属の仮面に命中し、致命傷を免まぬがれたようにも見えたからだ。ヴィクトルなら自分が墜つい落らくした場合に備えて、地面近くに救援を待機させるぐらいのことはやりかねない。

　それを誰にも話さなかったのは、期待を抱いていたせいだ──このまま人知れずどこかへ姿を消してくれるのではないか、と。

「ぼくにも、譲ゆずれないものがあったんだよ、ジャン……そのためにここへ来た」

　ヴィクトルは銃口をジャンの胸に向けた。反射的にジャンも「ペイルライダー」を兄に向ける。ジャンの人差し指が引き金にかかった。

「お前がぼくを撃たなければ、ぼくがお前を撃つよ」

　ヴィクトルは諭さとすように言った。もはやこれは戦いではなかった。ジャンを殺したところで、彼の命運はもう尽きている。弟に撃たれるために武器を構えているだけだ。

　しかし、どうしてもジャンは引き金を引けなかった。ただ砲剣を震わせているだけだ。

　ふっとヴィクトルの唇に微笑が広がった。

「緊きん張ちようしているのか？」

　兄の声は奇妙に明るかった。

「今度は、ぼくがお前の震えを止める番だな」

　遠い昔の記憶が呼び覚まされた。アバディーン王国が滅んだあの日、二人は両手を重ねて鏡合わせのように向かい合った。ヴィクトルの緊張を解くためだった──そして今の彼らも、やはり鏡に映したように同じ姿勢だった。あの時と違っているのは、二人の間に銃口があるということだけだ。
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　その瞬しゆん間かん、不思議とジャンの震えが止まった。棒のようだった右手に力が戻ってくる。すべてが収まるところに収まったように思えた。

「ジャン、グロリア様のことを頼む」

　と、ヴィクトルは言った。

「彼女を許さなくてもいい……ただ、殺さないで欲しい」

　無言でうなずくと、突然ヴィクトルは短銃の銃口を自分のこめかみに押しつけた。ジャンの顔からさっと血の気が引いた。止めることも撃うつこともできなかった。

「兄さ……」




　一発の銃声が、学院島に鳴り響ひびいた。

　この戦争における、最後の死だった。
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　ジャン・アバディーンは外壁の上にある通路に立ち、学院島の外を眺めている。北国の冬にしては珍しく、ここ数日快晴が続いていた。凪なぎの海は空の色そのものの深い青に染まっていた。

　クリスとティアナは離れた場所から彼の様子を窺うかがっている。さっき見み舞まいに訪れたセーロフ国王と二人きりで話した後、ジャンは急に病室から姿を消してしまった。クリスたちは慌てて捜し回った末に、外壁の上にいる彼を見つけた。しかし、なんとなく近寄りがたい雰囲気を発していて、二人とも話しかけられずにいた。

　グロリア・レガリオンの脱走未み遂すいから二日が過ぎていた。この島に潜せん入にゆうを試みた「ジャン・アバディーン」は、「ヴィクトル・アバディーン」の活かつ躍やくによって追いつめられ、自みずから命を絶った──それが海ユ洋ニ連オ合ン軍の公式見解だった。戦争ではセーロフ王国を救い、さらにスパイの陰いん謀ぼうまで防いだ「英雄」の名声はさらに高まった。

　しかし、ジャン本人は周囲の賞賛にまったく関心がないようだった。あの一件以来、彼が気にかけているのはグロリアの容態だった。アダマスに撃うたれたものの命に別状はなく、順調に回復している。ただ、一言も喋しやべらずに黙もく秘ひを貫つらぬき通しているという。

　近々、グロリアは海ユ洋ニ連オ合ンの本部に送られる予定になっている。これからレガリオン帝国との捕虜返へん還かん交渉が始まるはずだ。

　彼女の率いていたレガリオン軍は、本国の命令によってすでに撤てつ退たいを始めている。もう少しで、この国もセーロフ人たちの手に戻るだろう。

「……彼、なにを見ているんでしょうか」

　と、クリスはティアナに尋ねた。特に彼の興味を惹ひくものがあるとは思えない。

「さあ……港を熱心に見ているようですが」

　すでに海峡の沿岸部にレガリオン軍の姿はなく、セーロフ王国軍が一帯を警けい護ごしている。

　ちょうど学院島の真西にある港は開放され、ひっきりなしに軍属たちの輸送船が出入りしていた。戦場で回収されたらしい機甲竜ヒユドラが船に乗せられて、どこかへ運ばれていくところだった。

　クリスは兵士たちの間で流れている噂うわさを思い出した。海ユ洋ニ連オ合ン軍は新兵器を開発するために、セーロフ王国に残されたレガリオン軍の機甲竜ヒユドラを回収している、という内容だった。

　今回の勝利によって得られた平和は永遠に続くものではない。いつかはまたレガリオン軍との戦端が開かれるだろう。必ず訪れるその日のために、柔軟に科学技術を取り入れる方針に転換したとしてもおかしくはない。

　それが果たして正しいことなのか、一介の学生であるクリスには分からない。しかし、戦力的に劣勢に立たされた海ユ洋ニ連オ合ンが敵軍に追おいつくには、他ほかに方法がないのも事実だった。

「しばらく、そっとしておきましょうか」

　ジャンと話したいこともあったが、ティアナの目が気になる。とにかく無事が分かったのだから、それで十分だった。しかし、ティアナはその場を動かなかった。

「その前に、あなたに二、三お話ししておきたいことがあります……よろしいですか？」

「え？　はい……」

　彼女はコートのポケットに入れていた一枚の紙をクリスに差し出した。

「ヴィクトル・アバディーンの部下を捕らえた時、彼らの船で見つけました……どうやら、ヴィクトルが持っていたものだったようです」

　戸惑いながらもその紙を受け取ると、どうやらレガリオン軍の機密文書らしい。一読したクリスは息を吞のんだ。ウルス公国の首都シシハネで、アダマスとヴィクトルがひそかに接触していたことが記されていた。日付を見るとちょうど竜りゆう人じん約やく祭さいの最中だ。

（あ……）

　クリスにも心当たりがある。ジャンと料理店で食事をした時、アダマスが目の前を通りすぎていくのを見た。そういえば、王族のアダマスが平民の利用する店に現れたのはおかしい。

「どうやら、彼はヴィクトルの手先として動いていた時期があったようです。先日の一件を考えると、今もそうだとは思えませんが」

　アダマスはヴィクトルに腹を撃うたれ、今も治療を受けていた。自分も負傷しているにもかかわらず、パートナーのソーニャがずっと看病し続けている。

（ひどい……）

　クリスの胸に怒りがふつふつと湧わいてきた。自分が敵軍と通じていながら、ジャンやクリスをスパイだと告発していたことになる。怪け我がを負った彼に同情していた自分が馬鹿馬鹿しくなった。

「どうされるおつもりですか？」

　書類を返しながら尋ねる。この証拠でアダマスを告発しなかったのは、なにか理由があってのことだろう。

「バルバートルはジャンの正体を知っていますし、強い敵意を抱いています。ですから、これを使って彼の行動を制限するつもりです」

　彼女はしれっとした顔で言い、書類を元どおりポケットに収めた。要するに脅迫するつもりなのだ。啞あ然ぜんとするクリスに、ティアナは話を続けた。

「わたしはどんな方法を使ってでも、ジャンを守り続けなければなりません。あなたもそう考えているのではないですか？　クリスティーン・キッドマン」

「それは、そうですね……」

　アダマスを抑える方法は他ほかにないかもしれない。自分たちは今後もあの生徒会長と渡り合っていかなければならないのだ。

　それにしても、この皇女は以前と少し変わった。なんとなく迷いが吹っきれたような──精神的に強くなった気がする。

「…………えっ」

　あやうく聞き流してしまうところだった。今、ティアナは本名でクリスを呼んだ。どうして知っているのだろう？

「あなたは女性ですね」

　ティアナは淡々とした声で言った。

「…………はい」

「この戦いが終わったら、話したいことがある、と彼に言っていましたね」

「…………は、はい」

　クリスは真っ赤になってうつむいた。出しゆつ撃げき前に橋の上でジャンと話した内容を、ティアナは全部知っているようだった。そういえば、あの後皇女の態度が少し素そっ気けなかった気がする。

「も、申し訳ありませんでした……今まで、隠していて」

「いいのです。そのことを責めるつもりはまったくありません」

　まったくないと言われるとかえって気味が悪い。さっきアダマスへの脅迫を提案したように、とんでもないことを平然と口に出しそうだった。

「……わたしはジャンの翼つばさです」

「え？」

　クリスは思わず聞き返す。

「誰が彼の隣となりにいたとしても、わたしたちの契約は変わりません。あなたは自分の気持ちに、正直に行動して下さい。わたしに気兼ねする必要はありません……そのことを伝えたかったのです」

「ティアナ様……」

　彼女は噓うそをついていない。真剣にそう考えているのだ。それははっきり伝わってきた。

「どんなに苦しい時でも、彼はわたしとの約束を守ってくれました。今のところは、それで十分です」

　クリスはティアナの気持ちを察した。きっと形にならない彼への思いを、育てている最中なのだろう──それがいつか恋になるのか、別の感情になるのか、今は分からない。それがはっきりする時までは、クリスの好きにしていいと言ってくれている。

　ティアナは金髪をなびかせて海を眺めている。ジャンのもとへ行きたければどうぞ、と背中が語っている気がする。クリスは一礼して歩き出す。それから、ふと立ち止まった。

「彼との約束って、どんなことなんですか？」

　ティアナの唇の端はしに笑みが浮かんだ。少し大人っぽい、からかうような笑みだった。

「秘密です……当たり前でしょう？」

　クリスも微ほほ笑えんだ。確かに当たり前だ──尋ねる方が間違っている。

　彼女は再びジャンに向かって歩き出した。




「……ジャン」

　名前を呼ぶと、石塀にもたれていたジャンが顔を上げた。

「ん？　クリスか。どうかしたのか？」

「どうかしたのか、じゃないよ。君がいなくなったから、ずっと捜してたんだ」

「そうか……悪いことしたな」

「ううん、無事でよかった」

　ジャンは再び西セーロフ島の海岸に目を向ける。港を取り囲むように小さな集落があり、その外側には雪原が広がっている。地平線の近くには豊かな針葉樹林が見えた。ここ数日の好天で霜しもが溶けて、黒々とした枝葉が太陽の光を浴びて輝いていた。

　この世界の二つの陣営が、つい数日前まで戦っていたとは信じられない。どこか懐なつかしく、美しい景色だった。

（……今、言おう）

　と、彼女は決心した。大きく息を吸いこんだ時、ジャンの方が口を開いた。

「……あのへんを、全部くれるってさ」

「な、なんの話？」

　出で端ばなをくじかれたクリスが尋ねると、ジャンは対岸の一帯を指差して左右に軽く振った。

「さっきセーロフの王様が見み舞まいに来てくれただろ？　この国を救ってくれた礼をしたいけど、財産がなんにも残ってないって言うんだ。だから西セーロフ島の沿岸地域の自治権を、俺に受け取って欲しいってさ。騎士学院グランデコルを卒業してからで構わないから、この国の復興に手を貸してくれって……」

　説明を聞いているうちに、ようやく意味が吞のみこめてきた。

「つまり、君に王様になってくれってこと？」

「自治領主ってことになるから、王様って呼んでいいか分からないけどな。まあ、国王の部下みたいなもんか……まだ、返事はしてないけど」

「すごい話じゃないか」

　クリスは驚おどろいていた。一介の騎き士しどころか、騎士候補でしかない学生への恩賞としては破格だ。もちろん、領主としての責任を果たす義務も課せられるわけだが。

　きっとどう返事するか考えるために、ジャンは一人でここへ来たのだろう。

「それで、どうするか決めたの？」

「うん……ずっと考えてたけど、受けようと思う」

　意外にあっさりと彼は答えた。喜ばしいことだと素直に思う。ただ、急に彼が遠くへ行ってしまったようで、少し寂しくもあった。

「そんなびっくりした顔すんなよ。別に大したこと考えてるわけじゃねえんだ」

　と、ジャンは明るく言った。

「俺は自分の国をなくしてるだろ。ああいう目に遭あう人たちが、もう二度と出て欲しくない……だから、みんなが安心して暮らせるところを作りたい。誰も追い出されたり逃げ出したりしなくてもいい……そういうところだ」

　ジャンはクリスに向き直ると、紫色の瞳ひとみで正面から彼女を見つめた。

「アバディーン人でも、レガリオンからの亡命者でも、誰でも住んでいいんだ。どんな宗教を信じてても構わない。みんなに知恵を出してもらって、豊かで強い自治領にしたいんだよ……それでいつか……」

　ほんのわずかな間、彼は息を詰めた。きっと色々な思いが胸をよぎったのだろう。

「いつか、アバディーン王国を取り戻したい……笑うか？」

「笑わないよ」

　首を横に振った。笑ったりするはずがない──ただ、彼一人の力で為なし遂とげられることではないだろう。

　少なくとも、背中を守る者は必要なはずだ。

　クリスのするべきことは決まっている。この戦争が始まった時から、いや、騎士学院グランデコルの寮で彼と出会った時から、そういう運命だったのかもしれない。

　彼女はもう一度深く息を吸った。

「ぼくからも、君に聞いて欲しいことがあるんだ」

　ジャンはクリスから目を逸そらさなかった。沈ちん黙もくに促うながされるように、彼女は口を開く。

「君が作る国の、最初の民になりたい」

　今、思っていることを、彼女は素直に口にした。

「どんなところでも、君のいるところがぼくの国だよ」

　かすかに春の気配を帯びた風が、二人の髪を揺らした。

　クリスの差し出した手を、ジャンはしっかり握り返す。

　それはいつまでも解かれることのない、二人だけの契約の儀式だった。
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　　　あとがき




　こんにちは。三み上かみ延えんです。

　まず、これまでシリーズを読んで下さっていた皆さんにお詫わびを申し上げます。

　というのも、『偽いつわりのドラグーンⅣ』が出版されたのが去年の八月で、この本が出版されるのは七月。一年近く経たってしまったことになります。さほど期間を置かずに書くつもりだったのですが……予想外に色々あってうまく行きませんでした。

　本当に申し訳ありませんでした。




　一巻のあとがきでこのシリーズを始めた経緯について「身分を隠してどこかに潜せん入にゆうするという話がここまで広がった」と書きましたが、実はもう一つ漠然と頭にあったのが「戦争」というものです。

　このシリーズを書き始める前、戦争に関する本に結構目を通していました。改めて書くまでもないことですが、国同士、というより人間同士の争いが絶えたことはありません。感情的な対立はもちろんのこと、それぞれの置かれた対外的な立場が穏おん健けんな解決を難むずかしくするのではないか、といったことを考えていました。

　このシリーズにはさまざまな理由で対立する人や竜たちが出てきます。一度深まった溝をそう簡単に解消することはできないですし、完全に解決するのは難むずかしいのですが、最終的にわずかながらの希望が見いだせる物語になればいいなと……完結した今、実際にそうなったかどうかは、このシリーズを読まれた方に委ゆだねたいと思います。




　新作についても少しずつ考え始めています……が、それとは別にメディアワークス文庫という別のレーベルで『ビブリア古書堂の事件手帖』というシリーズもやらせていただいております。興味を持たれた方はぜひ。こちらは戦争と無む縁えんの内容です。




　最後になりましたが謝辞を。

　いつも作品の魅力を何百倍にも高めて下さっているイラストの椎しい名な優ゆうさん、辛抱強く待って下さっていた担当編集の高たか林ばやしさん、この本に関かかわって下さったスタッフの方々、そしてここまで読んで下さったすべての皆さんに心からの感謝をいたします。

　本当にありがとうございました。


三み上かみ 延えん
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三み上かみ 延えん

神奈川県出身。東京都在住。人気のない細い道を見かけると、つい入ってしまう癖があります。一体どこに通じているのか確かめたくて仕方がありません。これは先日取材に行った古都で撮影した一枚。この後、道に迷いました。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞＜金賞＞受賞者。電撃文庫では、『モーフィアスの教室』『月と貴女に花束を』等のイラストを担当。画集に『椎名優画集 天球綺譚』『同Ⅱ 幻燈庭園』等がある。
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